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1　（1）轡一ダー．＿ラン・購・電気音響機器及電気

1　電気の据付並雌工事
1　（2）陸上電信所及獅の建設藤

≡　　　　（3）特種電子機器及電気装置の組立並にオーバーホール
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　　　　　　三波三業株式三遍：

　　　　　　　本社・横浜市西区北幸町1丁目35番地
　　　　　　　　　　電話・神奈川（4）0050　・0575
　　　　　　　　　第1二〔場・横浜市神奈川区鶴屋町1丁目66番地
　　　　　　　　　第2工場・横浜市西区北幸町’1丁目35番地

　　　　　　　　　出張所・大阪・神戸・昊・門司
　　　　　　　　　代理店・函館・大湊・清水・舞鶴
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三菱電機株式会社

本　社　東京都千代田区丸の内（東京ビル）

（電）和田倉（20）　代表　1631，2331，，

（D船舶用MR－2型レーター　　無線機製作所

　さきにRM－1A型レPダーとして当社がほ
こる最新の設計、技術と米国のウエスチングハ

ウス電機会社との緊密な技術提携をもつて完成

しましたがその後総べてを国産化し且つ之に改

良を加えて製作しだものがRM－2型レーダー

であります。

兵庫県尼ケ崎市南清水
　　　一櫓（電）て48）7841～4

’　　　．　　　　　（伊丹）　480～3

大略の寸法は下記の通りであります。

　　周波数9320～9430MC　　　　パルス巾　0．25μs；ンくルス繰返周波数1100c／s

　　尖頭高周波出力　　50KW　　　目　　盛1，2，4，8，20，40海里

（2）航空機用RA－1型レ：一ダー

　当社が約2ケ年の研究の末本年7月試作品が完成されたものであります。

　　　　　一端恥鷲欝欝ご髪冠旧記跳

．，潔　　＾

周波数　　　　　9，375MC士55MC

パルス巾　　0．4μS，　パルス繰逼周波数800CIS

尖頭高周波出力　　8KW

目盛i　、　．4，10，20，50海里
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　　　　　　　　東京都大田区東蒲田四丁目三十一番地

　　　　　　　　　　（電話、蒲田（73）2211－9）
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電波航法の研究

電波航法研究会発会式写真

運　輸　大　臣　挨　拶

電波航法研究会会長挨拶
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蓮　輸　大　臣　挨　拶

　本日は御多忙中のところ、わざわざ御参集下さいまして厚く御礼申上げます。

　また、このたび、電波航法研究会の委員をお願い申上げましたところ、心良くお引受下さいまし

て有難度うございます。

　皆様方には既に御承知のことと思いますが、レーダ戸、ロラン等による電波航法は、第二次大戦

後追速度に癸達したものであり、我国にお》・てもこれらの電波航法機器を装備する船舶の数が逐年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　増加してきていますが、電波航法に関

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　する研究は占領中禁止されておP、そ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れが一一昨年ようやく解除され1たとはい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　え何分にも諸外国にくらべて非常に研

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　究が立ちおくれているのであります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　従いまして機器の大部分は輸入に頼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らざるを得ない状態であり、その普及

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　発達を図るためには、運用の面におい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ても機器の面においても幾多の困難な

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問題が横たわっている実情でござV、ま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　また、海上における船舶の衝突の防

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　止、水上障碍物の発見、船位の決定等

に関して、電波航法の果す役割は非常に重要なものであることはV・うまでもありませんが、国際的

にもこのことが認識され1た結果、1948年の「海上における人命の安全のための国際会議」　におき

まして、雑載レーダーに関する灘達、製造、装備、諸技術基準の制定及び三二職員の訓練等につい

て各国敷府に対して勧告が行われた訳であります。

　当座と致しましては、我国の電波航法が一日も早く世界的水準に達するよう念願致しております

が♂何分にも電波航法は專門技術的な知識を：必要とする点が多うございますので、本研究会におV・

て豊門家の皆様方の御意見を徴して、電波航法に関する基本的施策を確立したいと考えてV・る次第

であります。

　只今申上げました本研究会設置の趣旨を御諒承下さV・まして、皆様方の御協力のほどお願い致す

次第でございます。

　簡単でございますが、以上をもちまして挨拶といたします。



序 言

古 賀 逸・ 策

　　大戦帳も花々し贈耽した所謂二二は繊と共に転して・航海航塞用勘（くべから，　、

齪ざる有力な利器として、各国競って使用する様になり、今日では無線通信機器と相侯って、航法に

　一大変革を招来せんとさえして居る。我国に於てもこの分野の研究は、戦時中最も活澄に行われた

　ものの一つであるが、遺憾ながら欧米各国の水準に比すれば少からずおくれて居た事も否定出来な

　V・。その上これ等航法用施設は、日を追って益々盛になろうとして居る。そとでこの方面の諸問題

　に関し、関係官庁、研究者、産業界相互の閤の蓮絡を図りつつ研究を促進する必要があるとの趣旨

　から、曾ては旧海上保安庁の諮問機関として、叉現在では三輪大臣の諮問機関として電波航法研究

　会なるものが設けられで居る。

　　電波航法研究会は、今日迄に既に幾多の問題について検討を：重ね、その成果の中には見るべきも

　のも少くない。そこでその結果を同好の人々或は関係機関等に公表する為》過去3回に亘り報告書　　＼

　を山行したが、その内容に対し関心を三つ人が次第に増加し、その頒布をもつて広V・範囲に拡げて

飾三二の継旧くなかつ鶴そこ吟度は（第4回の報告になるが　　　　　　　～）公刊概して癸行ずる

　事としたのである。

　　本書に蒐録した研究結果の二二るものは近く実施の運びになって居り、三三る問題は早念に結論

　を出す様要望されて居ると云う状況で、採り上げて居る問題は凡て実際面と緊密な関連を持つた生

　きた問題ばかりである。従って本書なこの方面の研究或は実務に携わる人々にとって、必ずや有益　　　　　f吹

な酬として役立つに激呪信じて鵬次獅ある。　　　　　　　　　1

不肯電灘委員会の委員長を御引受けして来た難…本書が公……つた経緯

髄べ・併せてこ磯会に繕の刊行並び嬬減法研究会の運三二から蠣力を賜わって居る　■．

　委員諸氏に深厚の謝意を表するものである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和30年1月13日記

匙

亀

電波航法施設の綜合的な設置計画

　　　　　　　　　電波技術研究室
海上保安庁
　　　　　　　　　電　波　標　識　課

我が国の電波航法施設の設置計画については、電波航法研究会の蓮用部会において十数回にわたり審議が重ね

　　　　　　　　　　　　へられたQ同研究会に対し本問題に関する内外の資料が提出され討議を受けたのであるが・一応その結論を得たの

で、昭和29年3月に同研究会は運輸大臣に対しその成果を答申した。　　　　　　　　　　　　，　　　・

　この間に提出ざれた資料を中心にして以下に纏めてみたが、対船舶用電波航法施設の動向と現状の理解に資す

るものがあれば幸である。・

1　各種電濃航法について

　電波航法施設に関する対策を決定するに当って、諸外国において研究、調査、実験が行われた諸方式や実用化

されて実際に設置蓮用されている各種の航法について概要を調査し、各方式間におげる特質を知る必要があると

思うので1各種航法について項目毎に一覧して理解できるよう3枚の表を揚げる。

　このうちの第一・表及び第二表は・1946年ロンドンにおいて戦後始めての国際電波航法会議（Iut　ernationaI

Meeting　On：Radio　Aids　to　Naviga｛ion）が開催され、戦時申の各国における各航法の方式の内容が朗らかに

された時に同会議の審議を経て発表された報告書申に記載されていたものである○第一表は1946年までに各国

において実用化されている電波航法、第二表はそれまでに考案され或いは実験された各方式について示してい

る。なお第二門中、用途別の項にある洋上、近海、浩岸、港内は次の通りである。

　　　　　　　　　　　　　　危険箇所からの距離　　　　精　度　　　　位骸を知るまでの時間

　　　洋　　　　　上　　　　　　　50M以上　　　　　土　1　％　　　　　　　15分

　　　近海（陸地初認）　　50～30M　　　±1／2　M　　　5分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～　　　　　　　　～

　　　滑　　岸　　30～3M　　　±200ヤpド　　　30秒
　　　港　　　　　内　　　　　　　3　M以下　　　　　土　50ヤード　　　　　瞬間三層

　第三表は、米国政府と工業会との間において組織されている電波航法研究会ともいうべき電波技術委員会（The

Technical　Commission　for　Marine　Service）の特別委員会が1952年3月に発表した報告書中に記されてい

たものであって、その内容は、米国において採用されている方式、未採用の方式発達中の方式及び現在まで三三

機用の航法として探用されていて船舶へのサービスも考慮される方式についてまとめたものである。
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’第1表 現行の電波航法（1946年5月）
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緊緊鱒騨齢ソ　　　　　　150二200

・1または2
10kW
R0W
iPeak）

船用レーダーによワ制御される
否 沿　　　岸

リーダー

Pρブル
L．F．誘導

E
20c！s一・

Tkc！s
1 約1kW ヶープルを睡れて400ヤードの距離 可 港　　　内

…

第2表 その他の電波航・法（1946年5月・）

動　　　　　作　　　　　状　　　　　態

方　　弐

個々の施

ﾆに対す
驛`ャン
lル数．

送信婁置の出力 昼　　　　　　間 夜　　　　　　間 億　　考（動作上）

精度は船
浮ﾌ装置
ﾉ制御さ
黷驍ｩ否
ｩ

用途別 備　　　　　　　考方　　注 周波数帯
精　　　　度 精　　　　度有効距蔭

@（M） 50％帯 95％帯

有効距離
@（M） 50％帯　　95％幣

　LF
鴻堰[ン

露蕎垂 180kc／s 1 100kW
iPeak）

L500
o．3％

i距　離）

1．0％

i距　離）
3，㎜ †露なデーターなし 否 洋’　上

ﾟ　　　海
実験ずみ

Pρ．P，1．　　　「

i普通）

C．W．位相
芒r時間重
｡

1 使用凋破数に基因するがデッカと同程度である　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’ 否

．洋　　　上

ﾟ　　　海
?@　　岸
`　　　内

根本原理は実験的に示された
lつの機能の全部は1荘○瞭上施設1＝．より
Hたされないだろ5

P．0．P．！，

Rエレメン
crーコン

同　　　上
　　　kcls
Q00＿500

1 2kW
iC．W．）

1，500 0．79 2。

　0－　IQO
撃nO＿　500
T00＿1，500

昼間と同し15。

O7。
4u
Q9

否 洋　　　上
ﾟ　　　海

根本原理は実験的に示された

フレツチ聖
齦緖ｮ

比較周波数

ｽ重
1

1
使用周波数に基因ずるがデッカと問程度である

否
洋　　　上
ﾟ　　　海
?@　　岸
`　　　内

C

根本原埋は実験的に示された
lつの機能の全部は1基の陸上施設仁より溝たされないだろう

長　距　睡H．F．方式 回転極図表
ｨそらく等
艶M号方法

3－2GMc／s 1
7駅）また1まそれ以上

o．3。 LO。 750または
ｻ’れ以上

0、5。 ・2。

500M以下・｛ま正確度低

｢
否 洋　　　上

変動（7・エージノグ）を受けやすいが旺F．
ﾊ信の長所はドイツで実験された

　　　　　C．W．位相
ｷ波デ剛略論周1住35囮s 2

100kW，
iC．W．）の’オ飼ダー

　150
P50－1，000
?Coむ。以1上

0．G3。

@四不
1％（95％帯）程度と思われる

0．iD　　　　　　　昼　　間　　と　　同　　じ

ｾ
否

洋　　　上
ﾟ　　　海
?@　　岸

送信機はアンテナ装置に苦心

ラジオ燈台 回転変謁
rー　コ　ン

　　Mc／s
R，〔船

@　10，000

1 光の程度

@約25
1。 39 昼　間　と　同　じ

ストップウ
Iッチ＝で時

ﾔを測る
否

V．H．F，

o産まGぬge

@A量d

C．W．位相
芒rまたはパルス時間

ｷ

　　Mc／s
Q00－2，000

工一3

5D 0，01。　　　　　　　　　　0．02。
ｱの数値はドイツのERIKA方式の精度の載告引用実際の動作は正確にはわからない

昼　間　と　類似r
否

沿　　　岸
`　　　内

鵠亥のみ‘

罰一

一2一

＼

｝

1

1
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第3表 各種電．波航法（1952年3月）

方　　式

ロフーソ

オ
ソ

　
コ

ジ　
【

ラ
ビ

知
オ
ソ

縣
旧

臣
ラ
ピ

レーダー

　　　　し！畠マーク

レーダr
レフレク
タ齢

レーコン
（レーダービーコン）

全方向探知

GEE

デツ　カ

コノソル

使用周波

数または

波長

　　　kc
l，800－2，000

　　kc
285－315

可聴音響と
285－315kc

3cm
5cm
10cm

3cm
5cm
10cm

3cm
5crn

lCcπ｝

3cm
5cm
10cm

105420Mc

20－85Mc

70－130kc．

90－110kc

声
数

　
波

音
周

ト
ル

ッ
プ

ロイ
ド

バ
ケ

変調形式　バノド幅

パ　ル　ス

CWまたは
AM

使用者側

の送信設

備の有無

無

無

CWまたは
AM

無

パ　ル　　ス 有

100　200
　　り　　

300kc
間隔のパル
ス

無

有

パ　ル　ス
』有

F照および
AM

」
’

無

パルス　　0．5Mc
（6μs）

　　　L

無

　　　それぞれ50

CWc／sで4バ無
　　　ソド

CW　　　50c／s
キイー

無

に
．」5137

3q
，

oo6轟蕪
｝一 ㎞oo400．

n
乙

　
司
／
）

　
方
コ
R
．

　
全
α

一
騨
広

無

有

無

陸上の送

信設備の

有無

有

有

有

無

有

無

有

　　有
し．O．P．に対

する2基の
送信機

一
対
の

．
に
基

有
R
2
機

α
る
信

　
し
す
送

　　有
し．0．P．に対

する1基の
送信機

昼間有効

距　　離
　（M）

夜間膚効

距　　離
　（M）

標　　示　　形　　式

　　　　　　　　　　パルスはCRTで調整し、
・，卜75・2・ひ・四十鰐黎繍譜濤壽

　　　　　　　　　　で読みとる

0－200 脚長離欄指示または自

0－10

　　　　ラジオビーコンと同様で電
0－10　　波と音響信号の間の時間差
　　　　に．よる　馳

0．04－30　　0，〔澱＿30
CRT上の物標の視覚P・PJ・
標示

0－15

　　　　レーマーク方位でレーダー
0－15　のP．P．Lスコープ上の
　　　　solid　wedge

0＿10 し1・ f二戸プ上の臆

0－20 …　兜㌍鯨rニスコ幽

’0－20 0－20　　ダイヤノし指示器の方位

G＿100 　　　　CRTO400
　　　　グ

上のパルスマツテン

0＿600 ・…　二三麦99P’．に対し

0－1，5GO　　O－1，500　可聴法

有　　io．50

　　有
通信チャン

0．50　　　メーター｝旨示

愁竺‡
0－150

　　有
1基の送信　0－1，000

i機
1

0－75　　　　口頭　（使用者）

住1脚議羅響

程
視

．
．
　
l
　
I
　
－
　
I
　
1
　
1副

．
視

程
視

l
　
I
　
一
　
　
　
ヒ
　
　
一
　
i
　
　
．

有
一

レ
十

串
姻
一
　
i
　
一

C
　
　
こ
獅
2
＋
－
i
↓
ー
ー
－
！

9
t
ト
ー
h
－
i

位置決定

憎報形式

双　曲　線

局からの方位

局から’の方位お

よび距離

物標からの方位
．および距離

レーマーク局の
方位

レーダーと同様

局からの踵離と
方位

局からの方位

精 度

0．75－7，0M

±2。

　　虚20
士10％（距離）

1＿3。

80－200ヤμ　ドま

たは2％の最大
距離分解能

レーダーの方位
分解能と同等

レーダーと同様

魏詔ダ
能
ド

一
解
帥

レ
分
ヤ

工3ウ

　　　　　　．i

双曲副犠一ド棚

双　曲　線

方．位　角

しOP．．

Fixまたは
しO．P．

方　位、．角

蝉緯度換算
双曲線データー

　　　　　　2
方’位　角

日中

50Mまで15フィ
黶@i馳

600Mで200ヤ
ード

．R．M．S．

　0．4。

数フ．4一ト以内

蟹

距

ゴ＝2G

R，M．S．

　5。

2フ｛一ト

R．M．S．

　尭。

　じ

離「疋

不分明

の有無

基線の両側
にある

360。に対し

30の不分明
がある

18の不分明
がある

なし

t
方　位　角

なし

なし

なし

180。

なし

皿
し

†．　　　
　
瓦

　陸　上

最初の2
スト（＄）

－
一・

レ
㎜

頚
銀

マ
局
ブ

A
　
D

籍2　　
2

施　設

毎年の保守
と人員のコ
スト（＄）

270，000．

1鴨㎜1
t

船　舶　装　置 5

　　　　A
30，〔X）0－

　　24，000

なし

38，000

㎜
晃

1
，
に
タ

餌
用
ク

5
現
レ
加

一入卜（＄）

毎年のコ

Xト〔＄）

特　　　　　　記 備　　　　　　　考

　　　　　E
E脚馴、盤。
@　　　　i

　　　　　　　「．
K醐の使用により地域的港内
?�ﾍ囲の改善、ザイクルマッ
`ングの使用で精度改善、自動
Iな連続使用の可能

この方式は広く使用されている。パルス繰返し周波数卑の異なるも

�g用することににより同一周波で多敷の局が運用されている

鼡?@　　　　1

広帯蝦変調により夜間効果の滅

ｭ

小さいボー1雪こ広く使罵されてい
ﾉ過ぎない。ADF受信機はやは
V候情報を受信するのに便用。こ
緖ｮは周波数許容が少いので減少
驍ｾろう

9，000－4，000 一
なし

5，000

54（め

5040ρ00

1

4，．500一．

　　20，GOO

（騨セ）

500－2，000

なし

1勲

i　
一

有効範囲1有効範囲．1
マイル平方マイル平方
あたり1，000．ま）たり25

6，000

350，000

150，000

（コンビλ

一瞬ー付

150Mの
単一チエ
ーソに対
し）

360，000

約30，000

35，GOO

70，000

2β00

500

約1，QOO

なし

4，QOO

なし

4＿800

．≒一u

オビーコソと同じ

（15％）

§00－3，000

鱗購舅・・航行…L襯在・・難れ婦

（15％）

75－300

コード信号の使用は特定の局を
正確に．探知。低いコストの送信
機の発達により随離を限定して
1区域に多数のレ9マーク局を
使用。出力の増大により有効距
離の増大を計る・

　　　反射器の群集の使用で物潔を識
なし　　呈するざコストの激少により、
　　　　より多くの使用期待

反附器の使用は合衆国やその他の国
で使用増大

150－75G

240

完全自動指示

囎13獲壷哺醐画とホ梶叢ソグ錨ますでに燵慮

7，500

究全自動指示と不分閣解決方式
は付加可能

40，000

「

一

可聴標示の代りにメーター読由
り

∵一

4，500

なし

近い将来に出現できないかも知
れないが、それぞれの局の補正
図で誤差を減少

　　　悔岸から船へ、テレメーターリ
なし　　　　ノクを使用

サービスに回答形式、船は普通の装
置で†分

．二二押州

な し

新型アンテナ設計は50％私i度誤
差を獄少

一
1
層
1
十
－
層

普通の船の袋置で十分

現在4分円誤差が多い

‘

」
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∬　世界の賢波航法の施設と業務について

　　　電波航法は世界性を帯びた施設であり、特に各国間を渡航する船舶にあっては、蓮続的に各国の電波航法施設

　　を使用しつつ・目的港一時せる歯髄持って・・る・従って諸嘱の搬と業務を紐し｛我が国の獄と黙

　　らし合せて今後の方針に資するようにしたいρ

、　　　1。　施設の現状について

　　　　　　（1）　ヨ回顧ッパの電波標識施設の現状

　　　㍗ワ・ッパの海上航行の要処に当嗣ヒ・「…囎岸区域における・三二法施設の肺の現状蛎す地図で

　　ある。附図第1表を参照されたい。これはラジオビーコン局、方向探知局・’コン・ソル局の分布を1953年米国水

　　路部発行の資料に基いて当庁で作成したものである。

　　　　　　（2）　アメリカ合衆国の電波標識施設の現状

　　　．アメリカにおける電波航法施設の現状は、地図の附図第2表附図第3表附図第4表を参照されたい。附図第2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　表は西海岸における電波航法施設、附図第3表は東海岸の現状・附図第4表は五大湖浩岸の施設を示しているQ

　　　なお、過去10年間におけるア・リカ含衆国の電波航法撮の消長について・当庁水路部長から・一ストガー

　　ド長官に問い合はせた回答文より次の表を取り出して此処に紹介する。

・年度

1944

　45

　46

　47

　48

　49

　50

　51

　52

　53

ロラン

　7

21

　10

　1

　0

　0

　4

　6

　4

　5

建設　局

　　ゴーラジオビーコン’

　　24

　　　7

　　10

　　　1

　　　3

　　　5

　　　2

　　　2

　　　2

　　　3

（3）世界のロラン施設の現状

　　　申　止　局

ロラン

1
4
2
4
0
5
3
1
2

ラジオビFコ1／

　　6

　　9

　　10

　　　6

　　　1

3
1
2
1

　　蓮用局数

一一〕ロラン

　10

　30

　36

　35

　31

　31

　30

　33

　36

　39

ラジオビーコン

　　189

　　187

　　　187

　　　182

　　　184

　　　189

　　　188

　　　189

　　　189

　　　191

戦争後期に引き線・て戦後米国の・一ストガードのもとに李和時の航室機・三白の利脆目的として附図第5表

に示すの湘が翻を行っている。これはi954年1月版の米三軍及び海軍によるR・di・F・・i11ty　Ch・・t・

により当庁で作成したものである0

　　2．　電波航法施設の運用について

　　　　（1）　ラジオビー：コン局の運用

　イ　周波数及び変調周波数

　285K：c／sから325K：c／s迄の周波数帯を占右するビーコン局の周波数は局数、地形、受信機の撰択度によりそ

の数が制限される。それに蓮用上は理る出力に対する隣接局の周波数間の差に限度があり、これについて実際蓮

用されている各国の周波数の現状を家に示してみる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　7　一



9

　　　　　　　　　　　周　波　数

　　　　　　日　本　290292295300305・313K・／・、　　　6周波数
　　　　　　米国　286，2883・・一・（2K・／・毎）一・32・322324K・／・2・周灘

　　　　　！英国291・529妬297・5……（3K・／晦）一・312．53155K・／・　10周灘

　・変調周波数については、一般通信と明瞭に分離する為に一定周波数を要するか、或は各局の表示として明示す

　るのに箇別に与へる2つの方法がある。

　　　　　　　　　　　変調周波数

／　　　　　　　　　　・El　　　’本　　　　　700　　　　800　　　　900　　　　1000c／s

　　　　　　米国　1000c／s（但しDクラス・・…・ハの項目参照……は2つの周波数の場合がある。）

　　　　　　英　　国　　　不　明

　　ロ　選信符号及び発射回数

　　送信符号は米国において実験の結果では、簡単な記号のくり返しが測定を行う場合に最も便利であると云うの

　で、これを探用し、英国と日本においては局符号の外に、測定す為為の長線を送っている。

　　発亭亭ついては・米国においては規則正し腿馳行っているが、ラジだ融ソ撫纒錺とし醗。

達したものである為か晴天時は余嘘点を置いていな％擁標識（マーカゼーコののみは蓮続送信してい

る・英国においてはピー・渦と別こ方骨の補正局として、要求に応じて漣続送信する局があり、又三局はピ

　7コ：ソを蓮続送信出来るようになっている。我が国においては・一般ビーコン局は方探局を兼ねているので数多

　く送信す加坊探業務が不能となるので・回数に制限を受ける。これ購舶で方骨が附すれば方探業務を少く

すること醐来るが蹴では不能であろう・発射騰については混信の陥とからんでくるあで漏蜘ミ増加す

　μば局当りの発射回数は減少せざるを得ないようになっている。それで発射回数及び力探業務時商の割当は地域

的に点せねばならない・掴・お・・ては晦的に舗灘の翻噸を第4表の如く卍巴蜥って幡。

　我が国と米国及び英国のビーコン局の送信の内容については、次の表を参照されたい。

　　　　　　　　Er　本

（一・般ビβコン）

　局符　号
　長　　　線

　以上の繰返し

　送信時間

2～3回
　　2回

晴雨にか＼わらず

要求発射を行う

（厘1転ビみコン）

　局符号　　　　3回
　方角符号　　　一2回

　測定符号　　2往復

　送信時間　　　　4回
　晴雨にか＼わらず

　要求発射せず

　8～15秒

　　16秒’

　　　2分
2回（毎時）

（毎時）

　15秒

　10秒

215秒
．240秒

目例）犬　吠　崎

竺（・・一・7一）蝸　罐1
　以上の繰返し　　　「　　　　　　　2分

　　7分から9分迄及び37分から39分迄（毎時）

　晴雨にか＼わらず

　要求発射を行う　　　　　　　　　　　’

（例）剣　　　崎

　TG（一一一．）　3回　15秒
A！・）及びug・一）2往復鵜

　03，18，33，48分から4分間（毎時）

　晴雨にかかわらず

　要求発射せず

8

、
・

米 国

送信符号（局符号を代行）2秒30回1分
休　　　止　　　　　　　　　　　’2分

周　　　期　　　．　　　　　　　　　3分

視界不良時蓮続　晴天時10分間　毎時2回

（例）　ボストン灯船

　　Z（一一・。）　　　　　　　1分
　　休　　止　　　、　　　　　2夢
／

　　周・　期　　　、　　　　　　　　3分

　　、視界不良時蓮続

　　晴天時　　層毎時20分，50分から10分間

英 国

　　　　　　　局符号数回（1～10回）

長
休

線
止

1回

局符号数回（1～10回）

長
休

線
止

1回

日申一続（叉は毎時4回）

叉は晴天時

霧雨時

2～4回

　5～40秒

　8州15秒

0，75～2秒

　5～4秒
　8～15秒
　　端　i数

　　360秒

毎時2分叉は4分から蓮続

〈例）　ナップタワp灯船

　　GAM（一一・・～一一）
　　　　　　　　　　　8回

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
　
一
り

（
　
　
　
　
　
　
　
（

線
、
止
M
線
止
M
止
期

　
　
A
　
　
　
A

長
休
G
長
休
G
休
周毎時2分過ぎから蓮続

9回

5回

　30秒
ユ0．5秒

33．75秒

10．50秒

　．75秒

18．75秒

225．00秒

360．00秒（6分）

　ハ　送信出力及び局間距離

　ビ＿コンの有効距離として枠型察申線を使用する関係上地表波のみが対照となるので、通達旧離は300：Kc／も

前後を使用する限り200浬以上旧びな・・と考へられるので、我が国において米国の75⑱クラスの必甦の有

無を検討する必要がある。次に各国の出力と目的とする有効距離をか＼げておく。

日

米

英

本

国

国

150W

200W

750W

150W

25W

　5W
不　明

　〃

〃

　〃

．40W

（一般ビーコy局）

（回転ビーコン局）

Aクラス

B　　〃

C　〃

D　　〃

A2〃

〃

〃

〃

〃
3A

一・ X一

100裡

50　グ

200〃

100〃

20　グ

10　〃

200〃

100〃

50　〃

20グ・

　8　〃
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292……320322324但しDクラス（出力5Watt）は蓮叙して発射し時間分

’

　　　　（2）方向探知局の運用

　方向探知局の世界各国における蓮用の概況は米国水路部発行によるRadめNavigational　Aids　1952年より

作成した次の表を参照されたい○

　　　　　　　　　　　　　　　各国方向探知局の運用概況

国　名・地　名

アメリカ合衆国

バ　・一　ミ　ユ．　ダ

英領ギヤナ

ズイユアリナム
　（英領、南米）

カナダ　（大李洋）

〃　（大西洋）

St．　Pierre＆

Miguelon　ls

アイスランド

局
数

2

1

1

2

14

1

1

方位測定
周　波　数

375KC

375（500，425）

500，375

375

375

375

，1650AIA2

呼　　出

周波数

500KC

500

500

500

500

500

通　報
周波数

500，485

　KC

500

375

375

425．5

　　ノ

蓮用時間

10．30～0230

0945～0345

0940～0140

常　　時

　　ゾ
5局は航行の
時期のみ蓮用

測
定
料

有

有

有

　備　　　　　　考
＿，ガー面癖、1
ある。

業務は行っていない6
133．3，143，333，1638，6555

8405，11125，12590，17025
KCでも呼出し得る。．

　　　　　　　　　引
　　　　　　　　　　．一i
　　　　　　　　　　　1

内1局はレF一ダ局。　　　i

（呼出16，30KCA3）
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規則的聴守は行わない○

＼
1

！

Svalbard
（スピッツベルゲン）

　

葡陣
・謬溺

（

オ　　ラ　　ソ　　ダ

ド イ ツ

英本土及び
　　アイルランド

・
1

陪ペイン（北海岸）

1ポ　ル　ト　ガ　ル

イ　　タ　　リ　ヤ

ト　リ　エ　ス　テ

エ　　ヂ　　プ　　ト

ア　　ゾ　　レ　　ス

S互erre　I．eone

．デ　　ラ　　ピ　ーヤ

パキ象タソ

インド及び
　　　セイロン’

ビ ノL マ

中 国

朝 鮮

日 本

合 計

1

1

4

3

12

1

4

4

1

1

1

1

1

3

2

．1

2

8

21

94

425，375

410

4io

410（500）

レ410，500

410

410

375

405

410，500

500，410，478

410，　500’

500

500・

500，375，290

375，500

410

500KC

410

500

410，500

500

500

500

500

5CO

500

500

410，500

460

410

410，500

410

410

500

450

、410

425

410

ノ

常　　時

常　　時

常　　時

日出より
日没まで

常　　時

常　　時

0300【】1900

日出より日没
まで視界不良
時は常時

常　　時

有

有

有

有

有

有

有

ナシ

ナシ

レーダー局。

送信装置なし。他局を蓮
じて応答する。

ブロック測定も行う。

要求ビーコンも行うo

1951休止

他局を通じて要求する。

5769，　6666，　7500，　8571，

10000，12000，15000K：C
A1も測定する。

レーダー局

1949休止

（1953．8現在）

本資料はRadio　Navigational　Aid　1952米国水路部発行による。

　皿　我が国の電波航法施設及び業務について．

　我が国の電波航法施設としては現在井波の無指向性ビ・一コソの発射、回転式ピーコソ発射と測位（二方位測

定）業務のみを行っている。昭和29年，12月現在無指向式ピーコy局は22局・回転式ピrコソ局6局両方式

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一11一



のビーコンを発射する局は2局（本年度花咲、サメ角、角島が開局予定）で別表1及び2の通りである。我が国

の電波航法施設の特色としては

　イ、測位業務にも力を注いでいること。

　臥．特別業務として局地気象状況の放送を行っていること。

　ハ、定時ピーコソの外船舶側の要望により随時ビーコン電波を発射していること。

等である0

　　1．　ラジオビ幽コンの施設と業務

　　　　（1）施　　　　　設

　ビーコy局設置に際しては次の事項に特に考慮が払われている。即ち　　　　　　　　　　　　　　　・

　ω電波の特長を著じく阻害しない限り施設要員の節約のためラジオビーコン局は灯台と併置することQ

　㈲　電波を一瞬間たりとも止めないようにするため送信装置は第ヅ第二装置を設備すると共に・機器の設計に

　　は特に気象條件保守蓮用を勘案すること。　　　　　　炉｝　一．

　⑭』発射電力と周波数は混信防止の見地から適当に決定すること。

　⇔　発射電波の時間を正確且つ確実に行うたあ極力自動化すること。

　㈹　測位業務蓮絡用・非常時蓮絡用として、410K：C、500K：Cを常時聴取するための受信設備を有すること。

　㊦一般のビPコγ局においては測位業務を行うことを原則とすること。

等であり、外部電源みないビーコン局の施設をブロック図で示すと第1、第2図の通りである。

ナ1図　ビーコン局

三二蜥僑
【00＞　2合

、予登庸瀟

8V　2台

楯
置

旧10GV阻
鱈8v2組

灯

頼
謬
耀

圏

　
　
且

タ
イ
マ
ー
瀟

可

型

翻oov　3組

i圧8v3組

無
二
四

壁

＼／

送

　　此等の機器の動作を簡単に説明せば、親時

　　計は精度の高い（現在使罵のものは24時間

車　　　の偏差±1秒程度、30年度よ・り24時間の

　　偏差土0．2秒以内のものを採用の予定）標

　　　準時計で毎分パルスをタイマーに送りタイ

　　　マーはそのパルスによって送信装置を自動

　　的に始動及び停止させるものである○

　　　　定時ビPコソ発射1分前になると電動発

　　　電機を始動させると同時に送信機のフィラ

　　　メントを点火し、定時になると送信機に高

　　圧が印加されると共に標識符号を出す符号

盤が回転し規定の電波が発射される。

　一・定時聞の電波発射がすむと、送信機の

高圧を切断し送三三が正規の位置に来ると

停止し同時にフィラメントを切る。此め動

作を繰り返し行はせるゐがタイマPであ

る。なお、タイマPの故障時と艦舶からの

電波発射要求により機器を操作するため別

に操作盤により送信機の自動、手動、周波

数及びそめ他め切替を簡単に行い得る。送

井2図廻転江ビーコン騒 ’　灘

　マ　電備10DV　2台、　予備　τ縣8V　　2合

格　－

u
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僧機は今2150Wの申波送信機で4波長切替装置を有し25米の鉄塔に展張された約30米のT型アンテナ

に、最近建設の局は60米の垂直アンテナ等に給電している。

　回転式ビーコン局の場合は送信機出力をゴニオメ・一タPに入れ移相関係を正確に保って、直交枠型アンテナに

導き8字特性の電波を出すと共に・このゴニオメPターを2往復5分程度の速さで回転している。枠型アンテナ

は5本の木柱（綿25rn）に展張され線材料としてぷリエチレソ電線を用い・潮風による絶縁低下を防止すると共

に強風によるアンテナ線の擾動を防ぐように工作されている。

　電源としては大容量の据置蓄電池を罵いその充電のため20馬力程度の自家発電施設を設備している。外部電

源の利用墨来る局は通掌これを利用し停電旧聞として自家発電施設を持っている。

　　　　（2）業　　　　　務

　ビーコン局の業務内容1別表3）を概説すれば次の通りである。

　α）無指向性ビーコyは30分間に1回2分聞発射し28分間休止

　㈲　回転ビーゴソは15分閲に1回4分間発射し11分聞休止

　　　但し・休止期聞中といえども無指向性ビーコンは船舶よりの要求により発射しているが回転ビーコンは要求

　　i発射に応じない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　㊨　利用者が艦舶である関係上理解時間には電波を発射しない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　⇔　荒天、晴天時における発射回数の区別は行っていない。

　㈹　28年度以降工事の局は無指向性ビーコyと共に回転ビーコ：ソを発射出来るようにし溌射時問も無指向性

　　ビーコン2分回転式ピーコソ4分を毎時4図発射するようにした。

　　2．方向探知用施設と業務

　　　　（、）施　　　　　設

　方向探知機は特に陸上用に設計したものであって約406米の鑛：電距離を以て、与0μv／mの電界強度に於て士

10 D以内の消音申で測定する事が出来・4米角のア：ソテナを使用すれば約2kmの鎭電距離を有せしめることが

鋤来る。その性能は大要下記の通りである。

α）受信周波数範囲

㈲　測　定　精　度

1の消　音　中
⇔　測定可能電界強度

㈹　；巽　　択　　度

㊦　影　　豫　．比

（ト）　スプリヤスレスポソス

　（2）　業　　　　　・務

285KC～535Kc／s

3mv／㎡の電界強度で。．2。

50μv如電界強度で土1。

5拶v加

±5KC　60db　以上

50db以上』

50db以上

：方向探知業i務を概説せばi家の通りである○

④層別取扱件数（第i図参照）

　・取扱件数は方向探知局の位置附近の気象條件、通航船舶の質と量とによって著しく差異があるが、新設局

　も次第に一般に周知されてきたため前年同期に比して約3倍になった局もある。』

（司　月別取扱件数（第2図参照）

　　年聞を通じてみると6，7，8，月が最も多くなっているがこれば大体においてガス発生期間と一致してい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一13一



　る。

㈲　時間別取：扱件数（第2図参照）

　　！取扱件数を時間別に見ると、夜明け前後を最高とし他の時間は殆ど一定している。

⇔　方向探知業務の重要性と利用度、　＿　　♂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　陸上における方向探知局において擁舶の方位を測定するζとは技術的に困難な点もある現状であるが、利

　験する船舶は相当数にのぼっていることと、下記の理由によってこ卜しばらくは継続しなければならない。’

　　a）与論調査の結果より見れば方向探知局に方位測定を依頼する艦舶は調査対象船の約50％に達し・その

　　結果を信頼しているものは約60％である。・

　　b）我が国の野薄のうち方向探知機を装備しているものは商船においては約60％・漁艦においては約35％

　　であるO

　　b）全艦舶に方向探知機、更に進んでレーダー等を設備することは極めて困難である。

　㈱　測定精度の改善

　　方向探知業務完遂のため、無線方位信号所においては、方尚探知機の性能改善と保全に留意すると共に灯

　台補給艦、巡視曲は勿論一般通航船舶の協力を得て常に誤差修畢に努めているが、地形その飽の影響で誤差

　　を完全に除くことは張出であるのみならず有効範囲もせばめられている。∵　　　　　　　　　　　　　　　枇

　　昭和27年度全取扱件数のうち約3％に及ぶ測定不能の原因を調査すると有効範囲外からの測定依頼が多

　　かった。∴　．

　　4．気象放送用施設原び業務

　この業務は無線方位信号所の特別業務で13局（別表1参照）で実施しており局地気象状況を昭和28年まで

は随時、29年より（年表1参照）定時に放送し附近航行回船に便宜を与えている。放送用施設はビーコン用及び

蓮三聖施設を共用している。第4図に昭和27年②月別三栖件数を示す。

IV　対面舶用電波航法施設に関する答申

　　　　　　　　　　　　　　答申全文は次の通り，

　　　　　　　　　　対置舶用電波航法施設の整備に関する基準

最近における電波航法の著しい発達に伴い航洋船の大部分は、レーダー、ロラン、方向探知機等を整備してい

るが、小型船舶におけるこれらの機器の装備は未だ十分類あるとはいえない。

　また、電波航法は、船舶に装備する機器とこれに対応する陸上の施設との両者を整備することによって、はじ

めてその完きを期し得るものであ為が、陸上の施設は、未だ十分整備されておらず、今後ゐ施策に侯つところが

少くない○

　：本研究会は、以上の実情を老慮して輝輝舶用の電波航法施設について全面的に検討中であるが、これらの総て

を解決するためには、国家予算、地理的特性、船舶の利用度、施設のもつ国際性質の見地から慎重に検討する必．

要があるので、とりあえず、施設の現況を基礎として、その方式及び種別に関する事項並びに業務の改善に関す「

る事項について答申する0

　1．対般舶用電波航法施設の方式及び種別に関する事項．

　　　　（1）　遠距離用施設に関する事項

　　　陸岸から200浬以上離れて航行する船艦を主たる対象としてロラン網を整備すること。特に北太亭洋用の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一14一

　　　　ロラy局は速やかにこれを設置すること。

　　　　　　（2）　中距離用施設に関する事項

　　　　　陸岸から．20浬乃至200浬の聞を航行する船舶を主た．る対象として現在の申波標識局及び中波方向旧知局

　　　　を整備強化するこど。

　　　　　　（3）　近距離用施設に関する事項

　　　ω　陸岸から50浬までの間を航行する船舶を主たる対象として、主として現在の中波圃転標識局を整備強化

　　　　すること6

　　　㈲　海峡、水道、港湾等にば小形中波標識局（対小形船舶用）超短波標識局又はマイクロウエイブ標識局（対

　　　　大形船舶用）を設置するとともに、必要に応じてこれらの局にレーダー局を併置すること。

　　　の　髄用レーダーを対象とするリフレクターを速やかに設置すること6　　　　　　　　一

　　　　　　（4）今後の調査研究を必要とする事項

　　　α）還距離用及び中距離用施設としてのコンソル局、デッカ局部について調査研究すること6

　　　⑫　近距離用施設としての超短波標識局及びマイク旨ウエイブ標識局（誘導用及び障害物表示用）並びにレー

　　　　ダービーコソ局及びハーバーレーダー局等について調査研究することor

　　　の．方向探知局の性能改善について調査研究すること。

　　　2．』対般舶用電波航法施設の業務改善に関する事項

　　　　　　（i）　寧波標識届の業務改善に関する事項

　　　㈲標識電波の発射及び方向探知の業務を同時に蓮営できるようにすること。

　　　㈲　全国の標識局を約3局で構成するブロックに分割し、船舶は常に一ブロックの⊥局を受信できるように運

　　　　回すること。また、このため、現在使用中の周波数の調整をはかること。

　　　　　　（2）方向探知局の業務改善に関する事項’

　　　αγ随時贈位を測定できるように業務を蓮聾すること。

　　　㈲　危険海域において！よ・レーダーを併用するとともに・船舶に対して・・その位置及び他船の動勢等を通報し

　　　　てやること。

》嫉　（3）今働融確そ頓とす藤項

　　　ω　申波標識業務に使用する周波数帯について、その使用方法を調査研究すること。

　　　㈲．気象状況、昼夜間の別意のため必要とされる各業務の運用方法等について調査研究すること。
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　1V　潮流信号用施設及び業務

　　　　　　　來島海峡における無線潮流信号について
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始した。なお海峡航路の重要性にかんがみ視界外及び特に気象状況の不良な場合を考慮して大浜的り常時下記

の要領に，より潮流信号の無線放送を行い予め船舶に周知せしめる業務の調査を実施中である。

（2）業務及び施設

　イ）サービス海域及び出力

　　　購傘のサービ梅域は大浜より20浬の瞬まで充肘る様に室中線入力10W糸勺40mのL盤中

　　線を使用している。（別図参照）

　ロ）蓮用時’間

　　　蓮用時間は24時間蓮続業務であるo

　ハ）潮　流　信　号

　　　別表の信号夕中渡島及び大浜で表示及び放送をする○

・二）潮流状況の測定及び蓮絡

　　　中渡島に於て実於し、43．49MCFM，10Wの無線電話装置により大浜に蓮絡するo

　ホ）電　　　　　’源

　　　D．C：叉はA．　C　100V

　へ）放送周波数　　　　．　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　・
　　　無線潮流信号用周波数1666KCA2「

（3），世論調査の現況

　現在本庁に集つた世論調査表の分析結果によれば極めで好評であつて、充分所期の目的を達したもの：と砦えら

れるoなお視界不良の場合の無線信号の追加の要望が非常に多いので、これを追加する予定である。
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別表　潮流信号解説表

　昼
妺U夜

唇
　
　
　
間
一 夜　　　　　　　間　　　　倍　号　区　ガ

第
一
種

明
暗
白
光

ヂ［一　　50　　　　　　io　　seo　　　　　3ec噸一Perlod　lmln一圃酔

南流初期

@又13未期

第
二
種

紋

日月

叝藻

光
�

qrlod2

OseG�

流中央期

　
　
流
　
　
信
　
　
号
�

三
種
�

�
白
互
光
�

　50　　　　　10　Sec　　　　sec噌一Perlod　lmIn一』�

流初期　

狽ﾍ末期

四
種
�

白
互
光
�

� 流中央期・� erlod噛

Q0sec�

心
秀
寒
、
�

�
動　』紅

�

浜
無
線
潮
流
信
号

騰
第一種

二種

三二

四種

五種

六種

七種

八種

九種

二信号区分搬
N

N

LN

S

S

S

LS

N

流の初期

　中央期

’末

D期

流『》南流　転流場

流の初期

　申央期

　末　期

流→北流　転三時

分
三
〇
一

符号NT

事　来島海峡中水道における申渡島西側の潮流時期を示す。

　　南流とは安芸灘の方から燧灘の方に流れる潮流。

　　北流とは燧灘の方から安芸灘の方に流れる潮流。

　　　　　　　　　　　　－23一
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3cm帯一般航海用レーダーの最低技術基準について

運輸技術研究所木 村 小

　1．制定までの経過

　ll‘波航法研究会では研究会が海上保安庁において行われていた当時より航海用レーダーの規格についての研究

4’進めて来た○そして米国及び英国における商船用レーダーの規格の紹介、及び商艦、漁船、海上保安庁などの

昏方面よりの要望事項については既に「電波航法研究報告」第2輯、第3輯に報告されている。研究会が蓮輸大

直の諮問機関として再発足するに当って機器部会の研究テーマQ一・つとして「ソーダーの最低按術基準」が取上

げられ昭和28年度申に一応の結論を出すことになったので幹事側より前記米英両国の規格及び各方面の要望事ハ

頂を整理した第1表及びこの表にもとづいて作製された一・応の原案を部会に提出したが委員間に異論が多かった

ので、平めて基本方針より討議することになり、その結果

　1．さし当って波長3cmの一般航海用レーダーのみの規格とする0

　2．現在製造叉は輸入されている大型、小型の両者をすべて包含するものとする0

　3．小型の漁贈爵の特殊レーダーが現在要望されているのでその規格も別に審議する。

ことになり、水晶会委員の手で新しく原案が作られ、この案をもととして機器部会で数回にわたり討議、決定さ

れた案を蓮用部会との合同部会及び本委員会にかけて決定し、昭和29年3月22日別項のように運輸大臣に答

申された。

　　　1．米国及び英国の規格、各方面の要望一覧　（昭和28．9．17）　　　No．1

規　定　項　目 虚誕§ぎδ暇薙Mσ丁灘鵬聾主協趨

1

i1・1

1．2

1．3

1．4

使　用　目

撃

灘ll讐斧

漁階用の
要　　　望

海上保安
庁の要望

般

事

項

最大探知距離

　素八に操作可能

　3　crn　帯　（9320～9430長

　MC）他に10crn帯

　最大30浬

1．5最小探知距離

1．6方位分解能

1．7距離分解能

100ヤFド
2。

100ヤード

i

　　　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　朧CGに）

　　　　　　　　　　…
3cnユ　帯　（9320～9500

MC）　　　　　　　I
　　　　　　　　　　l
海岸線（高さ601n）20三三：大30～40浬1
　〃　　（　〃　　6m）　7〃　　　　　　　40浬1

貨物艦（5000t）　　　7〃

釣　船‘（長iさ10m）3〃

窺＿標2グ』ml
　　　　　　　　　　
等距離で3。へだてた22。　　　　3。

欝滴れた）P
同方位100ヤード離れ95m　　　　50m
た2物標を翻　1

－27一

　　　　　　…

…！港内〕

最大20浬　1
　　　　　　1

　　　　　　1



2

指

示

器

2．1

2．2

2．3

2．4

2．5

2．6

2．7

2．8

i2・9

2．10

　　　　　　　　　　　　　　　［　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

指　示　方　式IPPI　　　　　　PPI

CRTの径17吋以上　　　　　　15吋以上
　　　　　　1　　　　　　1
　　　　　　［　　・　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

掃引の直線性最初、．最後の10％の偏最大有効距離の5％以
　　　　　　差土5％その申間±2％内

距　難　範　囲：2～5，4～15，15～30浬1～11／2，3～5，8～10，

　　　　　　　　　　　　　　　i25～30の4種以上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　

　　　　　　1　　　　　　一
固定距離目盛．要　　　　　　　　　：任意

　　　　　　1　　　　　…
　　　　　　1　　　　　　1
固定距離目盛の’　　　　　　　　・・
確度　、　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　i
可変距離目盛500ヤF・ド～30浬　　　，任意、300ヤード以上

可変距離目盛のi±＝2％叉は土50ヤFド最：大測定距離の±、5％

露㌦方向線1二櫛　騒下
　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　旨±1。艦首方向線の確
度

2．11心心点拡大

2．12真方位指示　　　　　　　　　要

2．13方位カーソル

2．14方位目盛叛

2．15方位の確度

要

要（照明付）

■

任意

要

3

ta、偏

3．2

波

水亭ビーム幅電力半減点で最大20
　　　　　　1

跡偏波

±：10　　－　3db，

±2．5。一20db

PPI
小型はレンズ
で12吋以上に
拡大

要スケF一ルは
任意

要（直読目盛）

士2％以上叉
は土45m

要

映像面の端で
最：大10

ア

テ

ナ

3．3垂直ビーム幅

3．4ナイドロブ
3．5回　　転　　数

3．6部分走査

3．7　取

3．8　重

PPI
7吋

　　　　　1
1，3，8，20浬11，亀10，

　　　　　120浬、

　　　　　陣

蒲エ撮鮎鼎銀以饗しても1嚢1吻内傾
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1ない三二保持式、叉は
電力半減点で15。

少くとも25db低いこ
と

6～15回／分15回以上
のときは送信出力等を
増加

アンテナ逆点スイッチ
をつけることは任意

　海軍型フランジ付

量

3．9風圧の影響

3．10導　　波　　管

3．11取付位置

綜合減嚢片道3db以下

全水面に見透し

＜土100－20db，
〉土10。一26db

20回以上

風速60ノットで
20回／分以上

なるべく早く

もうれつな風
圧で定速回転

軽量

風速70ノット
で定速回転

要

12吋1．5。

7吋2Q、
以内

一28一

小型軽量

同左

4

送

信

機

5、

受

信

機

6

電

源

4．1送信出力（尖頭「最小15KW
　　値）

4．2パルス幅

4．3パルス繰i返

4．4　トリガー出力

4．5　送　　信　　管

4．6　変　　調　　管

最大0．5μs’

最小800PPS

高インピーダンスにて
十10～50V

マグネトロソ

H2入り硬文は軟サイ
ラトロン叉は同等のも
の

5．1　受信周波帯域幅パルス巾に対し最適に

5．2総合利得巖低120db

5．3映豫　出　ガ

5’4 i熱麗乱雑音電圧に対する）

5．5

2．5±0．5V（75Ωで）

最大15db

総合雑音出力．

AFC　　　　　　要

5．6　FTC

5．7　STC

三

六

6．1消　費　電力

6．2　電　圧　変　動

6．3使用間時計

直流電源で電圧変動多
いときは補助電源を要
すoA．C．115V±10V
60～±24

任意

6．4　ヒューズ過負荷　　　　　　　　　要
　　　リレ・一

7

取

扱

7．1調　整　個 所電源SW．カソール、
　利得、輝度、距離目盛、

　距離範囲、STC及び
　FTC方位盤照明

7．2安　全装置

7．3取扱説明書
7．4

7．5

テストメータP

エコーボックス

7．6　保　妥　装　寸

話懸よ葛薗郵灘
防止

｝　作動が完全である指
　示器

7．7故障警報装置　　　　　　　　　要

5KW以下

±10％

要

要

極力少く

　　　　　　　　　要動作の良否の判定出来
　　　　　　　　　騒ること

要（高圧の危険防止）

要

最大7～8KW
で可

＜10浬『0．2μs

＞10浬0．5μs

1000～1500
　　　PPS

最小

　7KW
最大15’》

　30KW
近距離
　0．2μs
蓬距離
　1　μs
1000，

2000の
　　2段

D．C．1．5　KW

A．C．2KVA
以内

D．C．士10％
A．C．±　5％
以内

一29一

π『ﾄ

完備したもの

要

同左

相当広い
範囲

完備した
もの

要

要　（特
にアンテ
ナに）
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他の機器へ及び他の機
器よりの妨害なきよう
充分シールド

指示器から20リミ離れき
こえないこと

消耗品の寿命1000時間
以上

！必要に応じ

湿
水1必要に応じ

　
1

蝕
1懲

　　　ステア　スタソ
　　　リソグダード、
アシテナ79ミ　，6沢
送受信器6グ　　5〃
指示器4グ　4〃
伺　　　　左

出来るだけ小　　　　｛

規格繍規格品はひ1規臨スペ

かえ目に設計して使引アーをつける
　　　　　　　　　1外国品と交換
　　　　　　　　　性。～1a　5。／、．』α16mm

三：杁8分以キ　　1

毎秒1回2．5mm自然
落下500回

一150C　　12時論

　　　　　　　　　　
＋5駅C樋続2
→一400C　　95c／s　12時・間［

詳細規定　一
詳細規定・　　1

諦縦　　　1

送受信機1m 各機器

　　1m

無いこと

無いこξ

三無
上
上

掛
船一

機
同

　　2．最低技術基準　（含答申前文）

　　この答申は全文家の通り0

　　　　3cm帯一般航海用レ国蟹臨の最低技術基準

　最近の電波航法の発達に伴い、わが国においても、レーダーを装備する船舶の数は漸次増加し、昭和28年8’

月三日現在において約500隻に達している。

　然し乍ら、わが国のレーダーに関する論究は、絡戦後の室白を経て最近漸く緒についたばかりであるため、こ

れらの船舶に装備するレーダーのほζんど大部分は輸入品であり、国産品は極めて少い現状である○

　木研究会は、以上の実情を考慮するとともに・1948年の国際海上人命安全会議における舶用レFダーの普及．

溌達に関する酷に鑑み・鵬者及び三者の参考に資するため・最低峨術上の一興ついて検討申である

が、さしあたり3cm帯一般航海用レーダPの最低技術基華に関し次の通り答申する。

　　　3cm帯一般航海用レーダ順の最低技術基撃．

　工　適　用　範　囲

・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　一30一

　　　この最低技術基準は船舶に搭載される3cm帯の一般航海用のレーダーに適用される。

　2．運　　　　、用

　　調整及参操作は容易であること0

　3．周．波　　数

　　9，32g～9，500］MCであること。　　　　　　　　　　　　　　　　’

　4．最大探知距離

　　　アンテナが海面から13mの高さにとりつけられるとき

　　　　　　高さ70mの即しゆんな陸岸が　　　　　　　20浬で

　　・　　　高さ7卑の陸岸が　　　　　　　　　　　．7浬で　　　　　　　　　　’●

　　　　　　総：屯数5，000屯の貨物船が　　　　　　　　　　7浬で

　　　　　　総噸数5屯の漁雛が　　　　　　　　　　　2浬で

　　　　　　：LI浮標が　　　　　　　　　　　　　　　2浬で

　　見えること

5．最小探知距離

　　最良調整の状態でLIl孚標が90m以下で見えること0

6。　固定距離目盛の確度　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　使用距離範囲の駄瞬の±5％以下であること。

7．距離分解能
　　最小距離範囲で最良調整の状態で同方位にある100m離れた2物標をi識別できること。

8．方位の確度

　　映豫面の端で最大3。以下であること0

9。方位分解能

　　瓢離の状態で等瞬にある2物標の間隙警む鰭か鋤上であるとき・こ鷲識別できること・

10．側面ロニブ

　　一20db以下であること0

11．垂直ビ門ム幅
　　電力半減点で15・ガ至25・であること。

12。　アンテナ回転数

　　毎分7回転以上であること0

13．　アンテナ回転に対する風速の影響

　　風速30rn／Secで実用上支障のないこと。

、玖船首方向線の確度　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　±1。以下であうこと0

15．指　示方顧式

　　PPIとすること0

16．ckTの径
　　120mm（5吋）以上であること。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－31一



17．指示器の距離範囲　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

　　　最大は20．浬以上、最小は2浬以下であること。

ユ8。∫掃引の直線性

　　　直線からの偏差は使用距離範囲の最大距離の土5％以下であること。

．19．消費電力
　　　DC　215KW（MG蛤む）叉はAC2KVA以内であること。（面アンテナ驕熱緻び附殿蹴

　　除く。）

’20．電源の許容変動範囲

　　　DCでは電駿動±5％、　ACで側圧変動±5％融数変動土2・／rであること・　。

，’ Qi．　　操　　作　　箇　　所

　一鶴罪する断臆源スイッチ・利得・麟範囲切拠方位かソ・・その池則’限とする酵・

22．磁気酌干渉
　　　指示器から2m以上、その他の機器から4m以上離れた磁気コンパスに影響タ与えないこと0

23．電気的干渉
　　　他の電気機器からの干渉及び他の電気機器への干渉がないよう十分な措置を講ずること。

－24．家のものは必ず設けること。

　　‘方位目盛板、船首方向線、距離目盛

ゴ25。その他
　　　取付位置における温度・湿度、振動等の外囲條件に耐えるものであること。

　3．最低技術基準の解説

こみ3。m帯搬航海用匪ダrの最低技術基準は知よう妨針にもとづいて作られ軸のである・

（・）国際灘倫麩條約（・948年）鵬4酷申で醒され回る朧を瀧する、とともに三三ど嘱

規程をも充分考慮する。

②航海用匪ダーとして割当らてれいる周回弓長にして3・硝・5・m帯・10・m帯の3種類があり・そ

れぞれのレ収一の騰旨は一騎短があるので・こ・ではこ醐題にはふれずとりあえず現鹸潮通に使用

されている3cm波帯のレーダーのみの規格とする。

（3）藁の鵬肺一ダーには所諏型小型の魚類があるが・こ・では一般鮪用としてこの酵捻め

た規格とする。

㈲現在までに轍されまた盤された航海用匪ダーはr二の麟なものを除き・すべ砲含出来る醗と

する。

（5）規格振は制目のうち相互関係1・よって鮮には三三いものは避け・飴的な號で規定すること

にした。

三文は以上の趣旨鰹って書かれて・・る・刻・二三の囎について・審議の過程醐題になった三主として

簡単に解説する。

　（1）逼用範囲　上記の通り3crn帯で一般航海用（現在の大型、小型を含む）（pレ・一ダーのみに適用する。

・最低技術基準というのは少くともこれだけの性能を持つべきだということで実際のレPダPは、項目によっては

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一32一

これ以上の性能をもつているわけである。

　（2）　運用　調整というものば半固定の調整慨所をも含めること＼し、操作とは常時調整する個所を動かすご『

とを意昧する。

　（3）周波数　この周波数範囲は條約によって3c阻帯の航海用レーダーに割当られた全範囲である。

　（4）最大探知距離　この項は審議のさい色々と問題になったのであるが、各距離において色々な物標につU・’

て探知能力の有無をしらべることが最ものぞましいし、また使用者としての目安を与えることにもなるみで色々5

な物標が併記してある。しかし実際にはこの全物標に対し試験を行うことは困難の場合が多いから、そのときに

出来るだけのものを行えば大体他も満足出来るごとく距離と物標を選んであるQ

　（5）最小探知距離　この試験は勿論最小距離範囲で行うべきである。爾：LI浮標というのは海上保安庁で現’

に使用している灯浮標で水面上の高さ3．45m十乾舷（0．5～0．εm）、浮体の直径2．6mのものである。

　（7）距離分解能・（9）方位分解輩　この物標はなるべく小さいものであることが必要。

　（12）　アンテナ回転数　米英両国製のレーダーをすべて包含する如き規格であるため、広範囲のものとなって一

いる。

　（13）　アンテナ回転数に対する風速の影響　この風速は艦の進行による風遽を加えた合成風速である。』

　（19）消費電力消費電力は附属回路が増加するに従って増大する傾向にあり、これを一定値に制限することば

技術の進歩を阻害することになるので、附属装置及びアンテナ用電熱器の分は除外してあるg

　（22）磁気野手渉　米英両国の規格よりも厳格なものとなっているが、これは漁船方面よりの要望があり、現！

存の機器の二三についで実験した結果決められたものである。

　（25）その他　温度、湿度、振動等は機器にとって重要なものであるが、取響けられる船舶によって種々條件

『も異なり一義的に定めることは困難であり、標準的な試験状態についても早急には決められないので引続き予定’

されている試験法の審議にゆつること＼した。

一33一



3cm帯一般航海用レーダーの最：低技術

基準試験説明書　（案）

水　洋　会 落 合 徳 臣

　　1　緒　　　醤

融航闘究会より1954年3月に「3・硝一般航海用レー爵の麗技術鉾」1・関する答申が運轍臣’

に対して慮れた。この榊され撮嚴術基鋤中には匪外の三朔わす数値が掬込まれているが・

試験方法によ奴術語の解欝によ轍字的1・旧刊罷雄ずること鰭へられるので3・m帯鋼航翻レ

ー群の最低技術基準に対し試験法を一定しておくことが望ましい・現在3・阻帯一般航海用捷ダーに対して

は塩汁産の場合でも潮入品の場合でも各会社は製品の種類によ四物あっても個々の捷ダーに対して厳

密な試験基準が確立されており、これに基いて試験が行われている・国内生産の場合を例にとると素材検査・部

品髄、賊灘蝋密に行い・膿装備した場合に腰に難髄桁う調最初磯台か輝輝鱒の醐

をもつて装備状況に松て実冒標による性能試験を行い、これで所期の性能を発揮することを確めれば、その後の

製贔はその組成の各性能がその実験器赫のものと同等以上であることを誉めて・工場より出荷するようにしてい

る。

　ここに記述しようとする試験法は、各回邉会社で行う試験全般に対するものではなく3cm帯一般航海用レF

ダ畷鰍櫨二二にある囎三三を一定にしておく方が望ましいと考へられる顯に限られている・額

の型式のものに就いて普遍的に試験法を決めることは中々困難であるので、以下に示す最低技術基準の試験方法

は適当と思われる一例を示すものであって、試験を行う場合にこれに従うことは原則的に望ましいが、必ずしも

この方法によって託れる必要はなく・技術上これと全く等価二一鐸られると半琶定される方灘もつて輿

論へることは何等差支へないものである。

一案は現二二二三会に於て審議中のものであり冷門下腰する軸あるので若干の修耐あるも

のと考へられる。

　　簸　試　　験　　濫

　「3cm帯＿般航海用レ＿ダーの最低技術基準」に記載してある性能を検する場合には完成品に就いて次の要

領により試験を行うものとする。

　（D周波数測定　　　　　　　　　　『　　．
第、図に示すように方離結晶を介して二三蝦続し送三三を測定する・イ旦し融計の翻ま、轟。

以下とする。

　（2）　最大探矢口距離試験

期標に依る試騨騰な場合が多…凝信の綜合能力鹸定する場合に1よ幻一ボ・クスに依る試験に置

換する方灘撚ものとする。第2図（A）1・示すようにアンテナの主醐妨向ヘアソテナから2mの瞬に例，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一34一
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　へばTS－62／AP丁丁はこれと同等以上のエコーポッ．クスのピックアップアンテナをおいた時のリングタイム

　か送ら受信の綜合性能を判定する。但しSTC回路を使用する器材にあっては状況に依りその回路の作動を除去

　して測定するものとする。

聴診叉附近地物の反射妨害がある地域で試験する場合には第2図（B）に示すようにアンテナより電波を輻射せぬ
攣・　，．

　よう，に導波管の終端に無反射端を設け方向性結合器にエコーボックスを接続しリングタイムの値より判定すう。

　　（3）　最小探知距離試験

　　　㈲　L1浮標に依る試験が困難な場合には：L1浮標と等価な有効反射面積を有するコーナレフレクタを使用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　llし試験を行うものとする。この際PPIス

　　　　　　送酬，RB．、　落盤　　鴫稀じコープ上で。サレフレクタの詫が判る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　距離を測定して判定する。
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㈲　目標に依る試験困難な場合には第3図に

　示すように導波管の終端に無反射端を設

豊け、方向結合器を介して信号発振器例へば

　TS－147叉はこれと同等以上のものを接

　下し、主導波管に約一25dbmの信号入力

　を入れるようにし、其の位相を動かし主パ

　ルスと判別串来る距離を求める。筒TS－

　147の信号を主パルスの近く迄移動させる

　ために特にパルスi発i振器を設けて遅延パル

　スにより送信機を作動させるようにする。

　又近距離を精密に測定するためにシンク冒

　ズコープAN／USM7－24，（：叉はTS－

　2臼9／UP）叉はこれと同等以上のものを使



』

　用する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　（4）　固定距離目盛の確度試験

　Range　Calibrator　TS－102AIAP叉はこれと同等以上の性能を有するものを使用して正確な距離目盛をPP

馳1スコープ上に現わし、これと固定距離目盛とを比較して確度試験を行うものとする。

　（5）・距離分解能試験

　有効反射面積約1000底方沢のコーナレフレクタを同方位に約100m離して設置し・こみ2肋標の識別の可否

・を識する・但」瞬スケールは2mi1・以枇する・鮒・適当働標がある場合にはこれ韻標として利用

するものとする。

　、（6）　方位の確度試験

　小目標をレーダーアンテナの周囲に廻わしてレーダー豫の現われた方位とぺ冒ラスで測定した方位との差を求』

める6

．．

A実目標による測定困難な場合にはアンテナを面々に手で回転し、その回転角度とこれに応ずる指示器スコープ

㍉上ρ掃引線の角度とを比較する。或いはアンテナを蓮転状態にしておき・アンテナセルシγの固定子を三々に回

転しその回転角度とこれに応ずる指示器スコープ上の艦首線Heading　markerの移動丁度どを比較する。

　（7）方位分解能、側面ロープの強度、主ビーム幅の測定　　　　　　　　　　　・　．　’

　第4図に示すように被測定アンテナを受信アyテナとして、別の送信アンテナよりの電波を受けシyクロスコ

シン　　ス

コ　　　9

1　　　！

第4図　アンテナパターンの測定要領

一プのスコープ上にパルスを描かせ

る。．受信アンテナの角度を蓮続的に

変化すると共に訂変減衰器を調整し

て常にパルス振幅をマ定になるよう

にする。其の時のアンテナ角度と可

変減衰器の値とがらアyテナパター御

ソを描く。これより主ビーム幅及び

側面冒一ブの強度を求める。方位分

解能は主ビFム幅の測定値より判定

する。

　爾この測定の際送信アンテナの最小間隔は次式に依るものとする0

　　　　　　　　　2D2但し　R；距離　　　　　　　R三
　　　　　　　　　　λ　　　　　　　　　D；アンテナの開口寸法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　λ；濠　　長

　（8）　アンテナ回転数

「ユ分聞の回転数を数へる。　　　　　　　　．

　て9）掃引の直線性

　〕Mark6r　Calibrator叉はMarker　Calibratorで較正した可変マーカーを使用し直線性を測定するものとす

一う・∫

　（｛0）　アンチ・ナ回転に対する風速の影響

｝風洞試験により圓転数の変動、婚動トルク等を測定すると共に強度に対する試験も行う。風洞実験の困離な大

型アyデナに就いては小型模型により風洞実験を行い計算により判定する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－36一

　（1D消費電力測定

　レーダ「を標準状態で蓮転した場合の入力電庄、入力電流、入力電力、力牽等を測定する。

　（12）　電源の許容変郵範囲試験

三三が直流である場合には．レーダーを標華状態に於て運転してその入力電圧を土5％変化した場合に異状の有

無を検する。

電源が交流であ脇合に鯛灘襯定とし旧離のみを±5％琴化させ腸禽又更礪灘を土：2・！s－

変化させた場合に就き異状の有無を検する。

　（13）　磁気的干渉試験

磁気・ンパスか槻定唖離離て被試験器を置いて・’この襯灘を・γパスを中やとして騰させると

共に電気回路を断続して磁気コンパスに対する影響を検する。筒被試験器を置く位置は磁気コンパ、スに対し東西

南北の4位置とする。

　（14）　電気的畢捗試験

　総合利得110db以上、受信周波数範囲590KC～25MCの受信機を使用し・長さ1mの垂直室中線を接続し

て全周波数範囲に亘り受信した場合にレーダ1一運転による雑音増加が認め得るか否かを検する。但し受信機アン

テナはレーダー装置、ケーブル等より2m以上隔離するものとする。

脛　測 定　　器

この試鹸法で使用妾る主要測定器の諸元を参考のため挙げると次の通りである。

（1）　Echo　80x，　TS－62／AP

　（a）主要用途。送受信機の綜合性能の点検、送信機の最大出力の調整用、ダブルモーデソグの検出、周波層

　　　数測定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　隔

　（b）構成。共振室洞、検波器、検流計、ピヅクアツプダイポール・同軸ケドブル。

　（c）　電気的特性

　　周波数範囲09200～9530M〔C

　　確度。周波数　土5MC（室温）

　　　　　相対電力土2db

　　Qo　50，000～80，000

　　減蓑0　3dbノμs

　　イン’ピFダンス050Ω

　（d）接続方法

　　方向性結合器に接続する方法。

　　‘ピックアップアンテナに依る方法

（2）　］Range　Calibrator，　TS－102AIAP

　（a）　主要用途0距離マーカーρ較正

　てb）原理。500礪の距離マρカーに相当する周波数327・8K：Cで水晶発振器が発振する。この発振器ρ

　　正弦波出力を整形し正確な間隔を持つた三叉は負の較正胴マFカPパルス群を得る。これをレPダー指示

　　器に加へる。又レーダーに同時にトリガPパルスを供給することも出来る。，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一37一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！



（c）電気的特性。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　℃

　周波数範囲。、ヅィデオ

　　トリガPパルス。基底の巾0．8μs、30～50V、二叉は負

　　パルス繰返し0400、800、1600、20006／so

　　マーカバノLス。基底の幅0．4μs、間隔500礪、0～30V可変

　確度。マーカ間隔士0．1％oトリガーパルスに対するマ月力の安定度土0．02μs

　　電源0105～120v、　AC50一】1200c／so．6A

（3二）　F－M　Test　Set，　TlS－147／UP

　（a）主要用途。レFダF送信電力の測定（サPミスタブリジヂに依る）o送信周波数の測定（室洞周波計に

　　依る）o

　　受信機感度の測定（周波数変調信号に依る、外部変調も可能）。受信機周波数帯域幅の測定。

　（b）　動作特性。

　　○周波計として　　　　　　　　　　　「　　　　　　　・　　　　　　　　　　　、

　　　　　周波数範囲08500～9600MC

　　　　　絶対確度。±2．5MC（25。C、湿度60％）

　　○電力計として

　　　　　入力信号く亭均電力値）　．　　　　　　煽　　℃

　　　　　　　範囲〇　十7～30dbm

　　　　　　　確度。　士1．5db

　　　　　　出力信号（ピFクモードパワ）

　　　　　　　範囲。　－42～一85dbm

　　　　　　　確度。　土1．5d、b

　　OSGとして

　　　　　周波数範囲08500～9600MC

　　　　　　出品　一42～一85dbm

　　　　　　周波数変調・

　　　　　　　掃引速度、o～6　MC／μs

　　　　　　　一心周波数範囲、8500～9600Mρ

　　　　　　　位相可変範囲、3ん50μs（トリガーパルス後）

　　　　　　　周波数掃引範囲、0～60MC以上

　　○所要電力

　　　　　　115y±10％・50～1600c／s・125W以下。

（4）　Oscilloscope，　AN／US：M－24

　（a）　主要用途。レ「ダー装置の波形観測。入力電圧測定。時聞差の測定。

　（b）電気的特性

　　観測出来る過濃現象。立上り0．04μs（10～90％全振幅）。

　　観測出来る正弦波02c／s～8Mc／s

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－38一

、

凶

掃引速度gO，5～50．000μs／inch蓮続可変タイミングマーカPo　O．2、1、10、100、500μs

トリ、ガーパルス出力055V、1．5μs、繰返し50、300、800’2000、5000／sec

掃引遅延及び拡大。10閥以上の掃引であればどの部分でも遅延させられ叉10倍に拡大して現象を観測

出来るo

CRTo　3吋

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文責落合徳臣）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　j　r馳

一39ア

’
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・海上保安庁におけるレーダーの現状及び

故障統計

11保有数量及び種類

海上保安庁

第1表　海上保妥庁保有レPダーの呼量

警備救難部通信課

昭和30●年3月宋現在

種　類 　RCA
CR－103型

数量（台）1
29

レイセオン’

　　　J．R
1301＆1302

27

SO－3型

20

MS－1号型

5

レイセオ：ソ

1404型

2

ケルビ1ソ
　染型

1

コツサF
　皿型

1

合　計

85

　保有数量及び種類は第ユ表の通りであるが、種類中SO－3型は米極東海軍より貸与されたものでMS－1号

型は海上保安庁型の国産1／一ダーである。

2．保守の現状

　2。1保守の経過
　レーダーを装備し始めた頃は、レーダー保守用特殊部品は始んど国産されず外国部品を使用していた。叉レー

ダーの補償期間（1年間）中は輸入業者が故障修理に当ってくれていたが、将来の保守対策として昭和27年に

レーダーの保守用教材「航海用レーダF解説」』を印刷配布い講習会を行い、実際の機器についての修理・調整・

故障発見法の指導を行った。家に之雨受講者が現地で同様な講習会を開いて技術の普及につとめ、昭和28年に

は第2回の全国選抜者．に対する講習会を開催い之等の人々が更に現地で講習を行うという具合で現在までに地

方にて数回のレーダー講習会を行って来た。

　昭和28年度初期には過半数のレρダーが補償期間が切れ年度申に全部補償期間が切れる状態であった。それ

までに数回予備品の輸入を行ったことがあったが、事務手続外貨割当等の手続に長期間を要するため、莫大な資

金を華上しておいて大量の部分をストックしておくのでなければ円滑な保守部品の補充は困難であり、応急用に

1ケ位の部品なら国内レーダー修理業者の手持品を購入する事も出来るが・それがしばしばあったり・数がまと

まったりすれば外貨割当を得なければ手持品を買上るのも困難であった。叉その外第一に外貨予算の節約と国内

メ」カー三歳のため国産部品を使用することが官庁ゐ義務で『もあり、補給用の部品類は全部国産品を使用すると

いち基本方針をたてていた。然しその頃は保守特殊部品申国産可能なものはほんの僅かであったので、国産部品

．を場て予備品を補充する途を開くことが急務であった。

　そこで昭和28年4月以降は、特殊部品即ちマグネトロソ、クライス」トロ》／、TR・ATR・CRT・クリス

1タル、サイラトロy、パルストラγス、ブロッキングトランス、チャーヂングチョーク、パルスホPミソグネッ

トワーク等の離化に力を入れ先。この頃までには国内でもい外が灘される様になり漁髄信機業界が

、急速な遙歩をしている時でもあったが・真室管メーカー及びトランス・コンデンサ・一メーカーの絶大な協力と研

究により昭和28年末には大部分の品種についての試作も終り実用の段階に達することが出来た。但し英国製レ

　　　　　　　　　　　　　　　　　’．　　　　　一40一

禰

・一 _ーは使用数量少く、米国製のものと規格が異り国内メーカーも生産意欲が少いため末だ国産化計画はたてて

いない。　　・

　2．2　補給している部品名

　　（A）特殊真二品記

名　　　称 用 途

2」55

2」42

725A

　2K：25
（723AIB）

マグネトロソ

クライストロソ

名 称

IG35・
（4C35）

IG45
（3C45）

7MP7

IB24

用 途

サイラトロン

〃

CRT

一TR

1名 称i用 途

IN23B

IN34A

　IN34A
（CK：一707〃）

シリコ：／ダイオード

ゲルマニュPムダ
イォード

〃

IB35 ATR

　（註）

　（B）

　ハルストフ：／ス

7BP7には7MP7を代替使用しているQ

トランス、チョーク、リレ・一、ネットウーク

プロッキソグトラソス

高圧トランス
　　（マグネトロン用）

高圧トランス

電源トランス

チャ門ヂソグチョドク

其の他のチョーク

リ　　　レ　　　P

ノ・ミルス

フォーミソグネットワーク

RCA
CR－103型

T－302

T－304　T－306
T－305

T－301

T－101

T－303T－401　T－201
T－402T－102

：L－302

：L－301
工4－401～405

Z－301

レイセオソJR
1031＆1302型

T－272

T－403　T「601

T－401　T402

L－271

K：一401K－1203用コイル
K－402（1301，1302用

Z－271

レイセオソ
1404型

T－10S

T－801　T802

T－102

T－901

T－101　T－104
T－902　T－903

：L－101

L－102　L－901～902
工．一903　　］L904

Z－101

之等の部品は三三の米国部品と互換性を保てる様に設計した。即ち出来上ったものの寸法は米国製のものと同

一寸法かさもなければ若干大きいのであるが、その取付ビス穴の位置を合せ他に支障なく取付出来る様にしたも

のである。何れも従来国産品で使用されていた同一性能の部品よりも可成り小型になっている。

　　（C）一その他の部品

　　　○　一般真室管

　　　　　一般真室管申で国産化されていないものの中、家のものは代用真室管を使用する事にして補給してい

　　　　る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－41一



衛

　　　　RCAのCR－103型レPダーTR管のキープアライプ用整流管IV2はセレン整流器で代用する。

　　　　レイセオソ1301型及び1302型レーダPのブラウン管7BP7は7MP7で代用する。（このため電

　　　極キャップと取付部を改造）

　　　　双三極管2C51は12AT7で代用する。

　　　　ブラウン管用高圧整流管IZ2は試作したがレーダーが断線し易いので傍熱型の1×2Aを使用する

　　　ことにした。（このために7ピ：ソのソケットで9ピソの1×2Aが使用出来る様ソケットのアダプターを

　　　配布した。）

　　○　モーター類

　　　　RCA　CR103型及びレイセオンJR型用のアンテナモーターとプロアモーターを同一寸法で製作

　　　配布している。叉カーボンブラシは全種類製作配布している。

　　O　一般部品

’　　次のものを註文し製作配布している。

　　　RdA　CR103型レーダ爾用

　　　　時間遅延回路用ネォソラソプ　　NE－32

　　　　フューズ各種　（遅感動フューズ、標示式フューズ等）

　　　　デイマーラソプ　　（PPI、のカFソル及び目盛板照明用超小型ランプ）

　　　　クリスタル取換工具　　（IN23Bの取換に必要なもの）　　　、

　　　　ブラウン管螢光三保三板　　（カーソル板と方位目盛板からなり傷がつくので取替を要す、フィルタ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ーガラス）

　　　　ブヲウシ管フ・一ド、回気濾過器、ゴムパッキyグ（アンテナ部用）

　　　レイ三三ンJR宅レーダー用

　　　　フユFズ各種

　　　　フンキシブルシャフト　　（1，5，10，20ft各種）

　　　　プラウy管フrド　　　　ご　1　1

　　　　固定抵抗　　　1式　　て半端な値のものが多いため）

　　　　コンデンサP　1式　　（　　．　〃　　　　）　　　　　　　　　　　　・

　　○其碗の素読（導波管、ケヴル、電線）ギゼオイル、インチネヂ三三工具・図書・図面．

　　　等保守上必要なものは配布している0

2．3　保守上必要であるが国産化されずにいる部品

　　○　サイラト官シ　6D4　　管

　　　　之はレイセオ：ソJR型レーダーのAFC用及びSTC用に使用しているのであるが・国産ではMT管

　　　の3極放電管が無いので困っている。MT管の4極管2D21では、　STCの方にならなんとか回路を

　　　変更して使用出来るがAFCの方に使用すると・シャープカツ争オフ特性のたや不安定となるoAFC

　　　部の回路全体を2D21が使用出来るように改造すればよいのであるが・機購上無理である。（レイセオ

　　　ソJRレーダー．では従来2D21を使用していたが具合が悪いので6D4に変更したものである。）面諭

　　　では今年度一杯位ぼ補給出来る程度の6D4の手持はあるが・、それまでに国産のものが出現しなければ

　　　国内メーカーに依頼発註をして製造する方針でいる。　（技術的には容易と思われるが需要について疑点

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一42一・

　　があるため管球メーカーは市販していない。）

　○吟陰極高圧整滞5517
　　　　レイセ牙ソJRレーダーの主要高圧電源用整流管として使用しており・この種の整流管は応用面も広

　　いと思われるので、主要管球メーカーに製邉研究を依頼したのであるが、現在の国内技術では製作する

　　事が出来ないとの結論であり、そのままになっている。現在当庁ではこめ球の手持ちが可成りあり，・、叉

　　　この球は寿命が非常に長いので当分の間は補給しなくてもすむのであるが、手持ちがなくなっても国産

　　品が出来なければ熱陰極整流管が使用出来るようトランスを作りかえる等の方法を以て解決したいと思

　　　つている。

　O　16吋ブラウン管　16ADP7（K1084P7）

　　　・使用数量が少い（2個）ので輸入品を補給している。製作技術的には問題ないが需要が少いため国産

　　　していない。

　　O　英国製レーダー（ケルピy、コッサβ型レーダー）の部品は調査も不充分であるが、米国製品と規格

　　　　が異るため国産化されず保守に困っている。幸に使用数量が少いので故障の都度レーダ「修理業者の

　　　　手に頼っている。但し、ケルピ’ン型レーダーのマグネトロソM－503は2J42で補給しており・文

　　　　シリコFソダイオードCS31／Aは，IN23Bとは極性が反：対になっているのみなので・メ門ターの極

　　　　性を㊦eつなぎ変えて使用している0

2．4保守の突際
　（A）　予備品の補給

　　　　後述寸るレーダー故障統計に基いて1年間に消耗する真室管やトランス類の量を推定いこの量だけ

　　　前もって購入し配布している。

　　　　叉使用後間もなく、故障を起した部品については、その部品を製造メーカーに返送し故障原因の探究

　　　をすると共に、製造上の過失と詔められる時は無償修理或は取替えをしてもらっている。

　（B）　保守指導

　　　　故障修理や調整等は出来るだけ現場の入の手によって行う様に心掛けており、その為の部品補給には

　　　常に心を配っており実際に故障が起きた場合は、現地で出来るだけの手段を尽してからでなければなる

　　　べく修理業者の派邊をしない様にしている。

　（C）　測定：器の整備

　　　　レPダP用特殊回路試験器（電流減度50μAのテスタ陣で32段切替）と・シ：ソクロスコープ・超’

　　　短波信号癸生器（中間周波調整用掃引発振器付）及びマイクロウエーブにおける定在波電力周波数等の

　　　測定出来る測定器を購入配布してあり現地の人々が調整に馴れる様に指導している。

3、SO－3型レーダー

　SO－3型レーダーは、昭和28年5月末極東海軍より海上保安庁に29台無償貸与されたが本機を使用する

に当り種々検討の結果家の如く改造して使用することになった。

　即ち、貸一与されたままのSO－3型レーダー膝は真室海事に旧型に属するものを使用しており・これは国産化

される可能性もなく、叉米国でも生産を打切っている品種があったので、之等のもめを新品種と取替えたりして

保守を可能ならしめるように改邉をした。実際の敵造債所は次の通りである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－43一・



①マグネトロソの変更

　　　従来使用していたマグネトロ：ソ2J36・叉は2J49は尖頭出力12KW・周波数9003～9168MCである

　　が、周波数が不適で補給出来なく二二が悪いので、国産のマグネトロソ725A，に変更した。　　一　　ド

②マグネットの取替え

　　　マグネトロソの変更に伴いセグネツトを取替えた（，2」36用は2500ガウズ　725A用は5400ガウス）．

③マジチソグトラソスの取付

　　　マグネト冒y2」36と725Aは、導波管出力部の寸法が異り、且つ室三部からの距離が異るので、マグ

　　ネトロソとデュプレクサー導波管との間にマッチングトランスを挿入した。

④マグネトロyのヒーター電流が異るので、電源整流器内の不要抵i抗を取外し・725Alの逆司』熱防止用とし

　　て使用した。　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　．・』　　　　　　　　　　・　　　1　一

⑤測定距離範囲の変更

　　　従来のセットでは探知距離が4、20、80受イルであったが、実用上不要なので、・2、8、20マイルに変更

　　した。従って固定距離目盛を変更し、レソヂ変更に伴う回路定数の変更を行った。

　⑥　真室管の変更

　　　高圧整流管一RKR－72をIK24に改め、　A、　F、　C・用制御管2050と掃引発生管884を共に2D21

　　に改め、それに伴う回路常数の変更や調整個所の追加などを行った。叉高圧：整流管705AをIK：24に改め

　　た。

　⑦　フードの取付

　　　SO一＄型レーダーは5吋のプラウ：ソ管を使用しているため、拡大レンズ付のフードを取付けることにし

　　．た。レンズの拡：大牽は5吋の豫が7吋の大きさに見える様にした。

　改造箇所は以上の通りであるが、レーダーえの入力電源はDC24V、75Aなのでこの電源を得るために別にM

－Gを製作し、’ �煤^門ダ門装備に当ってはアンテナ用三脚マストと真方位制御装置　（’：r加eBearing　Conlrol

Unit）と力率改姜器（Power　Factor　Correction　Unit）は使用しないことにした。

　なおSO－3型レーダーの保守用としてSO－3型レーダー解説書（其の一其の二）を配布しておいた。この

本は貸下の解説書を蘇訳し、改造箇所や説明不充分の個所を追加したものである。なおATR　724Aは国産を計

画していたが、大体使用に耐える代品を得ることが出来た0

　　4．レーダーの故障統計

　以下述べる統計は、昭和28年4月～昭和29年3月に於けるレーダーの故障状況を・海上保安庁の全艦艇に

ついて調査集計したものである。何分にも調査期間が僅か1年間であるので、資料としては不充分であるかも知

れないが、故障のおよその傾向はつかめるものと思うσ叉この統計による推定にも当を得ない所が多々あるかも

知れないが、何等かの参考になれば幸と思う。

　4．1統計を観察する場合の注意事項

　．〆①この統計を得るための対称となったレーダーぽRCA29含、レイセオソJR1301叉は1302型28

　　　台、ケルピソ型2台、コジサー型2台で、調査期間は28．4．1～29・3・31である。

　　㊨故障修理をなすに要した経費を算出するに当っては、或る船艇では補償期聞申のため無償修理を行った

　　　場合でも、その場合の所要経費を推定して算出してある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿’44＿

　　・・）「故離蜘という群に注意された・脚回る醐磁噺の部品を取回てもその齢の故麟

　　　数嫉1件として扱っている箏がある事である。　　　　　．　　　　　　　　　　　　慢

　　（、D　28鞭における樋レーダーの李均年前輔間はRCA563時間・呵セオソ小型223翻こ、ケー

　　　ルビン468時間、コ叉ナー545時聞である。消耗奪を比較する時はこの使用誤聞を老慮された％

　　⑤　ケルピソ型及びコジサー型については対称船艇が各2隻なので統計とは云えないかも知れないが・実績

　　　を示している。　　　　｝

　　⑥レ戸ダーが不充分な性能で動作していた場合もこれを故障日数に加算してある0

　4．2　月別故障発生状況

　第1図の通りである。この図を一見して理解出来ることは、故障件数が漸時増加している傾向にある事であ

る。叉温度や湿度の機器に及ぼす影響はあまりなく、むしろ機器の老朽と共に部品が劣化して来ていることが考

えられる。併しこのデーターも更に1年間位の統計をとらないとはっきりした断定は下せない0

　1隻当りの年間故障件数はRCA6．11件、レイセオ：ソ小型8．21件、ケルビン豆型5．5件・コツサ型．7ぎ0・

件で以上各種レーダーの李均故障件数は年闘7．03件となっている。
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　　　　　　　　　　　第　1図　　レーダー月別故障発生件数（昭和28年度）

4．3　部品別故障発生状況

　第2図に部品別の故障発生状況を数量酌及び金額的に示してある図より分る如く故障の大半が真室管によるも

のであるoRCA型とレイセオ、y型を比較して判然とすることは・RCA型がトラソス類の故障が多いのに：対し

レイセオy型はフレキシブルシヤフトの故障が多いo

　（たまたま当庁で購入した時期におけるRCA型レーダーは全般的にトラソスの事故が多かつたという話も聞

いているoフレキシブルジャフトについては・レイセオy会社も之を認め最近の1500型ソーダーではセルγソ

モータFを使用している）
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（A）　真室管類の消耗1

　　第2図における胆管について、RCA型のもの郷2表に・レイセオソ型のものを第3表に分類して示

す。

　

一・
S6一・・

第　2・薮　　：RCA　C翼一103型レーダFの真室管年間消耗率　　（昭和28年度統計による）

真・室　管　名
陣用数量，消耗数量

◎　725A 2gi・・

※　2K：2’5

◎　4C35
◎
　　7M97※

※　1B24

彙．1B35

※　6AK：5

△　　6AL5

※　6AQ5

6AS6
6BG6

※　6J　6

※
｛
△

6SN7
6　V　6

12AU7
5R4GY

2g1 7

29

29，

29

26

232

132

29

29

29

116

202

58

29

△
㎜
◎
一
△
隙
△
・

122

（8013A）
1：K24

58

1　V　2’

（2X乞A＞』－

1K22

58

1r

11

5

30

’10

7

9

5

16

52

21

15

17

9

5

OD3／VR－150

1N23B
lN34A
NE一・・一32

29 15

』司
…；r［

4

145

29

30

4　・

6

消耗牽％

34

24

38

38

17

13

7

24

31

17

14

26

消　耗　金　額 （円）陣給率％

8・αC6・1 50

280，000 30～40

3・8，…［35－4・

275，…1 40

125，…i 30

導L」、

45，000

900

6，160

13，500

9，000

22，400

42，120

36 15，120

52

14

6

9

52

3

51

3

21

17，250

34，0こ0

40，500

4，500

30，000

6，COO

60，000

＄，000

720

10～15

20～30

15

20～30

’　　20～30

20～30

30

20～30

23～30

20～30

15

15

15

50～60

10・・一15

50～60

5

．20～30

1隻当り年間消耗費

計 2，161，270

　74，500

備考　　　　　 消耗数の多いもの

　　　△印　　　〃　の少いもの

　　　※印　　RCA型とレイセオン型とで同一一品種を使用しているもの。
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第3衷　　｛／イセオyJR型レ’一ダPの真室管年間消耗摩　（昭和28年度統計による）

真　室　管　名 1使勝到消融量

◎　2J42 28｝2・

※　2K：25 28

◎　3C45
◎
※ 7BP7

※・1B24
△
※

1B35

28

28

28

28

12

6AH6
※　6AK：5

6AK6

11

4

7

2

28i 5

233

56

50

19

消騨％障耗金轡円）陣騨％
75

43

1・934・ooo　i 50

48α00酬　30～40
　　　　［

※　6AQ5

6AS7G
6　C　4

6　D　4

39 308，000 35～40

14

25

7

18

22

9島…1 40

175，000

30，000

8，500

75，000，

30

10～15

20～30

28

28

28

56

34 2・乳q・・1 グ

10 35

7

8

11

※　6J6 56i25
△　　6　×4

12AL5

◎　12AT7

※　12AU7

12AU6
2C51

2a 3

84

28

56

60

28

19

18

30‘

9

8

25

29

20

45

6　：L　6

8　0　7

11

40

52

23

64

54

15

29

12 30

15 29

8，800

21，700

6，400

14，300

35GOO
　，

△　　5517

◎　1Z2
△　OB　2

皐・N23B

1，500

62

28

56

56

17，000

27，000

34，500

8，550

32800
　，

18，000

6

30，000

10 12，000

17 61 51，000

4

31

7

56

6，000，

62，000

〃

グ

〃

〃

30

15

〃

30

20～30

　〃

〃

〃

〃
1
550～60

10～15

50～60

1隻当り年間消耗費

計 3，698，050

　132，000

備考◎△※印は第2表備考と同じ。

　この表の中の補給摩と書いてある欄は統計上から出た消耗率が僅か1年間の統計によるものであり、この量だ

けを年間補給すればよいというわけにもいふないので、この点を考慮して消耗傘を修正したものであり・この補

給摩を以七昭和’Q9年度の補給必要数量を計算した。昭和29年度も更に実績を調査じて次年度よりこの補給率

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一48一

「
一

を遂次修正することにしている。

　（B）　トランス、リンρ、ネヅ下ワρク類の消耗

　第2図申のトランス、フレキシブルシヤフト等についての内訳を次に示す。

　　　HCA－103型レFダρ（29台分）

品 名隊量
・ラソスT－3・・「6

T－302 12

消耗金額　（円）

24，000

120，000

T－3・31 0

T－304

T－305

T－306

T－401

T－101

3 6，000

・g1 76，000

2 ユ0，000

0

3 9，000

品 名

T－102

チョPクL二301

L－302

L－110

：L－402

ネヅトワーク
　　　　Z－301

数　量

0

1

16

0

2

4

消耗金額　（円）

2，500

32，000

．8，000

20，000

計 307500
　，

ンイセオン小型レーダー（28台分）

品 名

トラ：／スT－272

T－401

数　量：

9

1

消耗金額　（円）

72，000

5，000

T－4・2｝ 3 12，000

T－403

チョPク：L－271

ネットワーク
　　　　Z－271
フレキシブル1ft
シヤフト

5ft

10ft

1

2

6

7

3

3

3，500．

4，000

12，000

29，400

15，000

24，000

品 名

フレキシブル20ft
シヤフト

ライトアソグル

リ　レ“一　　．K－401

数　量

13

6

3

消耗金額　（円）

173，800

『6，000

3，000

K－402 4 5，200

K－403

K：一1203

：K－1001

7

7

1

1，圏

W00

10，500

1，000

計 、378，200
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5．　レーダーの敵障回復所要日数
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　　　　第3図　修理に要した日数

！累
（8）

1　　2

（6）　（5）

4、6 h昌

60　4ケ月

之は激弓筈に溜る各極秘日・ついて螺計であるが融障したもののうち約半数（5鰯）が1日

で故陵醸している。丁丁脚数に々よ・半ば臓中轍十島た場合帰港するまでの日数が加算されて

おり、叉故障が起って直ちに回復したものも修理に1日を要したとして算出してある。

叉この故記数の内訳紛類して見ると次の様になる・

型
式
」

R　C・A型

レイセオ、ソ小型

ケルピソ型

故障件数

177

「230

11

コ・ツサ同型 14

故障延日数

1，268

1，617’

142

328

計 432 3，355

1件当り要修理日数
全航海日数に対する故
障日数の割合（％）

7。2． 11

7．1

12．9

23

7．3

27．9

34戸8

81

（註）　航海日数は「海上保安庁統計月報」による。
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1　緒 言

国産レーダーの故障調査に就いて

東京計器製造所 落 合　　功 臣

　昭和27年10月に初めて国産大型レーダーを完成し出荷してから早や2年以上になる。その聞第1表に示す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へように現在蓬に大型レーダー42台、小型レーダ68台を船に装備して居る。此等のレーダーに就いては絶えず

作動状態故障状況を調査し今後の器材の研究、改良、製邉の参考に供したいと努力して居る。此度約2年に亘る

故障調査がまとまったので此処にその概要を報告する次第であるo

皿　敏　障　調　査

　（1）調査の対象　昭和27年10月より昭和29年9月末迄の2年間に船の装備が完了して就航しているもの

を：対象として調査した。筒調査の資料はサービスレポートを基として行った。　　　　　　　　　　　．M

　（2）故障調査表，故障調査の結果を大型レーダーと小型レηダーとに分けてまとめると第2表の通りである。

この翻心故障発生の件数に就いては1つの故障例えば真室管不良のための陽極抵抗も焼失した場合には故障発生

件数は1件として数へてある。即ち1っの故障原因とそれにより溝及して起つた故障とを含めて1件として居・

ゐ。但し部品故障総数ρ項では1つの故障部品により波及して起つた故障部品も全部数に入れてあるし叉部品の

中にはサービスした場合に交i隠したカが安全と患はれたもの例へばトランスの一部に油が洩れた痩跡のある場合

のように部品としては未だ作勲しているがそのま＼使用するには安心出来ないと思はれて交換したものは故障部

品総数の中に入れてある。従って故障部品総数は此等の部品を含めた総和である。この故障部品総数を部品区分

に応じその比率を出したものが部品別故障率である。

皿　故障調査結果に関する所見

　レーダーを国産化した当時は抵抗器、蓄電器、トランス、リレー等の部品が一般ラジオ用部品の域を脱せず精

密級のセットを組立てるには不充分な感があったが最近は部品も相当優秀なものとなり安定II生、信頼性が増加し

た。従ってレーダー装置も最近は相当故障率も減少し信頼感を増して来たようであるが、輸入レーダーに比較す

れば真室管以外の故障が比較的に多くしかも各種類の部品に分散していることが分る。一般部品類の故障を減少

することが出来れば、故障傘に出ては輸入レーダーと大差がなくなることと思ふ。部品の使用材料、部品の機

構、部品の試験法、等に就いて種々検討を加へ逐次改良されて来ているが今後更に一層の努力を面当とする。

　故障部品に就いて若干気付いた点をあげると次の通りである。

　（1）固定抵抗器　　　　　　　　　　　　一
　パルス波を使用する回路には皮膜抵抗でなくソリッド抵抗を使用することが望ましいが、未だ長時間に亘り安

心して使用する迄にソリッド三三は進歩していないようである。従って現在は皮膜抵抗を多く使用している。皮

膜抵抗は一般回路に使用する時は一一流メーカーの製品であれば安心して使用出来るがパルス回路に使用する場合

にはメーカーに依り長時間使用中に焼損し易いものがある。従って皮膜抵抗をパノしス回路に使用する場合には充

分の検討拉に試験を必要とする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－51．一



　（2）蓄　　電　　器

　高圧用油入れ蓄電器の油洩れが比較的に多い。船の振動に依り取付部に力がか＼るためシールが劣下して油洩

れとなる。ケースの強度を増加し取付法を改良することにより故障は減少している。

　（3）高圧トランス、チヨ幽ク類

　この部品の故障は主として油入れのトラジス、チョーク等の油洩れであるが温度変化範囲を禿分広くとった試

験法を行ふことにより不良品を減少ナることが出来た。

　（4）電動発電機

　漁船の場合には船の電源電圧の範囲が極めて広く120VDC～85VDC，に亘ることがある。従って電動発電機

の設計に若干無理の所があり長期聞使用中に自動速度調整器、配電盤のりし一等に若干故障を起した所があった

が現在はその設計を変更し安定なものに改良している。

　（5）セルシン
　小型レーダーの方はセルシソとセルシソの同期であり回転比をあげているので実用上余り問題は起っていな

い。大型レーダーの方はセルシソザーボを使用した同期方式であり回転比は1対1にしてあるのでセルシyの誤

差を厳密におさへる必要がある。特に真方位指示装置を附加するのでこのセルシγによる誤差が附加されるので

方位織を齪させるためにはセ，・シン離の誤差拙来るだけ少くするよう巖計製作に当り充分の臆が必

要である。初期に於ては長時聞の使用によりベアリyグ其の他に僅少の磨耗を生じ捻を発生したり叉サーボアン

プに翻的に箭木き唄荷がか・り甑が少し歪む灘があったが弊よ改良を加べられている・

　（6）真　　空　　管

　マグネトロソ、クライストロン、TR管、　RT管、　CRTの輸入品を使用している。　マグネトロy等は国産

品として相当麟なものが飾るよう1・なったがAFC応用しているセ湘r対しては就若干不備の点が

あるようである。寿命に対して露分の鍛が矯して・・ないのでその結果を待醜ければ判然しないが近い将

来全部国産化することが出来ることと思ふ。　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　第1衷　TK：S製舶用レーダP装備状況（昭和29年7月現在）

　　　ω　大型舶用レーダー

納入剰台釧備 考樋入学台剃備 考

日　馬繋｛野

川　崎　汽　船

日本油槽船‘

小野田セメント

山　下汽　船

ブラジル海軍

米国海軍

7

2

2

4

2

2

2

・永豫丸、永徳丸、延長丸、

英彦丸・安芸丸・熱田卑・

浅間丸

瑞二二、群乙丸

スマトラ丸、ペルシヤ丸

，春川丸、賢洋丸、真洋丸、

順洋丸

山国丸、山春丸

輸送船2隻

小型船2隻

イ　ナ　コ　ス

大亭洋海蓮

日　本　商　船

大洋漁業

1そ　　の　　他

計

2

1

1

1

16

42

巡礼船2隻

第五山水丸

旧名丸

永仁丸
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1
一

㈱　小型舶用レーダー

1納ズ先制備 ・考樋入先回剃備 考

i米　国’海　軍 6

1山下・汽副5

福　洋　汽　船

川　崎　汽　船

海上保安庁

大洋　漁業

3

3

3

2

大輪副2
　　　　　　1

特殊艇6隻

山澄丸、木星丸、山村丸、
山萩丸、金星丸

面見丸、福洋丸、福寿丸

大恥丸、友川丸、梅川丸

巡視麟2・設白船1

第ε6大洋丸、第37大洋丸

大仁丸・大永丸

厨　鉄弓　贈

日　産　汽　三

日．本郵船

S　　R　　　F

そ　　の　　他

．計

2

2

2

2

36

68

三永丸、宗豫三

日泰丸、日安丸

釧路丸、室蘭丸

第2表 TK：S製舶用レPダーの故障調査表

　く自昭和27年10月　至昭和29年9月）

区 分 1燭一ダ■小型　ダー

レーダー装備剃 42 66

延 月 数1 579 330

故障発生の三富剃 、261 271

月当り故障発生件数 0．45 α85

部品故障総剃 760 、560

部
品
別
故
障
率
（
％
）

真 室 市 38．0 32．0

抗 抵i 19．2 22．0

蓄 電 器／ 4．9 6．0

トプンス・．コイ・■ 6．9 5．0

セルシソ関倒 6．9 0．5

リレー・スイ・チ剃 9．4 18．0

MG、機械部國 i 7．0 14．0

そ の 他1 7．9 3．2
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国産（日本無線製）レーダーの故障について

日　本　無　線 高 橋　　修　　一

　当社製ンーダーの故障は製造販売開始の当初は外国製のものに比して相当多かつた。これは昭和28年7月頃

の電波航法研究会の席上に湿て公表した為一般に知られている通りで弟って一船一ケ月の準均事故件数が1・3旧

く真室管の自然寿命による消耗をも含む）であって電波航法研究報告第3輯に発表されている外国製レーダーの

故障率一三一ケ月李二二0．72に比し相当大きく為に需要者に迷惑を掛けていた。その原因は主として溝成部品

の選定をあやまったものがあった為と同部晶に対する寿倫試験が不完全であった為とであり、下等に対する対策

－実施後は故障率が著しく減少し外国製レーダーの故障率と略々同等となった。

　例えば第1表に示すのは最近（昭和29年10月及11月2ケ月間）の統計であって、これは当社製で現在艦

に塔載実用されているレーダー30台（極めて最近装備のものを除き全数）に対する全事故件数を示している。

合計件数42は1台1ケ月当り李均0．7に相当し外国製のものと略々等しく、且この事故件数申には真室管、ク

リスタル等の寿命消耗をも含んでいることを考えると外国製のものより実質的には事故件数が少いと考えてよい

と思う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　第1表　（日本無線製ソーダ・一事故件数）

　　　　　　　　　30台のレーダーに就て2ケ月間の総件数

　　　（a）　設計及（或は）工作不良による事故’　　　　　18

　　　（b）　真室管、クリスタル等の寿命消耗　　　　　　　15

　　　（c）　取扱者の錯誤　　　　　　　　　　　　　　　　5

　　　（d）部品の破損　　　　　　　　　．　　’　　　4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合　計　　　　　42

　第1野中設計及（或は）工作不良による事故の件数の多い順から挙げると次の如きものがある。

　　（イ）AFC不安定
　　　　　　　　　　　　　　　　ある晶晶ロットのものに於て高圧トランスの工作を間違ってPFNの充電々圧がや＼高めに出ていたのを検

査の湯気が附かなかった為、使用マグネトロソ及船内電源電圧によってはマグネト旨ソが周波数変調を受け、主’

電波より6Mc／s程度低い所に相当な強さの電波を発振し其の為AFCが間違つた点でロックする事故であ

　る。改修した。

　　（口）　スキャナー濃水

　　社内に於ける注水試験が不完全であった為外囲正当がきびしくなると洩回するものが出た。パッキング等の設

計改良によって改めた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　（ハ）　PFN，パルストランスの油洩れ

　　工作不良である。工作及渥度サイクル試験を厳重に実施することとし一部設計を変更したQ

　　（二）　マイクロスイッチ破損

　　国産マイクロスイッチは120万回程度で寿命がつきるものがある。外国製のものは更に長時間使える（現在試

　験続行中）当分の間は外国製を使用することにした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－54一

　（ホ）　ブラウン管の申心ず栖　　　・

船首方位が異ると中心が1耗程度ずれる。これは地磁気の影響であって地磁気を遮蔽する如く設計変更して改　．

良した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　（へ）　レ繭ダー雑智による逼信妨害

　当社製レPダーは外国製レーダーと三々同程度にパルス回路の遮蔽及沸波を行ってあって普通の船に装備して

ぜ、何等通信妨害は経験されなかったのであるが、木造三等船体の遮蔽効果悪く電線外被の有効接地が困難な船に

疲回した場合二三の船で相等顕著な通信妨害を呈したものがあった。ある船に対しては応急遮蔽を施したが将来

木造等に装備する場合が多い事を考え設計を変更した。

　（卜）　k鳳クライト縄縁物饒損

　製邉販売開始以来満2ケ年以上になるがこの箏故はこれ1件だけである。原因は不明であるが高圧端子と接地

端子間に異物が附着しスパークしたものと想豫される。念の為一部設計を変更した。

　（チ）　ブラウン管に原因不明の手渉雑書発生

　これも唯一件であ？て其後i発生しないので原因探究が出来ない。他艦レーダーの干渉に極めてよく似ている雑

音であるが近傍に他船は居ないようである。

　I．R．　E．1954．　August．　P．1288　Reuben　1⊃ee：False　Echoes　in　Line・Type　Radar　Pulsersに発表されゴ

ている現象と類似原因のものでは無いかと考えている。

　次に当社製レーダーは部品の破損件数が外国製レーダーに比して少いといえると思う。これは電源同期方式を

使ってPFNのチヤーヂソグチヨーク、コソデyサー等を省略した結果最も破損し易い部品が無くなった事と

容積重量に多少の余裕をとって部品に余裕のあるものを使用してある事が原因であって上記設計及工作不良の対

策が完了した上では真室雪氷の自然消耗以外は事故皆無を期している。
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の様式及び記載事項等についてRadar　Lo9－book

日本船主’協会海務同門委員会

顯の舶肺Fダ吻甑に旧いレFダPに関する齢其の他の三郷其の保鷲特に回視され献況
となり、各艦においては、現在必要に応じて独特の方法、様式により記録をとっていたのであるが29年3月4

日近畿電波管理局から電波法の関係に基ずき1／一ダーの無線業務日誌の記載要領について指示があり、各船舶会

社にお亙・ても様式を統一しようと云う意見も多くなったので・29・5・7船主協会から様式案の提出を求め第六

回蓮用部会において、審議の結果下記Radar　operational　LogとMentenance　Lo竃の様式を採用すること

示望ましいとの結論を得た。

■

●

、

O

一56一

、

＼



、

（5吋～7吋PPI）小型航海用レ』ダL一．要目六

曜昌本土局舶船

現在日本で使田されているレーダーめ内PPI5吋～7吋の小型レーダーの要目をあげると次表の通りであ

り

協立電波日本無東京計器英国デッカ米国RCA

MS－1D－411MR－11A159BCR，103

米　　国
』レイセオソ

1500

米　　国
レイセオソ

1301，　1302

メFカー

式型

33。2

9340～9405

1KW

15

9375土45

AC　60c／s
220V　1．4KVA
1800c／s（MG）

100VO．ウKVA

30

3。2

9375±45

AC　60c／s

115V　2KW
DC　110V／200V

　　　　2KW

10

33．23．23．2

9410±109375士559375±3G

DC
llov／200V

lKW
1KW60c／s士3

115V　600W
60c／s　115V

600W

波長（cm）1

周波数帯：
　（Mc／s）…

　　　E所要：電力

（V二KW）

73088

0．2

400

0．40．25

18001000

（0．5，　1，　3）

（10，25）

0．11～0．12，

0．17～0．2

1000

0．4

1000

0。2

　　　　　1

15001

0．3

1500

3．0341

14

44’一2”

1524

@
17

1
　
1

4’一4”4一

201
1
・

3．22．521．61．92．2

尖頭送信出力1
　　　（K：W）、

パル　ス巾；

　　　　（μs）

蝕裸駕
空中線巾1
　　　　（ft）1

寮中線回転数
　　（r．P．　m）旨

2

22

50

19

@
7
0

15～2023．2016±2

70

22．52

23

1．6

一
16

6845
‘

70

漏薩の糊
ビームの垂画
才旨向｛生　　（度弟

距離分解能
　　　　（m）

22．22．5

4570

5（12養）7

　　　70

7（10）

236845

5（7）710

　　92

7（12）

方位分解能
　　　（度）．

蔑小探知距離
　　　（m）

1，2，4，6，12，2（》1，3，8，202，4，20
1，3，8，20i養，1，3，10，25

　　　　　　　　1

1，2，4，8，161，3，10，20

…一

ﾒ
㈱

㎜
『
，

　
　
離

師　　
距

　
　
換

．
影
　
　
切

りあ葦，1，2，50．5，50．2，0．5，2，5雪，1，2，5凌，義・，1，2，4

しなしな
」

しなしなしなしな

±5土1±1±5±1±1

【一一［

しなりあしな
し
．な、

り

あ
，しな

しなりあしなりあしなしな

しなりあしなしなりあしな

固定距離目購
　　　　（浬）1

雪，1，2，4

可変距離目盛
　　　　　　な　　し　　　．鯉）

固定距離目盛
誤差　　（％）… ±2
可変距離目盛
誤差　　（％）1

鯉周蟻なし
嚢方位騒な　し

贈部拡奮匝し
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察

重

量

塁中翻 42 ← 68

指示劉 43．3 41

送受韻 36．4 ←

68．04

2㌘．21『

（kg）

｝
動
機

　
動

厩
廃

機
函

電
禦

発
制

103AC

48DC
計 224．7AC

1㊨9．7DC

97．52

87

’91

38｛

35

π・・｝

引 5．85

・9612朋

89

253

…／ 75

65［ 32

5・i 70

160

陣電源ll

ユ30

10

40

42

寸

法

（cm）

塁中糠176×・22

指示器146×44×7・

　　　　1
凝麟74×38×36

　
6
4

　
似

。
沼

A
6
6 　

6
4

　
似

。
沼

D
6
1

｝
動
機

　
電

電
発

機
函

電
禦

発
制

60

450

←1・32×・321・27×57x86［42×・27×76153×・27×ユ26

142×44×・0148×25又4615・×38×・45
92×45×58

40

21因
　　F

1701

　　　　　　
30×30×104179．7×70×57．5
　　　　　1

←
＿［52×35x111
　　ト

30×48×81　23×55×35

16×ユ8×18

30×49×79

48×81×43

　　　　　　
37×56×57　　52×32×43

6・×4・×32146×45×…
128×45×27

78×37×32130×40×100
　　　　　｝

33×40×48
（低圧電源）　　30×30×40

26×34×60
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気象用レーダーについて
気象研究所 小 平 信 彦

　気象用レーダーは雨滴からの反射をレーダーで捕えて降雨域の形状、動き、強度等から台風の位置進行：方向、

前線の形、雷の発生及進行状況、降雨強曄等の観測或は降雨機購の研上等に庸いられるg

I我国では現在波長3．2cm・出力250KWのものが東京の高円寺及大阪管区気象台に於て使用されており、東

京中央気象台及福岡管区気象台に波長5．7cm出力200KWのものが製作中である。三等のレーダーの主な旧

臣は第三の如くで三管（a2・m）・切換臨調管・クライス陣ソ等1よ米国製品を隔ている。擁岡では
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ピモ
博多市の南方約17kmの背振山よりRadar－Relayにより気象台へPPI像を送る予定でこのため6000　M．　C．

帯のUHFを用いる。

　　　　　　　　　　　　　第一表　気象用レーダPの主な性能

波 長

周 波 数

尖　　頭　　出 力

ノく　　　　ル

繰　返　し

ス　　幅

周　波　野

送 信 管

T・R　　及　　ATR

3．2cm

9375M．　C．

250KW

0．4μ．s．

400c／s

4J50　（Sylvahia）

1B63　1B35　　，

局　部　発　振　管 2K25

5．7cm

5300M．　C．

200KW

1μ．s．

400c／s

名称未定（製作中）

5925，　6022

RK6115

察　申　線　形　状

察　　中　線　煎　径

ピ ム　　一

指　　示　　方　　式

距　　離　　範　　囲

C． R． T．

圓二二物面鏡
200cm

約0．go

東京　PPI，　RHI．　A．Scope

大阪　　PPI　（off　center）

PPI　200km　i迄5段

RHI　100km　i迄4段
　　　高度10km，5km

12DP7

300cm

約1。

東京　PPI（off　center），A－Scope

福岡　PPI（off　center）

300km迄5段

12SP7

　波長5．7cmを用いた主な理由は3．2cm帯では途中の雨の減衰が多く、10cm帯では室中線の利得が少く6

cm位の所が最もよいと云ふことから決ったものである。，気象用レーダーでは通常ビームより目標の方が大きい

のでレFダー方程式は、受信電力をP。として

P・一C畢・・蝿∫1・dR

となる。1。は目標の雨の強さ、10は途中の雨の強さ、κは10による減衰定数、Rは距離、　Cはレーダーに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一61一　　　　　　　　　　　　　幽　　　　　　　　『



よ慮る値である・舞表に示した雛蠣・・て澱a2・m、及57・鋤レーダ」の影探矯離回ると

第1図の様になる・点線断一1・暢禽実線は婦・・暢合である。a2・m帯のレーダーではんが大き

v’ので約2mm／h「以上の雨では雨の強鋼製燈離が減少しているのに対して57・m散は約8紘2＿／hで1護

以上減少しているo
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第噛途申の醸を考慮に入れた雨量と最大探知距離

気期としての特長の一つは・目標の雨の強さを測定する鋤受鷺力を測定し得ることで鵬2図は蔵

Scopeに現れたE・h・を＄Gと比較してそ暖信勧を測定し・且《S・・P・の豫から途申の雨囎さも

分るので途申の雨の｛・より灘を確して出した雨量と・その騎畷乱嫡言己雨量計囎賄を比較した

ものであるo

ぎ。
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第2図Rada「e・h・よ昧めた雨量（実線）と自諏量計（点線）との比較（。）

　　　　　西北西16k塒の地点（b）西北西18kmの地点

叉この勲韓の測定雄意働域につ・・て麟する鍛曙綱鵬3図に示す．難機は約75db噂

囲を騰雛となし・受鷹力P・より途申の減嚢蠣正しながら綴・を求め或地域につ、・て積算するもの

で・剛1溌域の総雨畢求めるものである・測定しうる鞭は雨量α4・・m／h・カ、ら4・mm／h，、距離、。。　km

迄である。
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　第4図は去る8月19日に台風第5号が南関東を西より東へ通り抜けた時・中心が横須賀1；1↓近に来たll寺のPPI

像で南方約50kmを中心にして直径50kmの雨のない区域が見られるoその当時の天気図から台風の中心を求

めるとこの雨の少い地域の中心と一致しているが、この台風は相当衰弱しているものであるから強い発達期の

台風の眼とはかなり違う状況であると思はれる。

　この様な台風の探知距離は約100km（3．2cm）から200km（5．7cm）である。従つてジェーソ台風等50～60

km／hrの速度のものに対しては2時聞から4時間前にレーダーに現れるだけであり・レーダーとしては短時間

の予報或は現在の状況を知るのが主な目的となる。天気図から判断する場合では各地の観測値を集めて天気図を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一63一
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　再議路

　　　　　　　　（a）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（b）

第4図　台風第5号　8月19日21時15分　点線は天気図より出した申心の経路、及
　　　　21時15分の申心の位置。（a）はPPIの写真（b）は雨域のみを表した歯乙

第5図　RHI豫（8月31｝ヨ10時30分頃

髪

　作るのに最少限1時間は必要であるのに対してレー

ダーはその時々刻々にその状況が分る利点がある。

　叉第5図はRHIの例で距離20km（Range　mark

は5km毎）、高さ　5kmで約4kmの厨に　bright

bandが表れている。これは同じ日の12hゾンデの

観測値から00Cの高さと一致している。

　気象用レーダーは本年5月に我国で初めて設置され

たもので、データも少なく叉目下整理申であるので、

今後の観測により更に興昧ある結果が得られるものと

思はれるo

1。は

㍉

し

サンダーランド及びドーバー港における

港湾用レーダーの実験について

が き

海上自衛隊術科学校 伊 藤 実

　ハ＿バ＿レ＿ダPの必要且有用なことについては本会酒薬報告第3輯に種々述べられているので重複をさける

ことにするが、現在迄に製品化されたハーバーレーダーを見ると概ね複雑な地形を予測したと思われる高級品に

なっている。駈が我国の港湾は関門港等少数のものを除いては海岸の比較的簡単な地形の所が多く且監視を要

する水域も河港の様に長大であることを必要としないので、或る面についてはもっと簡単なもので充分効果をあ

げることの出来る場合が多いのではないかと考えていた。その折英国における上記2つの実験のレポートを本

研究会の田島委員から提供して頂いたので之を見ると、サソダPランド港ではケルビンヒューズのマリソt／一

ダーを陸上に設置して簡単なハーバーレーダーとして用いた実験、ドーバーではデヅカの本格的なハーバーレP

ダPを設置しての実験で三等2つを対比すると仲々面白いと考え御紹介する次第である。

　文　　　献

O　Radar　at　the　Port　of　Sunderland：

　　　　The　Dock＆Harbour　Authority，　June，，52

0　Harbour　Radar

　　　　　同上　　July，，52

2．サンダーランド港における実験

（A）サ國ぢ一ランド港の状況

一64一

　本港は北海に面して居り、地形は第1図の如くである。出入船舶は1947年度に内航艦1・938隻・外航艦225

隻、合計2，163隻、2，260，244登簿トソである。

　視界はコPストガードの統計によれば、1年中の約11％は1マイル以内で・時々濃霧となり2～3回続くこ

とが多い。港口附近に霧信号2箇駈、霧笛1箇所の施設がある。叉コPストガードの常時見張所があり救命艇の

施設がある。

　叉本四附近の海域はDeccaのEnglish　Chain及びNorth　British　Chainにより極めてよくカバーされて

おり、三位決定には便であるが、デッカは狭視界時の出入港に或程度の助けにはなるけれども之によっては自艦

の位置以外のデータは得られないからデッカによる出入港は望めない。

　コ＿ストガ＿ド見張駈の統計によれば1950年11月1日から1951年10月31日に到る1年間の見え工合

は

　　視界1マイル以下になった回数　　　　　139回

　　　　同　　　　上　　　　時間の合計　　　　1，387時間（15．8％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・一65一



視界1／4マイル以下になった回数

i挾視界の三三継続時間

狭視界の最1大継続時間

76回
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（B）　レーダー及びラジオ施設

Fig．1

　a　レ　嗣　ダ　一

．レーダーは鞭Admi正・亙ty　Si…三＆R・d・f　E・t・bli・hm・・tにより決められた・・M。曇i。。　R。d。。　P。。f。r一．

mance@Sped且cati・n　1948　A・P・・…m…eSpeci倉・a・i・・f・r　a　G6・era1　Shipb・m・Navi，。ti。。a1　R3dar

Set”（本四三三2二二購文参照）端昂るK・M・＆H・gh・・社の製品で、・鞭の懸撫料

で思付・設備・サービスを行い・実験終了後その結果に満足したWear河管理局ぶこの施設を5，240ポンド

で買入れた。
　　　　　　　　　　　　　　リド

ンPダー設置噺はパイ画ト・・転で第・PP・指宗機は2階の緬を購らせ纏の酬に翻2指示

機はAdmi1・1ty　Si・・a童＆R・d・・E・t・bli・hm・・t．の雛識別に関する実験用どして階下に蕩けた。叉それ・

とならべて送受信機、管制装置MGを据付けた。

アyテナはシyプルチFズ型で鉄骨靴（高さ不明）に・モニ外用のエコ球・クスはこの胤アンテナか

．ら8黙なれた手すりに鮒け・鯖塔はサービス噸利な様に蹴の冊とプラ・トホームがつけてある。

　あ　ラ　　ジ　　オ

VHFトラソシPバPはAut・血・ti・T・豆・ph・n・＆Elect・i・C・・ρ・らレーダーと同じ條件で供給された。

　　（i）　陸　　．　　上

その1つは2チャンネルのAMシyプレ・クスで之は・・イ・・礫翻でありもう・つ1よ・．才ヤンネ、、

（VHF　h・・b・…adi・band申の・…mati・naゴGua・d　F面・58．6・MC）．で流と’同様のセラトで三等を

賑所蠣においた6レシーバはGPρ型を2騨・指示機の側におき・なお回議スタソバ仲は小型以

ピー卑一が自動的に働く様にしたo

VHFアンテナは同鯉で錨に謝たアウ回ガーにとりつけた。
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　　（ii）　パイ騒ツトボート及本船
　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　パイロットボニトには12V電池で働く㌃ラソシーバが据付けてあり・この電池はボー・トの主機械につな恥だ

発膿銃瓢来る。叉ボー照よ高議もついている・叉刈・・欄の携鯉・ラソシーバが4鰹イロッ

1、ボートの操舵室においてあり、何れも防水のキャンバスケースに入れて運ぶ様になっておりすぐ使用出来る様．

にした。

（C）レ蝦蟹一画面

　a　1マイルレンヂ

最短の・マイル涛ヂで画画浪好で轍堤、・・イ・・P・ウ禰近の嘩への入・（巾100やド）・Wear

河（最初の屈曲点迄）、Swi・gi・・B・・i・，　S…hD・・k入・・恥・h　D・・k・Deep　W・t6・Quayカミ明らかに

翻臨サンダーランド礪の申でウエア河にかかつ礪が甑の下端近く，に孤囎標とし硯える蔀上で

は小さな力薄標が無二麟附近に三方には旧胎・北方に1よR・・k・・Cli靴艮・・th　R・ck（潮高により

見え蛤が異る）硯える・モニターエr一は匪ダの使用嵯支ない荊こ強く示される・

　b　5マィルレンヂ
5マイ加ソヂでは近くの高い勲腱物が勘をざえぎるのでエ一国・b附近にだけ出る・最樋・解

のエ，一はCarr　P。int岬で、内陸で1よWhitb・・n　C・11i・・y（3マイ・・）附近にエ・一が1つある・海上では

i・ノ，マイルのH・nd・nR・・kB・・y，2マイルのBa11・・tB・・yカミ見える・

　c　9マイルレンヂ
9マイル〃ヂでは5マイル離れたS母・ham港6・ノ・マイルのH・wth・m　P・i・t叉はその附近が見える。

これより遽いエ，舷難屈析と思われるときだけ出て来る・PPI財フセ汐一に1よなって・’ない・

　d　海　面　双　射

海面一寸の影響は鯉レソ納で撒の探矢Pと監視には問題にならないことカミわかった・普勘甑射畷

も強い・／，マイル以内傭面は防灘の内であるため荒天中でもアソテイクラ・タを使えば・この内にある小日

標を識別出来る。・但し荒天二三の獺の浮標のエ・日讐敵射のためぼんやりして瓢こと臓意された・

　e　潮　　　　　流
叉Wあ。，河から嚇と糊の北向潮回囑に出来る醐はPP・」・彰塗1甑射・・）・1・ではつき1りした醐に

なってあらわれた。

　　f　署　　　　　渉

　この瑚はパイ。。ト．、ウス附近に碇泊中磯が睡の匪狩を働・せてい鵬強い干渉を起し・他の船が

・／、マイル沖つくまで多野出来なかった。之雌輔で棚究され・この1碕・匪ダで長いレソヂを使ってい

たから干渉が強くあらわれた⑳もっと短・四ヂ三三プ）嚇’れば三脚二融こなら願竪度に

小さくなる筈である。

　（D）　蓮　　用　　．法

見え工合の悪いとき雛の継予定がわカ・つ旧れば・そ駁撃とにらみ創・せて論外を9マイル四ヂ

で起動する。爆の場合噸面にあらわれたエ・一「が入畿であるかどうかは入瀞定時刻と蠣とによりわ

かる。
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　乗船するパイロットはパイロヅトボートで出発し・他の1人がレーダーを見ながらボートに指示を与えて、港

外11／2～2マイルの地点で入港船と出合う。パイロッ、トの本船への乗船直前又は直後レーダー側から本船側に崩

対し本囎のRocker　L．　Hからの方位距離と他の回報例えば出会うおそれのある他船の位置行動等を知らせる。』

霧申では灯台の東方1／・マイ・レの‘‘OP・n　H・・b・u・P・・iti・n”への針路を知らせる。以後本船の運動をPPI

．上で監視しながら適当な聞隔をおいて本船の位置と共に適当な勧告や指定の変更等をラヂオで知らせる。Open’

Hf・．　Positionから港内への針路は255。magであるが風潮等のため修正の必要があるときはパイロットが自ら．

行うか或はヒーダーから例えば“ポート1／2ポイント”と云う様に指示をうける。この様たしてパイロットが

灯台を視認出来るまでレみダーで誘導する。船位のプロットは稀にしか行わない。

　パイロットが灯台を見た後は極めて濃霧中以外は誘導を必要としないけれども用心のためレーダーの監視を行

うことがある。

　本船の繋留が終るとパイ官ットは携帯用ラジオを：附近の陸上事務所に預けておき、あとで都合のよいときパイ

’ロットランチが集めに行く。

　（E）救覇機関と⑱蓮絡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　ゴ遜ストガードステーションはパイ官ットハウスの北方1／2マイルの所にあって、海上目標の位置等につきコ

Pストガードで情報を得たいときはソーダーに電話で問合わせる。又レーダーの方で危険に直面している艦を見

付け：たときは直ぐコーストガードに報らせるので、コーストガードステーションではロケットやマルーソ（鉄砲

花火）を打あげたり場合によっては救命艇が出動したりする。

（F）端鶴時間の節約

『弓長の言によれば、レーダー設置後霧の為の出入港遅延は事実上なくなった。

　そ¢）1例として1951年5月24日1800GMT・当時の視界11／2マイル、入港目標を7マイルで識別、

……?ﾆ判明・鉄鉱塔載申・吃水24・択・2100パイ官ツト乗船、ラジオ塔載、No．1入口を3沢6吋の余裕で

通1i遇、　South　Dockに繋留した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
　この事件で注意すべきは若し本船が港外数マイルの所にいた時ドックマスターが之を知らなければ潮時の関係

で本船到着前にドヅクの扉を蘭じてしまい、：本船は次の高潮まで待たねばならなかったことである。この様なこ

とが6件あった。

　時間籔約の例の大部分は視界1マイル以下の場合でこの時もレーダーの助けにより、パイロットボートが真直

ぐに近付き本船を入港させた。この様な例でどれだけの時間が節約されたかは記録のみでははっきりしないが

顕著なものとして66件が数えられる。

　此の外暗夜叉は遽距離で船を発見する場合等に有効に使用した。

　斯様にして1年間にレーダーを3・170時間使ったが、その内1，387時間は視界1マイル以下であった。

、陸上における費用の節約に対しこの設備がどれ程有益かについては調査されていない。

（G）海難の防止

之に関しては1年間に数回があげられる。

（1）正式開局の細セ・トの試験申パイ・・ト・・ウス北方のWhit・Stea互R。・k，の近くに脇発見、。一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一68一

　ストガ・一ドに直ちに蓮絡、警告のためマルーソを発射、同時にパイロットボー・トが本：船向け出動、無事入・

　附した。

（2）3月後向所で類似の事件、申型貨客艦でレPダーを持っていたに拘らず最も危険な地点で最も危険なコー・

　スをとっていた。マルーソで警告し無事：入港した。

（3）漁船の火災に際し救助艇に指示を与え消火後暗夜中該船の位置を確認救助した。

．コース．トガードはこのレーダーの価値を高く評価している。

　（H）其他の利益

ン峨一によ碑期予告は港長場主、門脇ぺ匪ター、ブイ艇ト㌣等に高く評価されている・入港藁

留に対する最後的な準備を本膿到着の45分前に自信をもつて出来るので極めて有益である。若しレ門ダPがな』

ければ本四が河口へ入るまで準備が出来ないであろう。

　（1）本装置の適性

　このレーダーほ船舶の誘導と云う主目的に対し充分満足出来るoCRTの大さ・輝度・エコーの表示・調整部一

分等につき反対意見は出ていない。

　パイロット業務にとってはレ｛ダーで測った目標位置の編対確度よりも、船舶と他目標との識別の方が璽雪『．

ある。

　（」）識別実験

　時々Adfnilalty　Signa1＆：Radar　Estab夏ishlnentの代表が来て下の実験を行った。

（1）パイロットボートの探知距離を伸す為のリフレクターの使用

　（2）3crnレスポソダの使用、

　（3）デラカナビデ筆付受信機の使用

　レスポγダを使ったときは目標船のエコーは常時ズクリーソ上に現れるがデヅカの場合はPPI上にデヅカの

双曲線座標をプロジトして行われた。上記の実験はなお同機関により継続中である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
　（K）結　　　　　論

　このレーダー装置がパイロットから高く評価されていることは疑がない。パイ官ットは悪天候をおかして出て』

行き本船を長時間さがしたり待つたりする必要がなくなった。当直パイ官ットはレーダースクリーyを見ていて

船の接近を監視し、若し予定入港時刻よりも早くなる様なことがあれば乗船パイロヅトに報らせてやるだけでよ

い0

　叉このレーダーは船の士官からも高く買われている。定期的にサyダーラyドに入港する船長はこの設備に十．

分信頼し叉この様な施設は港湾にとり極めて大きな利益であると考えている。

　デッカを持つた定期艦でもこのレーダー施設に助けられてパイ冒ヅト待をしなくてすむので、定期運航上利葺

が多い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．

以上か朔段階ではこの実験は成功をおさめたと云える・叉この実験によりこのレーダー Pの能力とその

限界を知ったパイロットは之を全面的に活用することをためらはないとはっきりいえる0－叉パイロットはレP
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　　　　　　　　　｝
外鑓の緬縫用と共煙る鞭内の望郷び部鮫換の能力爵っていることがわかった。

　3・ドーバーにおサるバー・バーレーダーの私営

　　．Decca　R・d・・Ltd・は・i95・年門門自用の一一・・ゆ一ダー醗表しS・u・h・mp・。。勘。）日，、h。々三

　　誰された・（濫では雌にTyp・3・レーダーが売てあるが、この時のものかどうかは棚）、

　　　知同社はこのセ・トの小型化に成功し小港潮ゐ…・・ゆ一ダーTyp・ε・雄拙した。之は1礒の面

’ではマリーン匪ダーよりも少々高ぐなるだけで励・その鵬旨は三脚諏の目的に充回する。（宋闘

　　表にType　30とTyp631の主なデータをあげた。）

　　　大型　毒口めではそ腰回される性能醗揮させる鋤轍も自然と複細・な上作にも多くの人手

　　を射ることになる・一方搬ばサソダラyド嚥に近搬に蜷嘱戦港に焚てはマリ州レーダーを

　陸上に設乱て成嘩おさ奴・・る・脈船引用に謝されたマ・ヴ匪め雄上にとりつける時にぽその

　　レPダーに対し慨押収そのレー外のおかれる蠣條回廊の場合につきよく考えて見る腰がある。

　デッ耀ではこの点につき・騰湾におげるレーダーに対する要求を検討し灘監理用として回り一一ダー

　　と似た臨と騰をもち麟作に鞭利で港湾用に適した匪ダー蝦計した。今こ曜計に際し三社嗣腰

　求される特殊條件と考え・それをどの醸罪したカ・を振返って見るのは興嚇ある。

　　このセジトの運用を実験するため・ド←バー港湾局（Dover　Harbour　Board）の好意により、港内及び附近

の馴しのよいP・i・・e・fW・至9・痩脚鋤魁に実験的に回し、数ケ月を予定して充分嫉験が繭され

　た。

　　（A）《画バ鞠勘一蟹一に効する基本的な要求

　a　虚懲の防止

　匪ダFの附近に建物ド・痔からの強いエ・切多い密地集では、アンテナからの側面。ヴを出来るだ

け小さくすることが特に藪である・之縮足されないと越る区域では麟力・沢回れて、ゲインを極めて低

くしないとレーダ砲使用出来なくなり・又余り低利得にすると小目標を・スしゃすくなる。このため特殊のア

：ソテナの設計が必要になった。　　　　　　　　　　　　　　　圏　　　　　　　　　　　　　▽

　’b　離心瀞灘（0蚕f・囎工員爵亘）互）

焔の港湾で籠にレー群蝦置するとPP・では画面の約半分は陸側となり不必要継域であるから離心

PPIが望ましいρ（然もレソヂの切換1こより離心度が適当に変る方がよv・し、欲を云えば離心度の蕪的に変え

られることが望ましい。）

　C　方4重海岡ソル

　離心PP亙にすると普通の方位カーソルでは工合がわるくなるので特殊のもみが必要になる寮之については2

つの要求があるQ

（・）難上の鑓決定には離欄1に獣され腿遽と去う点は卸である。

　②　入港船に情報を通知するときはスピードが第1である。

1の⑳に三位距離電子的に画面・あらわしてやればよk、之からの謙1ま正確に徹る。又之から醐

へのプロットもすぐ行えるので、位置決定に時闘の余裕があるときは之によるのがよい。

　2のためには通常船長やパイ両、トは附近の陸標から四位を推定することに馴れているので船位の通報は大

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一70一

して必要ではない。故にこのレーダーでは方眼目盛を施したカーソル板を設け之を旋回して、希望する2冤標間

の相対方位を手早く読取り、叉カーソルに刻んだ直線の間隔から2目標間の距離も大略読取れる様にした。一・寸

練習すればこの装置で方位は2。㌧距離は10％以内に正しく読むことが出来る。或る近い目標からの翻位をこ

の程度の確度で与えてやれば虚位の誤差は極めて小さいと云えよヲ。

　第2図にこの種のカ←ソルと之により船位及び直進針路の求め方を示してある。即1組の直線で方位を・他の

魎・詳趣絶

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蔑　　／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　90　2ワ0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9G
　　　　　　　2ワ0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レー　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　「ヤ尼＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臼、・　　’コエ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　180。　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ll．80

　　　　　　　　　Course　made　good　122。　　　Buoys　bears　O81。　from　you，　Distant　2cables

1組で距離を読取る様になっている。直線の聞隔は図の様に使用レソヂに応じたものが照明される。

　d　PP亙の数’

　多くの場合港湾附近の全体図と共に各部を大きなスケールで現した画面がほしくなる。そこでこの庚ごダーに

は2っのPPIを用いる。

　e．レーダーリンク

　或る場合にはt／一ダーを設置する場所は監視する場所から相当離れた所の方が便利になるので、この場合には

数マイルはなれた2つの場所をレーダーリンクで結ぶ。　　　　　　・

　（B）　ドーバーにおける施設の詳細

　この施設は小型で経済的に作ってあり、アyテナは良好な識別と最小のサイドローブを得る様に特別に設計し

てあり、画面は正確な位置決定と、針路方位の迅速な読取が出来る様になっている。

　施設は次の部分からなっている。

　a　ス　キ　ヤ　ナ　鞘

　送受信別々のハ・一フチーズであって、各部は巾6沢ビーム巾は1．250である。このアンテナの特懲は実にサイ

ド冒一ブにあるので、主ビームの1．3％（一29db）に抑えられている。

　もう1っの面謁は送信受信を別々のア：ソテナで行う様にしたことで、このためT盈スイッチが不要：になり・

且アンテナの直下に送受信機をおいて長い導波管やロータリーヂヨイソトを不要にしたことである。

　b　指　　示　　機　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　情報0正しい指示と使用の簡便さの点で多くの特徴を持っている012吋のCRTの映豫は充分な輝度と鮮

鋭な焦点をもつていて、すべてのエコーを非常にはつきり現わす。

　カーソルの構造、用法もすぐれている。叉端から照明した透明な板がPPI面に接近して設けてあり、之には

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一71一



簡単なチャートを画き航路標識等を示すことが出来て、之等と附近の碇泊船や小舟と識別出来る0

　1叉必要に応じ偏心の方位距離マーカを現わすことが出来る。　　’　・へ

　CRTは4つまで取付けるこ：と出来る○　　　　　　　　　　　　　　　・

　c　送馳受　信　機

　邪魔にならないで便利な所にとりつけられ、スキャナと指示機とは柔いケでブルでつないである。全体が1つ

‘4）シャーシに組込んであって表蓋をとれば容易に近付くことが出来る。叉軽量で場所をとらないので取付も簡単

である。

　d　電　　源　　部’

　MGとカーボンパイル電圧調整器で正規電圧±1Q％で満足に作動する。

　e　リレーリンク

　．之はドーバーでは使っていないがSouthemptonの様な大きな施設には要求に応じて20マイル迄画面を伝

送するリンクが出来るとメーカは語っている。

　（C）レーダー表示

　このンーダーの画面を見て特に印象的だったρは画面のきれいさと指示距離の長さである。

　レyヂを最大にするとフランスの海岸が20マイル向うにはっきり現われ、肉眼では見えない沢山の船がPPI

上に出て来るQ筆者が見ていた問25隻以上の船が海峡15マイル以内に居り、之を追跡するのに困難を感じな

かった。指示機のスケ6レを最大一（約1／14，000）にすると港内が画面一杯になり、三橋、防波堤、2つの入口．

．がはっきり見え、ブイや沢山のヨットもよくわかる。叉二三蓮回船が穫橋につながれ、特にInvicta号が穫橋

を離れると同時に動き出したのがわかった01隻の曳船が岸壁に横付になっており、数回の船のワエーキがそれ

ぞれの船のコヤスを示してはっきり見えた。

　　4．結　　　　　び

　　キ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

　以上2つのレポートを見て感ぜられることは第1に英国における海事関係官庁並に民間海事関係者のハーバー

レ←ダー乃至一般的に電波航法に対する熱意であり、第2には実用的実験が着実に行われていることであり、第

3にはレーダーと船舶の運航に関する語論件とを密接に座面させながら実験を進め、レポートをまとめてある点

である○特にサンダーランドの実験においてその感が深い。

．次に　ル匪ダ門に対する考え方はデツ畑M聯の設訪針に礎れている瓜之が翻法について

はサンダーランドの報告があるのみで、之とてもどちらかと云えばパイロット業務のためのもので港湾管理の広

い業務内容に対する蓮用法についてのデータは得られなかった。叉ハーバーレーダーの施設に不可欠の通信法に

ついても詳しい材料がないが何等かの有効な方法がとられているものと思う。

　期たな施設を行うにあたり、最新最高級のものに眼が向きかちであるが、要求される性能、外囲條件等を考え

．て無駄を省くζとが大切なことは勿論で、この点上記実験に現れた思想は極めて当を得たものであろう。

　我国に於ても溝湾の実情に即した優秀且簡便なハーバーレ’搾ダーの施設が強く期待せられる駈である。

　最後に資料の提供並に御教示にあつかった田島委員、道正委員に対し厚く感謝する次第である。
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29db　down　（30）’

10KW　　　（〃）

0．10rO．2μs（0．0◎）

1000pps　　　　（2000）

ハPドチュFブ（グ）

小レレ！ヂ　　　　　　：大レン7ヂ
　2与やPド、以下L　　　　（40）　　　　　『

マPカー指示距：離の2％（1％）

　　グ　　　　　　1％（0．1％）
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1／14，000レソヂリン’グ。．2’毎（1／10，000）

1／35，000　　〃

1／14，000　　〃

1／350，000　グ

120　　　　　　（0．50）

100毎　（〃）

10以内（0．50）

約10KW

MG，速度及び

電圧調整器付

士10％

12吋
1度毎照明付

手動回転

常に作動能率を示す

30MC
10MC
約120db

3611bs

165〃

　85　〃

217　〃

。．5’　　　（1120，000）

　2’　（1／80，000）

　5’　（直線性1％）

（12）

（ヒーターを除く）

（電圧調整器付）

（　　グ

（15吋）

（　〃　）

（　〃　）

オフセンター半径の舷で（全
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（60MC）

（20〃　）
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レーダーの磁気コンパスに及ぼす影響

零 東京水産大学 武凝
木

熊
葭

葺
裕

　　1　は　　し　　が　　き

レー外端橋に装備しようとする場合・それが作磁場の鍵拷えて磁釦y．・スとの関雛融は踵

離を決めなければならな％匪群の作磁場は・その電源の接断によって変化するものとそうでないものと

に分けて回ることが駅る・融の接断によって匪ダ欄近磁場に麺力・あれば、購中、幽こ励て

レFダーを使用する際に磁気コンパスに誤差を与えるのである。この原因をなすようなもの例えば直流回路など

には適当姥慮が必要となってくる。然し見回の接断に関係のないものは、その量が極度に動きくない限り、

レ畷一族胤た際に蹉慨を行って置くことができるから余り陥にならな・駅である。＿昨鰻三遍

産濫淫三富丸に装備し燭る米国RCA猿小型匪ダーに就て以上のような蹴から、その附近の

三三測定した・叉・今年2別・は日本無線株式会膿匪ダーNMD　411型について同様な測趣行い。叉

マグ朴ロ蒲マグネ・トの及ぼす購も調べた・次にその鞭灘回する。尚、これらの懸に際して愈御

援助を賜？た俊鴫丸職員並びに日本無線株式会社に対してここに深甚なる謝意を表する。

璽　測定方油及び結果

　D　RCA小型レ糊蜜闘　　　　　　　　　　　．

俊激のRCA小型レーダーのインジケーターは・灘コソ・・スの前方4・糎左方、・50糎の耀に装備し

　　　　　　　　　　　第1表羅馬位置　　　　　 てあって、トランシーバーは、一階

水準磁力（gaUSS）

on

0．199

0．189

0．193

0。露01

李均0．195

0丘

0．188

0．184

0．194

0．204

0．194

0．105

0．193

基　　線　　の　　読　　み

Qf壬

60。0。

on

60。oo

off

60．OQ

下のデッキの上にある。操舵コンパ

スの羅盆は床上115糎の位置にあ

’る。この羅盆の位置及び床上乳15糎

の位置でインジケーターの前蜜左右

方向に於て、レ炉ダFの電源を接断

した携合、その前後に於ける磁場の

方向変化及び強さの変化の水回分力

を＊清水三水李磁場測定器に依って

測定した。測定中、馳艦は多少船酋を

変じたので、その量は転輪羅針儀と

の読み合せで補蚕を行った。第一一表

は、羅盆の位置に於てレーダーの電

。＊ ﾒ聯轍欄耀は小型噸体・ソパスとこれ諏巻くコイルよ賊り、コイルに離鱗して醐の方
　向を変え、その偏角と電流・コイルの磁気的係数より：水李磁場の強さを測定するものである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7＝．74一

源の接断前後に於ける：水亭磁力の変化及び方向の変化を示す。

　これによって羅盈位置では三吟の接断による磁場の変化はないと見てよい。家にイ．yジケFタPの四方に於て

電源の接断による方向変化は第1図乃至第4図に示す。

瑠
鼻
騎

　
3

¢

◎

50　　　10ワ『50伽
x〆一一×

“

3

ゆ30

第1図インジケータドの右側

0

《3’

3

「6・帽

03

0

二野　　「三

等2図インジケーターの後側

o

150綿

。

＿3。

即50

＿3。

　　　　　第3図イソジケFタFの前側

　次にトラソシ伊バFの前面に於て前記と全く同様に電源の接

騎による方向変化を測定した。その結果は第5図の通りであ

’るb

　これらの結果から、イソジケFタド、トラソシ門バPの前面

では0。5米以上離れていれば、ソーダPを使用した：為に特に磁

気コンパスに影響はないと考えられる。　　　　　　　％

　2）煎瓢D411型レーダ・ロ

　NMD　411型レーダー附近の磁場を測定した場所は、日本無

線株式会社研究室内であって、測定時には磁場を乱して磁場測

50 1o3

　　　　　　　　つ
第4図　インジケーターの左側

9
5

◎

◎

150ご｝

一5¢

ξ

　　　　　50〆舞つδ‘m
　　欝！

駕

第5図　トラソシ・一バFの前面

定器に影響を及ぼす恐れのある直流電源線等は一時開いて置いた。先ず、磁場測定器をトラこ／シーバーの前方1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　米、高さ1米の場所に置き、電源“off”と“Stand　by”との
　　第2i巽　トランシーバーの前方1米

・司S・and　b・

方向変化

測定器電流
　　（mA）

水写磁力
　（gaUSS）

変化なし

17．4

0．187

17．4

0．187

　磁場の変化を調べた。その結果は第2表に示す通り方向にも旧き

．さにも変化は見られなかった。故に、以僕はその度に電源を“碓”

　にしないで、“Stand　by，，を基準にとり、“Operate”との差

　を求めることにした。

　　鄭灘齢嬢は・夫卦ラソ西バ門及びインジケP免

　附近の磁場の変動である。筒両表は距離切換を夫々1，3・8・20

　浬にした場合を含んでいる。これらよりトラyシーバヘイyジ

ケ＿タ＿の前面及び左側面に於て、電源を“Stand　by”から“Operate”にした場合・磁場の方向に殆ど変

化がないことが分る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－75一



第3表トラン．シーバー附近

國
離

距離
　　　切i喚

　　　　、　（浬）

測定器電流
　　　（mA）

水　季　磁　力
　　（gaUSS）

㌔方向変化
　　1

五

○

糎

測定器電流
　　（mA）

：水　：雫　磁　力
　　（gaUSS）

方　向　変　化

前 面

Stand
by Switch　on

左 側 面

17．4

0．182

oo

8

0．09

oo

Stand
by

1 3　8　20

17．4　　〃　〃　〃

0．182　　　〃F　〃　　〃

0。　　グ　グ　〃

8　　〃　〃　　〃

0．09　　〃　〃　〃

0．9。w，亙y　グ　グ　〃

．21．0

0．226

oo

40．7

0．437

0。

Switch　on　　・

1 3　8

20．5　　〃　　〃

0．221　　〃　〃

2
∵

：
…
、

0．5。w，正y、　　〃　〃　〃

41．0　　〃　グ　“

0．441　　　　〃　　　〃　　　〃

び・一 P

第4表インジケーター千三

野
離

距離面
　　　　換

（浬）

米

測定器電流　　　（mA）

：水　李　磁　力
　　（gaUSS）

方　向　変・化

前 面

Stand
by

五

23．8

0。256

oo

測定器電流
　　．（mA） 24．0

Switch　on

1 3　8　20

23．8　嚇　　〃　　〃　　〃

0．256　　　　グ　　　〃　　　〃

0．1。w，互y　グ　〃　〃

24．3　　〃　〃　グ

左 0倶 面

○

糎

：水　，季　磁　力
　　（gaUSS）

方　向　変　化

0．258

0。

Stand
by

27．2

Switch　on

1 3　8　20

27．2　　〃　〃　〃

0．293

0つ．

25．2

α26・＿“「α27、

0．20w，互y　〃　〃　〃 0。

0．293　　　　〃　　　〃　　　〃

　0。　　〃　〃　〃

25。3　　〃　グ　グ

0．272　　グ　〃

0．40E，互y

　　　　〃

グ　　　〃　　　グ

　3）　マグ＊卜回ンのマグ＊ツトの影響

ンPダPを即しなくて繊備しただけ磁気コンパスに雌を繊るゆである。その脳大きな原因は、

ヅ朴四用のマグネ・トであろう・それ故これがどの位の自差を作る越実践て置けば、匪外回備，

し一合の唯の大凡の量旧ることになる・マグ柵と磁襯定器と罎上の離・米の雌に置き、概

の距離及び関係位置を三様に戯て・地磁気の方向（屋上に於て）変化を測定した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一76一

　a）マグネットの両極の延長上

　馬蹄形をしたマグネットの両極を上にして立

て、磁場測定器の磁西側の或る距離の所に置く。

その位置で錯直軸回りに回転し、その北極を夫々

東西南北に向けた場合、磁場測定器に及ぼす偏角

を測定した。家に測定器との距離を変えて測定し

た結果が第6図で示される。爾マグネットの北極

が北及び南向の場合は偏角が零であ？たので東及

び西向だけを図示した。測定器の位置の地磁気の

：水奉分力は9240gaussである。

　、b）マグネットの両極の垂直二等分線上

　マグネヅトの両極を北側に倒し、測定器の南側

に置き、両極の延長は東西に向くようにする。こ

うして測定器に及ぼす偏角を測り、家で距離を変

えて測定した結果が第7図である。測定器の位置

の地磁気の水回分力は0．240gaussであみ。

50。
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｝
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第7図
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2345噂6ワm　　　　距　島

マグネットの両極の垂直二等分線上

5◎。

偏
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下　向　　　　　　　上　　向

第8図　マグネットを回転した場合

。。

一5げ

董 3 伽 7傾

第6図　マグネットの両極の延長上

今こめマグネットの磁性が二極にのみ存在する

と仮定する時、その磁気能率は

・）の場合M一一号d・・…

　b）の場合　　114ゴHd3　tanθ

で計算して見ると、夫々　1．7×105，1．3×105

C．G．S．程度となる。そして、この仮定が成立す

る範囲で偏角θは距離dの3乗に反比例¢る。

　c）マグネットを回転した場合

　マグネットを立てその両極の中心より極の延擾

上東方2米の位：麗に磁場測定器を趾き、「酬顎の中

心を通る南北：方向を軸としてその北端を上下各々

90Qまで回転した場合、測定器に及ぼす偏角の憂

化を測った。その結果は第8図に示す通りであ

る。筒、測定器の位置の水：雫磁力は0．242gauss

であるo

皿　む　　す　　び

　レ＿ダ＿の磁気コyパスに及ぼす影響をRC：A小

型レーダー及び日本無線株式会社製レーダー・につい

て調べた結果、大凡次のことが言える。
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1・電源の接断による磁場の方向変化は・トランシーバー及びインジケーターより50糎以上離れれば、大約

　1。以下になる0

2・マグネト官ソは最大1米の距離で55。2米で8。位の偏角を与える。故に（但し、日本無線株式会社製、

押磁力・α24）2米以上離し嘩備すれ1ま・自差修正を施すことにより・磁気・ンパスへの影響をなくす

　ることができる0

8・レーダーの磁気遮蔽は・、1，2項を含めて、イyジケーターは2米以下、トランシーバーは4米（できれ

　ば3米）の距離で磁気コンパスに影響のないようにすることが好ましい。

ロラーン位置の線の精度について

亘．ま　え　が　蓉

商船大学　　鮫 島 直　　入

　滑剤航海に於けるレーダーに対して、外洋に於ては双曲線航法が行われるようになり、従来航海者の夢とされ

ていた時間と天候に制約されない艦位が常時求められるようになった。

　我国でも最近はロラ吠ソを設備した贈舶の数が次第に増加し、これを利用する機会が多くなってきたので、こ

の際ロラーソの誤差について一応定量的な目安を得て置くことは、操船上必要であろうと思う。

　ロラーソによる決定船位の誤差を求めるには、まつ単一位置の線の精度を知ることが先決問題であるQところ

がロラーソ位置の線の精度は、天測位置の線と異り、発信組局と準位との関係位置によって変るので、単に誤差

量：だけを求めても意昧がない。軍時に発信組局との関係位置を示さなければ・その誤差が特に大きいか叉は小さ

いかの判断はできないのであって、誤差は単に距離の遠近だけにもよらないのである。

・そこでこれ等の関係を明かにし、誤差の実験式を求める目的で、昨年来各船舶に調査表を配布して誤差の実測

を依頼した。その後更に電波航法研究会を通じて調査を継続し、若干の資料が集ったので、それと昨夏大阪商船

のパナマ丸に便乗して実測した資料とを合せて整理した結果を報皆したいo

II．丈職による瞬ラーン位置の線の誤差

、

一78一

　ロラーン位置の線とは、二つの発信局からの電波の到着時間の差が等しい点の軌跡であるから、それは両界を

共焦点とする双曲線群となることは周知の通りである。球面上では球面双曲線となり、両局を結ぶ基線及びこれ

に直交する中心線は共に大圏となる。廻転楕円体上では、更に複雑な曲線となるが、ロラーソは遽距離に利用さ

れるので、ロラーソチヤートの作製はこれを考慮に入れて計算されている。

　而て到着時間差測定に誤差がある場景には、位置の線に生ずる偏位誤差は、基線（FFり上では最も小さいが、

これを離れるに従って大きくなる○つまり双曲線群のお互いの間隔が挾い場所ほど精度は良いわけで、基線の延

長線上では最も悪い。

　双曲線の間隔と云うのは、これ等双曲線に直交する線上で測った間隔である。双曲線群に直交する線は、双曲

線と焦点を同じくする楕円群となることは、時辰方位角用のウェヤースダイヤグラムについて周知のところであ

る。このような楕円の、各双曲線に挾まれる部分が等しい点の軌跡、即ち位置の線の精度が等しい点の軌跡は、

三局を通る円弧の群となる。球面上では正確には四次曲線となるが、それは両局を通る球面楕円形に近い形のも

のである。その場合長軸は基線に直角な申心線上にあり、短軸は長軸に直角の方向にあるが、特別の場合の外、

短軸は基線と必ずしも一致はしない。長半径諺と短半径グとの関係は（鍛．1．T．　Seriesによる）

　　　　sinσ＝tan　6

であるから、距離が近ければ円に近い楕円形であると思ってよい。、

　ここでは簡単の為に等精度曲線を円と考えれば、その円の方程式は（1）、

（1）三旬和民「双曲線航法に於ける等精度曲線についての一考察」本誌三号、昭和26年3月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一79一



州・・鱗遭・｝2一購竺、）
一・一・………・・・・…一 i1）

　FFノ　　　　（基線の半分）o＝@2

　　　　　　　　　　　　　　　　　ん一一農（誤差齢）

で表わされる。従って任意の地点Pを通る等精度円の中心（0搾り、及びその半

径（・40’）は・基線の長さとP点の誤差倍率がわかれば、

　　　　　　　’・α一叢書／

　　　　　　　　　一2濃、∫…“…………三（2）

によって求ゆられる。又

　　　　　　　　　4F一海2⑳2

　　　　　　　　　　　＝ん。

　　∠1Fん＝

　　　o
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　　　　　　　　　　　一…e・霧一一∴一・・一・一……・…一一・・…・・…一・…・…一・…（3）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜　　　＜
　　　　　　　　　　　　　　　　＠＝・．FP．F’＝F4．Fノニ両局聞の爽角〕

となる・従って任意ρ地献於ける誤差騨㈲1よ雌測難から測った両局間の三角（・》がわかれば・簡

単に知ることができる。この々の値は、基線上では1で、その他の点では常にこれよりも大ぎく、基線の延長

線上では無限六となることは・上式から明かである。訪一ソ頒の線の鞭が、基線上で三根く、娠線

上では利用できないのはその為である。

以上は・時間差測定の灘に基く魔の線の偏位誤差についてであったが、筒この外に恒ラーyチャートや

冒㌃γテPブルの鞭及び位置の鎌己入の巧拙等によって起る誤差緒えられる・このよう樋類の誤差は、

嬬位と発信組局との関係位置には無関係な定誤差的な性質のものである。

　故に冒ラーソ位置の線の偏位誤差6は・これ等の二つが綜合されたものであると考えて、

　　　　　　　　　6＝v’・・＋4・・一・・一・一一一…一・・一・・……一一・一一…一一・・一，・一（4）

　　　　　　　　　　　　　　　σ・”関係位置によって変化しない誤差

　　　　　　　　　　　　　　4S…時間差測定誤差に基く偏位誤差

而て　・ 4s＝厩

＝∂cosec　g
　　　　　2

　　　　　か・侍間差測定誤差に基く、基線上の偏位誤差

　　　　　々…誤差倍寧

　　　　　g…発信組局間の爽角

　　　　　　　　　　　　一80一

　　　　　　　　　　　　　　　∠1渉…時間差測定誤差（μ．s．）

0．’081は光の速さの半分で、『1双．s．の時間差に対する基線上の偏位量である。

　この（5）式が冒ラーソ位置の線の誤差を表わす一般式であって、若しも右辺のα，6の喧を予め求めておく

ことができれば、任意の地点に於ける位置の線の誤差は・海図上の推測位置から爽角ψさえ測れば、随時知る

ことができる。始めにも述べたように、ロラーソ位置の練の誤差は、一律に只何分であると去う表現はできな

い。各爽角に対する誤差量を表わすことが必要であるから、（5）式のような形になる。

　而て後章で述べる誤差の実験式と対照比較する為に、先づアメリカの丈献に従って（5）式のα2，わ2の値を

推定してみよう。　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　一

　（D　地表波の場合
　buttonの航海単書（2）によれば、「時聞差測定の誤差は、2μ．鼠以下の値：が90（3）％得られるが、誤差全体と

しての偏位量は、地表波利用面積の80％に対して、：L／5以下である」と誌されている。　　　　　　　’

　M．1．T．　Series（4）には、、「発信同期誤差及び受信誤差等を綜合しても申央誤差は約1μ．乱である」と述べて

ある。

　アメリカ水路部の刊行物（5）によれば、「発信同期誤差は昂，＆以下で、受信整合及び読取りの誤差は、熟練

者でユμ．s．以下である」と云われている。

　以上を綜合判断すれば、時間差測定に関する申央誤差は・先ず1μ．＆　と見てよかろう。従って基線上では

0．℃81の偏位誤差となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

　而て地表波の最大利用距離は大凡700浬であるから、基線の長さが300浬の標準組局では、地表波利用の限

’界附近に於ける誤差倍率々の値は、

　　　　　　　　　ん＝巫　・
　　　　　　　　　　　　o

　　　　　　　　　　　700　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　一

　　　　　　　　　　　150

　　　　　　　　　　＝4．667

故にこの限界周辺に於ける時間差測定1こ琴く偏位申央誤差・・は・　、

　　　　　　　　　クs＝＝0／081×4．667

　　　　　　　　　　＝0／378

となる。

然るに一方Dutton書によればトロラーン位置ゐ線の誤差全体としては・地表波利用面積の80％に対して

（2）　Dutton，‘‘Navi鍔ation　and　Nautical　Astronorny，，1948．

（3）　2μ．s．以下が90％得られると云うことは、申央誤差で表わせば0．8μ．8．と云うことになる。

（4）Pierce　Mc　Kenzie　and　Woodward，層‘‘：Loran”M．1．　T．　Radiation：Laboratory　series　No．4．

　　　1948．

＜5）　H．0．No．1司L，　Catalog　of　1⊃oran　Charts　and　Service　Areas，1951．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一81一



±エ’5以下であると云われているめで・これを・・5以下の誤差が9。％工

率積分表から、

　　1．5
7＝
　　2．44

＝0／615

れると見倣せば、申央誤差7は確

となる・こ P三界附近に於ける誤差の全量であるから、これと先の時購u定に基く誤差の

式に代入すれば、

0．615＝＝へ／グα2十〇．3782

0．378＝ノα2一ト0．143

　7α2＝0．235

　7α＝0．485

となる・而て時間二二灘と・鎌上の偏位灘・・との麟ま（5）式から、

値とを（4＞

　　　　　　　　　∂2＝（0．081十4彦）2

であるから・4紛中央誤差を先の嬬から1齢とすれば、

　　　　　　　　　・イ；碗

　　　　　　　　　イ晦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ひ，．
　　　　　　　　　一／α235＋α・・66…e～号…一∴…一……．．．…∴一…＿．．一……．（6）

これが臓波による礁嚇の申央灘を表わす式である。

上式の¢角に対して夫榊央誤差・の値を計算すれば・第・表巌のようになり、これをグラフにしたの

が第2図A曲線である。

　　　　　　　　　　　　　　第1表．ロラーン位置の線の推定中央誤差

　輔波466鎚2137L92瓦33　L・5α79α58α53
　　驚・趣間波は大凡7・・溺上の麟1・於けるも厩ある．．　　　　『

　（2）　空閻波の場禽

Duttonでは・「近し働ら25・浬の脈は・2齢の離力励、8・・浬以上噺では5蕉＆
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以下が90
％（6）得られる・凡てを飴した雛誤差1ま・轍利回積の8・％に対して最大5’一71である」となって、、

るo

M・工T・Seriesでは家の通りであるo

18『l
　　　l

O／49

　　　1

（6）’これを中央誤差に面すれば、2齢となる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一82一

　　　　　　　　距　　　　離　　　　　．3001　　　　　400’　　　　　6001　　　　　800’以上

　　　　　　　　中央誤差，　5μ．＆　　4μ＆　　2・5μ・＆　2齢

　アメリカ水路部では、「近い局から250浬の庚でほ、李均誤差が約7μ。＄（7）で・800浬以上の所では・．李均

澱差が約3μ．s．（8）である」とされている○

　このように室聞波の場合は、距離が近い程誤差は大きい。併し室間波は主として地表波の利用できない蓬距離

で用いる0で、700浬以上の距離では・時間差測定の中央誤差は約2齢と見てよかろう・従ってこの時の式

は、

　　　　　　　　　・イα485・＋（α・8・・×2）・c・・ec2号

　　　　　　　　　一ノα235＋α・262…ec2号…………………・・一……………………………（7）

となる。但しとの場合関係位置によって変化しない誤差ノαの値は・地表波と同じと見た点に多少問題が残され

ている。

　上式を計算すれば、第1表下段のようになり、㌔グラフにすれば第3図A曲線のようになる。

以上脂血及び第2図、第3図のA曲鄭、地獺及び室間波による両一ソ位置囎の嬬に基く中央誤差

の推定値である。

　m，篇ラーン位置の線の誤差の実験式

　　　　　　　　　　　　第2衷　地表波によるロラーソ位置の線の実測誤差
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（7）李均誤差7μ．s．は、申央誤差で5．9μ．s．となる。

（8）　旧記誤差3μ．s．は、中央誤差で2．5μ，3．となる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－83一



二
十
“
卯
⑳
”
。
蔦
恥
▽
B
輔

ロ
　

ロ

泪
り
泪
一

ロ
　

ロ

濱
濃

陽
〃
．
〃
グ
グ
　
陽
〃
グ
〃
〃

陸
太

陸
太

4
　
・
5
4
6
　
　
5

H
グ
H
H
L
〃
H
グ

2
　
　
2
2
1
　
　
2”
H
グ
．
田

－
山
　
　
9
一

大
　
江
　
山
　
丸

｝：．琴

1：iな

ll：1ま

6
　
　
7
　
．
6
　
　
7
　
　
6

H
・
グ
，
H
〃
H
〃
H
〃
H
〃
〃
〃

4
　
　
4
　
　
4
　
　
4
　
　
4

陸

〃
〃
．
〃
〃
〃
グ
グ
〃
〃
〃
〃

聾，
演

a・。8伊II．4H6

0．「 P　85　　、々ま　’　〃

叩63な　”
1．464　　　4H7
2．2180・ま　4H6

9．67b丸　〃

0．5651@　4H7
0．366

0．2．78

0．372

　065

：LO　61、

陸

〃
〃
〃
〃
〃
〃

測 21382・

0．569

1・8、”

1．469

2．567

．0．865「

エ0P66

　総’　数

lChauven・tの棄却限界

・によって紛せしもの

17

2

第3衷鋪渡にタる・ラ，一唯一嚇の実測難（7・・潮上碗離）
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　ロラーソ位置の線の誤差実測め方法は、滑岸航行申は交叉方位法文はレ」ダーにより、「夫洋航行中は天面によ

って求めた船位を正しいとして、そこから各胃ラPソ位置のに線に下した垂線の長さを夫々の誤差とした。この

三徳灘：論黙劇藷線驚壁鰍　礁蜘
このようにして得られた一三の実礁却と・そ鱗の薙。と力鋼螢によ家多数わかれば、こ碍

を先の（5）式に代丸て未鷺ゆの値を求めることができる。併しこのままの形で1ま尉瞭法ができ

ないので、α，∂夫々の近似値を用いテイラー展開して二次丁年’ドは棄て一・次式に改める。

　　　　　　噸　　6≒プ（α，∂）

　　　　　　　　　　訴＋∂r・・6C2号

　而て　　　　　　’召三αo柱廊

　　　　　　　　　∂≡：∂〇十∠∂

と置けば、』

　　　　　　　　　・一ノ幅）＋（一瓢『オ・＋（一二4∂

　　　　　　ノ

　　　　　　　　　幽晦一2毒毒…鴬野～…（8）

上記の観測耀式から正規耀鵡求めて三三た結果・

　　∠6＝2

　　　　　馬翻藤織計嶋翻

　　　　　　　　　　　　　　　　噸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　……一……・…・一・…・…（10）

となる・これによって卿越まれ漁れ蜘値嫡に力胤て・・及び嫌を山際とが

できる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　・’

＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一86一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鴨

幽謁’

〔鴫一2／

・・…
@。・。・・・…　。・・…　。。・・・・・・・・…　（9）

　豊（熱論τ1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　（．D　地衷波の場合

第2表は各船の地表波1とよる贈舶の実測誤差で、5隻71例の観測値である。これと次の近似値、

　　　　　　　　　60＝1．0

　　　　　　　　　∂orO．01

とを用い（9）（10）式によって計算した結果・

　　　　　　　　．∠1召＝一〇．0723

　　　　．●．　　　　　　　αニ＝1．0－0．0723　’

　　　　　　　　　　ま0．9277

叉．　　4∂一＋α0056’

　　　　．“，　　　　　　　　∂＝0．01十〇．0056

　　　　　　　　　　＝0．0156
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　故に地表波による誤差は、

　　　　　　　　　・イα9277＋α・・56…e著

従ってこれを中央誤差に改めれば、

　　　　　　　　　7；0．8453θ

　　　　　　　　　　一一α7・45（α9277＋α・・56・・r・～一号）

　　　　　　　　　　プ6廟午己6脈毎・一……………・1一………一・一………（・・）

と云う結果を得た。

　実用に便利の為にG1）式を計算したのが第4表上段で、グラフにしたのが第2図のB曲繊である。

　　　　　　　　　　　　　　　第4表　ロラPン位置の線の炎測中央設整

翼一 ｮ二亙⊥±⊥可E可「遊1工甑ヨ．llぴ6σ■・・α・8α1

。地表波別・一・71r7－4一・5・㌘・・釧9・1研84研82釧8・1
　＿『『墨警『＿＿＿liO『．　＿3・穿生」＿2＝63　　＿姻＿　．　1・『？　　　　1・34　　　　1・11　　．　o。95　　　　0・92　　　　　「　’　1

　　備考：一　察間波は、大凡700浬以上の距離の場合である。

　而て（11）式のわ2の値は0．0111であるから・先の（5）式から・

　　　　　　　0．0111＝＝（0．081×∠1の鵠

　　　　　　　　　　　　0．0111
　　　　　　　　　認2＝　　　　　　　　　　　0．006561’

　　　　．。．　　　　　　　∠1’＝～／』i．．692．』

　　　　　　　　　　＝1．8μ．s．

即ち日本船に於ける実測結果からみれば、時間差測定の申央誤差は1・3μ．＆で・アメリカの交献による1μ・s・よ

り少し大きい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一87一

■



、（2）空間波の場合

　第3表は室間波による船舶の実測誤差で・4隻42例の観測値である。これと次の妊似値、

　　　　　　　　〃。＝1．0．

　　　　　　　　∂o＝0．04

、とを用い（9）（10）式によって計算した結果は、

　　　　　　　　∠1〃＝・十〇．1037

正

副に

ごz＝工こ〇十〇．1037

　＝1．1037

∠6二・十〇．0023

b＝0．04十〇．0023

　＝0．0423

従って申央誤差は、

・一
^エ・・37＋α・423…ec2号

・三
^α7・45（L・・37ナα・423…e～号）

　　　　・　イα7886＋α・3・2…e～号・一：…・…・一…1・……・・一……・・一…………（12）

醜るrこれを計算したのが第娠椴で・グラフにしたのが三図のB醐である。

而て時問差測定の回忌誤差は（5）式から、’　　　　　　　陣

　　　　　　0．0302＝（0．081×∠1’）2　　　　　　　　　　　　　　‘　　　“

・彦イ 0．0302

0．00656

　　　　　　　　　＝2．1μ．＆

先のアメリカの丈献による2μ．＆より謹かに大きいo

IV．む　　す　　び

　あまり多数の実測例とは云えないが、一応海上に於ける測定値からロラーソ位置の線の実験式が求められ、そ

の結果は第4表及び第2図、第3図のB曲線に示した。

同図の△印は陸測（レーダFを含む）によって・◎印は太陽・・印は星の天測1・よって得た実測誤差を夫三

角に応じて点言己し燭ので・矧羅曲線Bの上下に半々に鮪している。曲線は中蝦差娠わしたものであ

るから、これを越す場合と、これ以下の場合とが半々になるのは当然である。

但しこの誤差の ｦれ加・天礁差の場合と勘てゴ隙・鞍定である・求めた妙の値を検定するまで

に至らなかったが、その精度はあまりよくはないだろう。相当大きい誤差が時々現われ、ショビネーの棄却限界

二って麹したものも若移るので・一こρ献利用に際して充分の臆筋引である。

叉嬬による晶晶曲線Aと比較して全体に誤差は大きいが、特に定誤差的加の値が地表波、室聞波の

何れの場合も大き…’ ｱれ等の原因は・この器械巌備して日が浅いと去うこともあるだろうカ、収正しいと鐸．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一88一

て採った船位の中で、半数近くは天測によって求めた船位であるから・天測船位自身の誤差も幾分含まれている

ものと思う。従って、今後更に取扱いに熟練し、叉糟密な誤差測定を行えば、その値はこれよりも減少するに淫

いない。

　第2図及び第3図について、陸測によって求めた誤差の△印だけ塗見れば・文献による推定中央誤差曲線Aの翻・

上下に約半々に分布する。この点から判断すれば、必しも推定誤差曲線Aが小さ過ぎるとは云えない。

　実測誤差の整理に当って、始め陸測によるもののみを選りわけて整理しようと試みたが、三角の全般に亘った

観測値が得られなかったので、計算ができなくて、やむを得ず天測によるものと併せて計算しゐ。併しA曲線が

正しいか、或はB曲線を適当とするかは、筒今後の検討に倹たなければならない。

　以上のようにして単一位置の線の無卦誤差がわかれば、2本或は3本の位置の線の交りによるロラーソ三位の，

確からしさ、或は確率50％の誤差圏楕円の大きさ等は・天測船位の場合（9）と同じく・同時確率の問題として

求めるこζができる。虚位附近ゐ双曲線の一部は、誤差がある場合李行移動すると考えても、実用上は差宰えな

いであろう0

　2本の位置の線の場合は問題は簡単であるが、3本の場合は夫々の位置の線の二三が等しくないので、・精度の

異る3本の位置の線の交りによる順位の問題になるから、事は少し面倒である。

　この場合誤差圏楕円と同面積の円の半径を求め、これに減る係数を乗じて確牽50％の近似円を描く方法も考

えられるカ1、それもあまり簡単ではない。

　実際問題としては、3本のロラーソ位置の線が皆等しい條件を持つ場合は稀であるから、その中で精度（爽角）

と交角の良い2本を選び、愚母の悪い残りの1本は参考にする程度にすれば問題は簡単である。一この場合真の誤

差圏は、2本で求めた誤差圏より小さくとも大きくなることは無いので、安全でもあり、、且つ簡単な表で足りる一

から、最も実用的である。

　若しも3本とも略精度が等しい場合、即ち爽角が略等しい時には、その奉均値90を用いて、それに対する申

央誤差ノ。を求め、天測用ノモグラムを利用して近似計算をすることは容易である。

　筒ここに附言して置きたいことは、ロラーソを使用した経験者から、冒ラーソは非常に精度が良く、天測より

も正確であると云うことを聞くことがあるが、数回の測定結果から、直ちに天測より勝れて居るとの結論は出せ

ない9第一その時の爽角が問題であって・爽角の小さい時には・天測より劣る場合があるだろう。第2図・第3

図に見る通り、個々の実測誤差は零の場合も度々あるが、叉非常に飛び離れて大きい誤差もあるから、簡単には．

云い切れない。

　併しロラーソの強味とするところは、局が適当に配置されて居れば、天測と違って天候や時間に制約されず、

蓮派して毎時間でも船出ゐ測定ができる点にある。たとえ個々のロラーン船位には多少の誤差があっても、蓮続

測定を行えばその船位には大きな狂いはない。その点天測位置は正確であっても・一・昼夜蓮続しての三位の確か

らしさの積算に於ては、ロラーソには友ばない。操船法g）立場からは、個々の船位の正確さを争うよりも、蓮緯．

　した面懸の誤差の積算値が少い方がよいのである。

　爾蛇足ながら注意しておきたいことは、時間差測定の誤差の値は、発信局との関係位記によっては変らないこ

　とである。たとえ基線の延長線附近であっても、時間差測定の誤差は別に大きくはないが、その時間誤差に対す

る偏位誤差は大きい。東京湾附近で冒ラーソのテストを行うような場合に、時間差測定の誤差だげを求めてその、

値が小さいからと云って、延長線附近にもかかわらす良好であると判断するのは誤りである。これをロラーyチ

（9）海務学院研究報告、第3号、昭和24年11月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一89一



ヤートに記入すれば、大きい偏位誤差となる場合がある。

絡りにのぞみ・誤差の畿に対して援助を戴いた電波航法研究会、並びに誤差蝉Uの為に瓢の髄を験て

下さった大阪商船会社の斎藤監督、叉誤差の測定に協力して戴いた東京計器の高木技師に対して厚〒く謝意を表す

る。

更に贈務忙の申を特に多数の翔誤摯縮せ下さった鴛の賑及遡当士官曜氏に対して纏な

る謝意俵し謹んでこの拙撤回る諾しこれが海上に於磯分で鯵考とな杣ま幸いである。

ロラン送信局の時間管制装置について

日本電気株式会社
　　　　　田　　　申

　　　　　岡　　　　田「

　　　　　野　　　　口

信
忠

高
紡
基

一90一

ψ

　1緒　　　　　言

顎脚株式会社においては、・ラソ送蘭語酵雨冠（L・RAN　TIMER）につ・・て・麟省よ獅和

27鰻および昭和28鞭の両年度に渉って、科学技術応用研究撒金授けて試作研究を行った。

試徽の性能については充分に満足すべ誠果が得られており・引続き行ってい纏羅蝋験においても極

めて良好媛定離示しているので藤壷省海上保安庁の了騰得て・本羅の鞭について報告する・

　2　舜ラン送信局の時間管制装置に要求される諸事項　　　　　　　一

　ロラン双曲線航法によって艦舶或いは点前機等が自己の位置を求める際に生ずる誤差は測定に際して生ずる

極の誤差、離郷態によ論ずる誤差・送信局側において生ずる誤差等の愈の誤差の総合されたものとなる

が、ロラy送信局について考えて見ると、主局および従局から発射されるパルスの繰返し周期および遅延時間の

変動が臆決赴の大きな誤差となること1燗知の測である・この灘をできるだけ少くするためには・・くル

スの徽三期の基靴なる水晶制禦の三振器は勧て高度鯛勝安鍍締していること秘要である・

この原発簾の出力を甜て搬のパ・・ス繰返し周灘に逓降する周灘艦購および翻パ・・スに蹴の時

雛を翫る時間艇醗の酢が口論実であるべきことは当然である・更に・ラy雛においては位置の決

定は主局およ縦局から発射される両・…スの測定櫃における到鵡問差を測定することによって行うのであ

るから、主従醐の・…スの幽し周期が多少でも黙る時は・瀦のパルス旧離三間の髄と蝉こ変化

し、これ螺養して羅が増大するので、（画えば主局の尉醗灘の回瀾灘1・対して従局のそれの撒

周回羅が1×・・一7であり、常1・この偏差の三三鶴しているものとすれば・主従醐の発射パルスの臨、

隔が正しく蹴時酷に纏されてカ・ら・・分後には6q・・の謙雄ずる℃ことになる）従局の尉醗振器

は常に主融財三三と同期を保ち、醐のパ・・ス三間差の規定値からの偏差即三期三三少にする．

醐周回制禦購が腰となる。（・ラ三法による三三聡三差から考えて・この三三はα5・・以

下とすることが望ましい。）こ碍の回路は一三ラ授信機にも同様に使用されているが・送開嚇聞管臓

置においては趣めて離の性能と、．長年月に渉麺罐転におけ蕨定確実な動作が要求されるものである・

　3　装置の概要

　3．τ構　　　　　成

　本機は第1図に示す如く、墓準…KC水三振器凋灘分割器時闘礫回路濫視用プラウy骸置・

自動同期装置、受信機・轍用プラウ漕羅および電澱勧8っの主蝋分か嚇成され・灘1・300mm・．。、
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第1図　NGTロラン送信局時間管制装置回路開成

一92一

第2図　ロラン送信局時間管制装置

　　　　（試作機）外観写真

発i振周波数安定度：　3×10－8以内

　　高さ2，050mm、奥行．500mmのキ』ヤビネツトラツク
・　転
　　に実装したもので、その外観は第2図の如くである。

　　　3．幽妙各部回路と性能の概略

　　　　3．2．1基準100KC水晶発振器

　　　送信局時間管制装置に使用する基準100KC：水晶発

　　振器の周波数安定度は、主従両局間の同期が雑則等に

　　よって妨害される時間によって決定され、此の時間を

　　数秒として周波数安定度の設計の基準を3×10－8と定

　　めた。そこで発振回路としては電環型水晶発振回路を

　　用い、水晶振動子としてはGTカヅトのものを使用

　　　し、：水晶振動子及び電僑回路素子は高感度恒温槽内に　　ノ

　　収容したもので外囲温度の変化、電源電圧の変動、部

　　品定数の経年変化に影響されることなく次の如き成果

　　が得られた。

　　　　発振周波数：100K：C・士2c／s可変

　　　　増「郵器禾廼得：　　60db　（負り帝還10　db）

　　　　：水晶振動子：　Q・＝140，000

　　　　　　　　　　　共i振抵抗　70Ω

　　　　　　　　　　　温度係数　2×10一7（200C～600C）

　　　　　恒温槽：加熱電源AC　22V、1A

　　　　　　　　　　　内部温度　53。C±0．02。C

　　3．2．2周波数分割器

融数総懸は第1図の回灘成図1こ示す如く・第1より第6まで暇とし・イ可れもブ・ツキソグ発嬬に

依る同じ融数舷防式で、1COK　Cブ・ツキソグ発耀の出力10・・をもとにして各段でそれぞ漁者の周期

を順次5、2、5、2、5、4（叉は3、5）倍して第6周波数分割回酬力側に夏20・000・・側よ15・000μ・・25・000

μs）のパルスを得た。叉ロラン各局に固有のSpeci飴P．　R．　R　を得る為めに第6周波数分割回路の出力の一・

部を第2及び第3周波数分割回賂に帰還することに依って、第2周波数分割回路では第1周波数分割回路出力の

50μsを、第3周波数分割回路では第2周波数分割回路出力の100μs、200μs、300μsを短縮し、両者の組合せ

ユはって第6周波数雅個酬力・…スの醐を501μ・～30恥の間50μ・毎こ可変短縮出来る様にした・此の

第6総数耀回瀦力で次のEcc1・・J・・d・・矩形凝生器を同期翻させてその周期硬に2倍し・24種

のSpeci飴P．　R．　Rが得られる如くしたQ叉此の短形波発振器からは1800位相の異った矩形波を取出して、

A及びBの時聞遅延回略をそれぞれ駆動する様にした。使用した周波数分割回路は第3図及び第4図に示す

ぼすである。此の回路は陽極雷源電圧変動に対しては格子バイアス電圧が影響を受け、周波数分割数に影響を及

如く様に考えられるが同時にC2に加わるパルス尖頭電圧が変化するため、即ち陽極電圧が低下してバイアス電

圧が浅くなれば前段の周波数分割回路から供給されC2を充電する正パルス尖頭電圧値も低下し、　C2に蓄積さ

れる電荷もそれだけ少くなるので規定パルス数で動作する傾向に向うため陽極電源電圧羅100V～300Vの変動に
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対しても安定に動作する試験結果が得られ

た。三三條電圧の4．5V～7Vの変動に対

しても叉真三管の取換えに対しても動作は

安定であり、数ケ月以上に渉る二二動作試

験に於て回路の再調整を必要としていな

い0

　　3．2．3時間遅延回路

　三三遅延回路は第1図の回路二成図に示

す如く～A遅延回路には1，000μsめ整数

倍で時間遅延可能のA－1，000De！aシ

Circuitを・B遅i延回路には1，000μs、

100μ・dOμ・の整数倍で旧聞遅延可含旨の

B－1・000、B－100、　B－10　Delay　Circuit

と微細に遅延時間の調整可能のB－Cont－

inious　Delay　Circuitを用い、　A－1，000、

B－1，000では1，000μs～15，000μs、B－

100では100μs～1100μs、B－10でぼ

・20～130μs、B一二Cont董niousヒ’1…ぽ10～21
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第4図　帰還を行った周波数分割回路

・sの三三が出来る様にした・B－C・・ti・i・u・を除く各回臨に々よいつれ繍5図に示す如くD。！。夕

M藤ib…bちS・三ect・・及びC！至PP・・の醐を用噺卿艇時間を得た。即ちB一聯・（A嘱…1艇

　ノ

Trigger

P・lse『一一蒔→

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10曝p・［s・（又は1。0μS，1。μSp・｝se）

町田時間調整

＼

ぎも

卜一・6一一DeiaンPωse

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B＋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『G－
　　　　　　　　　　　　　　D・｝・yM・比1・ib・・t。・　S・【ect。・　　　CllPP，．

　　　　　　　　　　　　　　　　噛第5図時聞遅延回路

回路では25c／s矩形波i発生器出力を主パ九スに変換してDe亘a夕Mu互ti▽ibratorを馬区動させ、その陰極格子間

のバイアス電圧を調整することによって出力矩形波の幅を変化させそφ後端で一定の幅（下呂00μs）をもったパ

ルスを奔生させてSelector回跨で遅延時聞に相当した工000μs　Markerパルスをi巽択増幅し、℃互ipPer回路「

で他のユ；000μsMarkerを除去し・規定の1・000μs整数倍の遅延時間を得た。此の出力によって順次B－

100・B－10遅延回路を駆動し同様にしてそれぞれ1C諏s、10μsの整数倍の遅延時間を得た。　B－C6nt呈nious

遅延回路にはDelay　Multivibrator回路のみを用い遅延時間を蓮続的にi変化出来る様にした。・
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此の三三嘱姫糊動に対する安定度は第6図～第9．図の如くであった・貝二品鷹圧の麺に伴って

D。1。y　M・lti・ib・a…勤め矩澱幅が変化するためS・1・・…醗で幽する獄幽幽面当する・

第6図　緻條電源電圧変動1ご対するA－1，000（B－1・000）選択回路の安定度

第7図　陽極粛源電圧変動に対するA－1・000（B－1・000）選択回路の安定度

　　　　　　　　　　　　　　　一95一



　　　　　　　　　　第8図　繊條電源電圧i変動に対するB－100選択回路の安定度

　　　　　　　　　　第9図　陽極電源電圧変動に晒するB－100「選択回路の妥定度

Ma「ke「Pu！se翻れて湘隣るM・・k・・P・1・e催搬ることが起翻る。．同図の瀬蘇に見る如く繊條

電圧の降下に対してはD・王・yM・lti・ib・a…の勘丁丁三郎くなり、陽極寵の降下に対してはその幅が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一96一

旧くなり従って面出をそれぞれ賑及び短回る傾離乱た・然し測憲課に示す如く麟臨3～7V

。）麟、対しても、賜瀦圧・8・V－3・・V（三値25・V）の麟・対して鱗接M・・ke「Pulse響愚

することな素謡聯をさせることカ・出来た。実際には電澱置（趨圧回路給まれている！の電飾動

i麺及び．・イア嘱圧は±・．5％以内、緻條臨は士・・％以内であるので誰ヒの糊駆醗の聯三分、．、

旋であると認る．B－C…i・i・u・D・1・y　Ci・cuitはD61・y　M・lti・ib・a・・切み恥い10・s～21・sの㌦

蓮続醗としたもので、上言己の実際の電圧変動に対する艇燗は・・…以下である・以上各傭船ま灘

購鎌に於て破定な聯を示し・搬の遅鮒間蟷に保って購している・

　　3．2．4自動同期装置
三二期難は第・図の回購三図に示す如く・従肋場餌A一・・00ゴ・局の場合はB－10艇醗◎四

二パルスを、§ynch．　Delay・Gene・atorに加え・0～与Orμsの間蓮続的に任意遅延時間の得られるパルスとし・

て、N・g・・ive　G…G・・e・a…に臓こ・でC6i・・id・井・e　Mixe・を動作させるのに必要な3・s～13

で秘泌三値回する負のG…P・1・eを作り、P・i・6id・・ce　Mixe・管の陰極に縛る様にし牟・舶

蘇灘から供継れる勘主局のVid・・信号は寸id・・Umit…及ダViゆAm・・で梯形波三叉し

C。i。。id。n，e　Mi。。。管の制御格子に興る様にした。　C・i・・idence　Mi…管は塒2つの甲t・Pr1＄r及び

Vid。。信号が購に加わった場合1・購臆となる様にし、V｝t・・梯形波形の前縁にG・・e　Pulseを雌雛．るこ

とにより、購の棚騨蜀即ち規定時離から曜少噸羅に胴した波離のパルスをそρ陽酬に取

出し、此れを一定の三韓鹿野たCh・・gl・g　Di・d・に臓て規欝聞差からの蹉師負の直童謡峻

換した。三三縮晩Diff・・e・ti・玲mpに脈て増巾その勤の一音陀バラソスメータド1こ臓姻期の

状齢かターに指示させると共に、一定の鮭以上開聞が琳た場釧ま警鰻諏びズリソかの継翻

三三させる離した。丁丁ののDiff・・e・ti・1’Am・・出力獣のB・1…eとMi…即灘柵・その飾

電圧を臓、鹸の直薦圧の大さ及びその極性を5・・！・叉ほ6・・／・の交薦圧の搬徹び樋に、180．

位相の異る醐に変換しPh・・e　C・rrect・・回蹴び出力管樋して・」・斜交齢壁画機を賦する様にした

そこ噛蛯ﾌ三三耐叫た振帳び位相の異る交灘鱒調膳の搬及び気働向醐御し・灘蝉

装置によって三三三野び位相纏用可麟麟を酷して従局搬・鴎水晶懸器鯛灘及び位相

の自動制御を行わせ、主従両局発射パレスの自動同期を可能とさせた。

　　電動機は三子繍に臓る電鹿AC3・V・叉電脳・・5Aとし・界磁繍1・髄る蜥を0～3伽Aに

変化した三三の三二は・ん5・…．P．　mで充舷速騨御祠能であり・飛動聴加5・・9－cm以上で’

回報置を綱するに充分で捌、叉界磁繍に漁る制四脚流位相の購1・よる騨機の心心めて瞬

　時1こ行わせることが出来る。　　　　　　　　・　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　。

融獺整廠び位相謙繭変蓄離を焉麟鱒装置の継比は・麟機回転軸に対して三三整用

可変蓄離韓2。，48・分の・に、位相纏嗣二型軸は32・分の・1・劉それぞれの可薦離の1購

（磁気訴訟麟電器は・／、騰）1・依る融帯び位相緯糊は・…kc懸船数に対し。・5q／戯

び、。。，としたため、調機・回転甥す乙離範囲はそれぞれ5×・・一3c／・・3×・。一24・となり勧て高野

　で自動同期を維時させることが可能である。

　　評論齢・ある米騨ラソ送信局の発射パルス門下し・此の試機との瞬同君蓮繍験申である

が講による騨も影響されることなく安定に嚇し・その同期誤灘・・5・・以内に擶することができ

　るQ
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　　　3．2．5其の他の回路

　　以上の騨100KC水晶発振器・周波数耀器・時間醗回照び自動同職並々ま時賭膿置の性能按

．定瞬灘する最も藤な紛であるが・塒の外に知各部臨が総合さオ・て働て噸管騒置の黙黙が

　完全なものとなる。

　　　　（1）　同期監視用ブラウン管装置

　　二二び二二スープに依って・主従醐パ・・スの獄時間差及びパ，・ス・マ・チングに依ってその臨

状態雄視するためのものであって・ブラウン管には螢光面直径・2・mmρ5UP・を用・・た。（ブラウン智に

‘ま5ABPIその働用い・更に輝摩回るくすることが出来る・）緩嗣ス・一プは鯛期を3・m・、・4・血、、

∫ヌは50m・で擶rし・ζ縫上下の2っの光跡に分離し、それぞれにA及びBペデスタ，汲びし。。。。、マ’

7か帳示させた・急擶∫ス・一プはA及びBペデスタ・・℃光蹴分離して棚1を行わせ、擶1瀬は450，’

凶～・・5・・・…7…～52…旧び85・・～・8…の鍛酸として、これU…。。、…。，、ユ。。，、及び

、2・・のマーか帳示させた・螢光面上の2・・マーかの騙は9m阻で、主三局パ，、ス三期状態を、

ρ2μs以内の誤差内で監視することが出来る0　9　　　’　　　”

　　　　（2）試験用ブラウン管装置

　　周灘脚回路・時鏡面回路詠晶凶器騰そ碗の購の正常な辮臆艦視し、恥部の灘調整『’

を容易にするために必要なもので・ブラウン管には5uP・を用いた。此磁周灘脚器の2・。1，、25。／、叉

は331ノ・c／sの二三力で同期をとり・これに艇回賂（醗時間は主離1・依って。～26m，、微細灘1、

：よって0～1；6qO・・の間変化二一）を設け・更に擶｝搬を24加・～42　m・、　a　6　m・魂2加・及び200。、～．

420μsの3段可i変としたため、時間管制装置の各部の波形を螢光面上に表わし、叉掃引遽度を急掃引とするこ

，とに依り、波形を拡大して観測するζとが出来る。

　　　　（3）　受　　信　　機

一・?ﾇ並に蝸駕授温し・その検波▽id・・出力銅艦襯プラウ闘魚1・劃すると共に鵡弾

弓難に臓て醐の鯨油に鯉齋もので滴融三三・段中三三巾蝦伽』ラソ・パ・以三三・．

重スーパー・ヘテロダイン受信機で、その諸性能は次の通りである。

　受信周波数範囲：　1，700KC～2，000KC

　中間周波数：　1，040KC

　・総合周波数帯域巾：　6db減二三に於て50KC以上

’騨畷信感度・S／N〒20db∫Viと・・出力油圧150Vに於て3。V以下

　影像信号抑圧度：　80db以上

　Yid・・増巾器通過周波数帯域巾：』500・ノ・～40KC

　四域二二器特性：　遮断周波数2KC

　高周波及び二間周波増巾器ウエブトラップ特性：　妨害周波数に対し50db以上の減裏を与えることが可能

此の受信機は微弱な蓬方飼局信号と非常に強烈な自局送信信号を共に受信するため、両信号を同程度のレベルと

セて高周波増巾器に入れることが必要となる。此の両信号は別々の或は共通の受信察申線からロラン送信局内に

．輝されるSwit・hi・・E・・ipm・ntに入り・自局送信信号は灘され・一方溢血信号は無期されて脈の匝

路を通って此の受信機に入る．瓜筒自局送信信号の漏洩出力が遠方信号回路に入り混信の原因となるので、受信

機の入力回略には蓮方信号受信時のみ低利得増巾器として動作し自局送信申は閉塞す乙E亙ectronlc　Attenuator
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と自局信号のみを通す抵抗減嚢器回路を設けてある。

　　　（4）　電　 藍原　 装　 置

本装置の動作を更に安定とするため、各陽極及びバイアス電源は何れも定電圧回路から供給している。此ρ定

電圧麟は、何れもC。nt・・1　T・ba　R・g・1・t・・T・b・及び定電圧放電管を臥・たもので・玖側交臓圧80V』

～120V（規定値100V）の変化に対する供給出力電圧の変動は次の如くである。

フk晶発振器　陽極電源二

陽極回路用300V電源：

陽極回路用250V電源：

750Vバイアス電源：

一105Vバイアス電源：

4結 言

　134V土0，1V以内

　300V±0．3V以内

250V±02V以内

一一 T0V±0．1V以内

一105V±0。2V以内

参

　以上に、ロラン送信局に設置される時間管制装置の試作概要を説明した通り、各部の性能及び総合的な性能

は、送信局時間管制装置に要求される諸事項を充分に満足し｛現在欧米に於て使用されている㌣ラソ送信局時聞

管臓置に回するものと齢れる・今回1・澱雛轍を回し浪期間に渉る装置の錠離樹作嘩

回し謀装置の耐縦拷え凋用御して長瑚に勤充分な灘醗揮する鞭1こ灘鱒えて行き旧いと

思っているQ

糊に本研究に対して穂簾濾を戴いた・轡媚海上保三三購課堀江課長その他の方々に厚く謝意を

表する次第である。
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レーダーどロランの利点及び使用上の注意調査に

ついての第二報

1．’ま　丸　が　書

商船大学 庄 司 和 民

　電波航法研究報告第3轄に第一報を報告しました後、次のような調査報告が旧いりましたのでこれらをまと．

めて第二報として報告させていた§きます。

　〔1）第一報以後の会社船の報告　　　　　　　　3　通

　②　海上保安庁巡視船の報告　　　・　　　　　32通

　⑧　新しい形式による会社船の報告　　　　　　43通

　㈲　ロランについての報告　　　　　　　　　’5通

　夫々についての一包表を第一表・’第二表・第三表・第四表として次に揚げておきます。

　いつものこと乍ら・忙しい艦務の中を・本調査に協力下さいまして、貴重な資料を御寄せ下さいましたこと

を深く感謝致します。

　猶・私の手旧いから第3輯に提出する原稿が一枚残って居りまして・第一報として報告しました丈申回し抜け、

た所がありましたことを重々御詫び申し上げ・本報告φ末尾にそれを掲載していた§きます故、これを第3輯の

115頁上から2行目と3行昌の聞に挿入して読んで下さいます様御願致します。

F

塵蝿号

第　一　表　　第恥報以後の会社船の報告一覧表
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第　＝1表　　海上保安庁巡視船の報告一覧表
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　へ　　　　　

睡理番号
i
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第四表　・フンについての轄一滴（含第3輯所載）

船　　名

「面1．Ll富士叡

M・・2－Ll赤城丸
＿．．．一．．．　1

MOO3…Li大江山丸

　　　　　MOO4－L…めきしこ丸

　　　　｛
MOO5…Ll赤城山丸
　　　　1

屯数
　t

　　　1
所卿 ロラン種類

　
　
y

　
ラ

　
　
＃

　
　
一

　
．
リ

　
ペ

ー
ス汽本日新

船
30

　
β

　
6

乞610ﾋ剛 〃

　　l　　　l
◎844P三井脚 〃

乳322昼 〃

⑥637g囎 〃

調査期間（月数）

27．5．8～
　27．　8．　3　（4）

27．6．6～
　27．　9．23　（4）

航　　路

ニエーヨーク

ニユ．一ヨーク

27Q7黙（2）1北
米

報告者名

二航　早川　　正

船長　山県　春雄

船長福元　、操

21含藩～（6）L一・吻二型越劇

2●第一報以後の会社船の報告についで

27．10．　1～

2磁7（2）二　一ク Dr鍛川三下1

これは樋であるかい階・囑瑠介することにと・めて・この資糀鱗にあげた樋の統計の申に、

入れて脳耽とは・翻筋嬢避凱脳・よってして・幽くこど1、しました。

二三があったため安田が特に確聯・又は樋灘・らした糊（第五表）
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　　　　　　　　　　　　　　　－104一

至　
伽下

M

｝
一

27．8．3

1500

27．8．14

27．8．18

30。30FN

116。12／W

北太李洋

　W：NW2

　　　0
Slight

霧

P

io2M

瓢、5｝N。wY。，kl濃霧
　　　　　く
160G　iAmb，。、e

　　　　　C蝕a撒el

　　　　　l
　　　　　i一

W6。，　Cca，・。f　Mexi・偶灘のたゆ・・1・1

San　Martinを視認し得ず止むなくレーダーに

より　4～’5浬に航過する。

　北太卒洋航行中霧に遭遇ボレーダーにより安

全航海を得た。、

27ほ2．3

1400（ノ0600

Houston

Cban箪e1

　Ambroseにてパイロヅト乗船・ニューヨF

ク港内に肉う途中濃霧に襲はれ視界は全然利か

なくなったが、レーダーに依り6浬以内の水路

のブイは全部映像に表われて居り、無数の行逢

船を何んなく避航しつ〉航行出来た。
　　．’

　　　　　　　12月3日1300ガルベストンrを出港して
．濃　　霧
　　　　　　HGus宅◎nに向つた際1400頃より濃霧となり

　　　　　広瀬議び罐撫翻罷ζ氏

睡来た・

1油・瞬鳩
G…～・8・・1酷…浬

1北上ポ

・S～曽N脚1　当時台湾の北部及黄海に生した低気圧のた

　　6
　紐　　雨

Roug轟　Sea

め、11日朝より天候悪化天測行い得ず・レー．

ダーのみにより航行11日9時頃臥蛇島を東

20浬に捕促安全に大隅海峡を通過した。

　．．　　　　．　　　　　　　　　＿　　　．　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　、　　　　　　一．一　　　．．・　・一．．．．一一一一　一　・・一　一．一．一　’一一一．　｝T　　．．　　　　　　　　．．．一　　　－　．．　．．

（2）　故瞳について

　　　　　　第』穴　　衷

「
｛資料番号
L
i
l瓢01§…鼠

l

ll
・

故 障 現 象 回数 不　良　部　品 原 因 使用時間

ヘッディングマーカー表われず i　　i
　1｝ 真三管 畠不　　良

　

127．　5．29
1

丁丁不明瞭となる

10FF－STA画D’By－ON’スィヅチを

0：NにするとAC側ヒュらズ切れる

スイッチをONにするとK－1201
より火花

R002M

R102M
｝

1

1

1

マグネトロソ

コイル

不1　良

焼　　損

27．6．19

27．8．6

2プ．8．15

感度が良．くなったり悪くなったり、

時には画面全体として暗くなり物標i

が消えてしまう01

ライシチエック各メ門田みの指度に

異常なく豫の突然消失

スタン’バイからスイッチオンの際ラ

インチェック3．盈から3．0に下る

：全般に感度低下し、画面暗い

メーターをマグネトロソにすると指

1針は。

・iA蕪（▽3。6）

　　6A：L5（V307）

　1クリスタル

1

1不良　t、
　　　　　　　　　1
不　良　　1

，不良　取換調整　1

プラウy管

6AK5　．2本

3B多4
2D21

1

　不　　良

二三
Pライγチェ・ク
U32に安定
1マグネトロ：／指示

　上昇

1139．

1199

（3）　使用上の漣意又は意見

り105一



：MO　19－R

　　I　スイープ線は現われるが、テストエコーが現われない場合がある過信は許されない。

　亙　低い雲は映豫となり画面に現われる、．小さな島と誤認のおそれあり。

　皿　方位の誤差は2～3度に及び船位の測定にあたっては、必ず二つ以上の方位をとるか、方位はコンパスに

　　てとり、レーダーでは距離のみとること。

　皿　スコール、濠雨中のレーダー使用価随は疑問である。

’MO20－R

　1　極めて狭水路の浮標灯標等探知する際には、ヘッディングマーカーを余り強くすると左右一対の灯標が同

　　一になって画面に現われるから障碍物と誤認し易いから注意を要する。

厳021－R

　I　ブラウン管の故障によるレーダーの作動不良並びに現象について

　　イ　全使用時間が1000時間を超えた場合

　　ロ　ライソチェヅク各メーターの指度に異常なく豫の突然消失

　　ハ　スイープが全く消失・STC・ゲイン、イソテソシティ効かない。

　　二　各部の真室管の交換ではなをらない。

3．　海上保安庁巡視懇の下酒について

　（D　レ日鋼一が幽つたた麟蜜傘総称ミ將に確保さ瓢又は利叢豊奄たらした將例

　海上保安庁とじての任務の性格からいって、悪天候や悪條件を目して航行することが多く航行の安全を確保し

た例や、危険回避は枚挙にいとまがないという報告が殆んどである。又その報告には会祉船と違った点として、

遭難船の捜索や誘導に効果があることが挙げられる。

　第七表にその報告を紹介します。

第　　七　　表

資料番号

KOO1一嚢

KOO2一盈

月　　　日

時　　刻

27。5．26

1200

無位嚢の播
4禦261N｝SE・
　　　　　l　f

14瓢5E 月拠�Q

K。。3＿Ri2α、エ
32。N

150。£．

風速30m

時　　化ゴ

27．5．

　　　ヒ

ト酬　濃霧

記 事

　霧中操業禁止区域内で操業申の密漁船をレー

ダーで捕促した。

　特記事項なきも夜間視界不良時に於ける出入

港時には、視覚と併用して著しく安心感をもπ

らし叉効果は大である。

　絹笠丸（7000、t）救助の際、方向探知機で逐

次近付き17浬の距離でレーダーにより捕促。

　方探で近づきレーダーで捕促する方法は其の

後も屡々使用し、有効である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

　視界最大50mの濃霧中、距岸10浬で、漁
贈商船等多数航行していたが、潮流のなかにも

拘らず安全に航行出来た。

一106一

R400K
　　　　［
26．　4．　8　　13101ノ．5　N

　　　　l
　　　　　l13げ43・E

　　　　　ト

　　　　j
　　　　　I
　　　　　1
26．11。10133015’．2N

2355 135。58’．9E

26．11。28

2315

33。0αN

138027’　E

W　　　2

　．b

うねり　2

視　程　6

N1　　3

　　b

うねり　2

視・程　3

糟に曳航申の遭難船第3伸洋丸（8a62蜀

引取の為米船と合同すべく行動申レFダーによ

り16浬にて該船を捕促した。（Gain　5．5・Cont－

rast　6、　SupPressor　5）

　機関故障の：為漂流中の機訟訴第、80郵船丸

（120冨）救助の：為捜索中レ｛ダーに依り18浬

に艦影を発見該影豫の大きさ、及び移動せざる

事より該灌難艦なる事を確認したo

NNW4
　bc
うねり　5

視〆程　3

：K：005－R

KOO6－R

27．3．22

2200

26．10．3

ユ630～0210

26．10．8

1800～2200

大王嘲三

衣i州灘西方

伊豆南岸

S　　　8

　　r
うねり　4

視　程　1

NW　2
波　浪　1

　　C

E　　　3

　油糟船極東丸（1GOOO冨）を曳航中荒天の為・

難航食糧欠亡せる比島艦アルバコール号に食糧

補給のため該：船を捜索中レーダーにより18浬

にて発見該行動を容易ならしめた。

27．3．8

0130（vO150

東京湾内

富津沖

　基地串本向け航行申低気圧99＄mb接近に伴

い荒天となり航行困難の為、尾鷲に避難すべく

変針せるも視程全く不良となりたるもレーダー

により面影を捕促翌0200尾鷲に入港せり。

　釧路方面の最大濃霧中に根室半島の沿海巡視

行動申絡日ンーダーに依り航海し、濃霧中全速

12ノットで航走して何等危険を感ぜず。本四レ

ーダー使用は8浬Rangeにて航走し前路に不

安心なる物体が入れば、3浬に這入る迄航走し

3浬以内に入れば充分なる注意の上に接近し1

浬に接近してより速力を止め300mにて真の物

体を認めたり。

　レーダー使用に依り浜申湾キリップに入港す

るに湯沸岬と黒岩間（1200rn）を容易に航行出

来、落石西方昆布二等も自由に航過する事が出

来る。其他落石東方艘海峡歯舞沖のイソモシリ

島北側入港或いはノサップ崎のゴヨウマイ水i三

等は安心して航写し得たり。

密漁翻取締りの時密漁船の位置を確認

　　　　　　　　　　　　　　　　、

波最21

　スコFルの位置、移動状態の確認8マイル、

20マイル

　　　　　　　　　　　　　　　㌔

N　　　6

S

波　浪　・4

　遭難船フジ丸救助の為、降雪により非當に視

界不良であったにか＼わらず、樺浜出港よりレ

ーダー使用し、出港に便を感じたのみならず、

富津沖のフジ丸を他舳と先んじて発見出来た。

叉附抵海面は海流速く且水深浅いため常に船位

には充分の注意の必要があったがレーダー使用

により自船の安全が確保された。
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27．4．8

1・4・・一・53・1

父　　島　　S　E　6

二見港 C

波　浪　3

27．4．14

0200～0500

27．4．30

2000～2335

利島附近

東京湾内

27．5．19

0050～0130
◎

27．5。23

0100～0300

20。32’N

135。18’E

紀伊半島

南　　端

　
　
4

．
7
‘

E
q
浪

N
波E　　　2

K：008－R

KOO9一盈

　　C
波　浪　1

27．1．25

0830

NN£1
　　b

波　浪　0

ENE9
r

波　浪．6

舞鶴港町

バクチ岬

iw　6
1　，・
　うねりW5

1展望　3
ヨ

27．5．13

2330

鳥取県

泊沖3’

27．1．30

1800～1855

酒田港中

2

E
c

　
b

N

2
3

り
望

ねう
展

NW6
S

　タキノ丸救助のため、二見港入港時使用す、

此の様に未知の港に入るときは非常に便利であ．

る。船と地形との関係位置が一見して画面に映

ずるため、操船に非常に有利である。

ウイリアムイート湧拗の際耀鞭副

る故遠方より該賠を発見出来遭難位置を確認出

来た。

藷勢欝腰鱗瓢無｝
る。

竜王丸と二間会合に匪外心訳して劇
層功す。曳航救助をすみやかに開始する事が出来　1

た。　　　　　　　　　　　　1

室戸より回航の際紀伊鴇南端に於いて勲「

な雨により視懸く、ことに鳩附淑よ行相討

が多かったが安全に航行出来た。画面を少時見

て居る事により相手船の進行方向がある程度判

明する。

吹雪の際位置確認無事舞i鶴入港

27．5．11

1300

40023／N
　　　＼
139。29／　E

密漁三夜聞鋤、際して、レーダーにより位『

灘観霧鐘監ダ回り酬

　　　　i
I（010－R　l　27．　3．・25

K。、、＿R12α、、24

2000

東洋丸　（JK：K：T）2225島島川幅避難の途

中嬉の繍界猿となり添船に雅測定別
　依来し来った。本船では方位測定通報後レーダ　1
　一にて東洋丸の艦位を確認通報し無事船角田に　1

睡弁難せしめた。　　　　　l
I

NW　3
　0

1視程2

知来別沖

牽勺1エ／或里

34。25’N

131。31’　E

NE～NW1
bc

うねり　1

視　界　8ノ

5

6
0
4

W

　巡視警戒のため久六二に向いつ＼あった時、

視界悪く島の発見が困難であったが、レーブー

により7ノ南方から認め得た。

煮震獺こ緊難壁舗塗唇募測
氷に鍛灘甚だしく激助を勅て熟の1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

一
　
　
　

で～救助におもむき、自艦も流氷にかこまれた

が、レーダーを利用し流氷堤の切れ目を発見し

ながら二二を曳航救助した。当時の流氷高さ最

高3m李均0．3m

　荒天の暗夜、陸離2浬の地点にて機関故障坐

礁寸前の改E型おき丸（857屯）の救助に向う

途中・レーダ・一を使用し、8マイルRangeに

一108一

2a12301
　　　　　1
1600－2130　［

　　　　　i

　　　　　1

KO12一盈　　　26．12．21

0300

て護衛中の駆トク型巡視船を共に受豫

越佐海挾　　NW4

Overcast

l視　程　5

　灯台船Ei東丸を護衛して航行申、レーダーに

て相手船の正確な方位距離を確認し得た。且つ

浜田入港の際は無灯火漁船多い狭水道通過には

1浬Range中心拡大スイッチを接にして通過

したが此の際は本船の周囲70米までの小伝馬

船も明瞭に視認し得たo

KO13－R

KO14－R

2！・a26

27．：L19

27．6．6

27．1．9

1800

石巻湾

波島灯台

附　　近

釜
浬

原
1
0

金華山

南西15浬

37。24／N

136。29』　E

27。　2．　4　　　　37。231　N

1300 136042ノ　£

NN　ε
　　3

　　S
視　界　0

晴
3
5

　
　
界

半
W
視

S　　　2

　b
視界5

NW2
浪　　2

　C
　4

吹　　回

視　界0

27．2．12

’1530

37。251N　NH5
135。15’　E　　　　吹　　　　雪

2～3

明乱流に際し二二で視界不麟吐網

人の船の：二二船より何等の信号も得られず、捜

索に困難を感じた木船であるが、大体3浬でタ

ーゲットを結び、該船の捜索及び救助に資する

所領かつた。

　吹雪：のため視界0となるも、レーダ・一により

近接する小型性質を完全にキャッチし、安全に

避航する事が出来た。

　原釜沖：水深20mの所で遭難した二進丸の救

助に際して、灌難船の位置極めて不正確にもか

＼わらず1月18日200019日0300の短時間
にレーダーにより之を発見した。

　沈没せる第11明神丸の行方不明者捜索の時

艦主側手配艦が視界不良の為、現場に到着困難

を来している時、本船レーダーに依り之を誘導

した。．

　能登北西岸にて機関故障のため救助を依頼し

てきた漁船第八正徳丸二二の際、夜間視界不良

であったが、Range　8’にて約7浬の距離にて

之を二二発見救助する事が出来た。

　Gam　5　　　Co笠t　7　　　SupP　5～7

一ダーにて謡の蠣を測定姻に亘り灘の1

安蝿蹴離せり。　　　　l
　Gain　5～6　　Cont　7　　Supp　7～9

　能登北西岸巡視中、吹雪のため視界不良とな

り、たまたま附近航行中の汽芦北砧：丸（1458蜜）

が位置測定に困難な状況であったので、本艦レ

27．2．26

1500

37。34’N

136048声　E

　直江津沖洋上に潜る警救訓練に際し悪天候め

ためレ・一ダーのCondition良好ならず、仮想

遭難艦（270留金きそ）を17浬の地点にて辛じ

てそれらしき輝光を捕捉遭難鱈早期発見に大い

に助かった08声の地点にて確認し得た。

　Gain　6　　Cont　7　　Supp　8～9　　・

：NE　3

　C』

　6

　漁艦かね丸（11冨）が七つ島の御厨島南方に

坐礁しているのを救助に行った際Range　3’に

て坐礁現場を捕捉（双眼鏡にては視認不能で
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27．5．5

1900

：KO15－R 27．2，12

2200

37007／N

136。42／E

伏木三

番　　合

：NW2
浪　　．1

bc
7

悔つた）高歯に定鋤行し早期に乗韻7

　名を無事に救助する事が出来た。

　　Gain　6　　Cont　7　　Supp　3

・K：016一一R

KO17－R

27．3．29

27．5．16

1300

27．5．20

2030

27．1．19

2200

27．2．4

0200

27．2．29

0900

27．4，14

1200

27．5。7

　0000

　日没後能登西岸の巡視を打切り松ケ下錨地に

板賛せんがため全泊地に接近Range　8～3浬

にて使用中全然予知しない定置網三下が錨地に

設置してあ⇔のを発見、安全に蓮航するを得

た。

　Gain　5　　C（＞nt　5　・Supp　2

　伏木港入港．（夜聞）に際し、沖合1浬半に存

置の定置漁網を約1浬前方に認め、且つ陸岸か

らの踵離を常にスコープ上より求め、羅針儀に

依る物標方位と相二って容易に船位を決定安全

に入港出来た。

37。26’N

137。251E
　　■

舳倉島
附　　近

浦河灯台

南西13’

43。121N

140。48’E

43。59’N

141035ノ　更＝

34。50’N

13gc55ρ　E

34。37／N

139。00’E

44。ユ0’N

1440181　E

E
C

7

b

2

N　E　2

e

7

S

r
O

E

　巡視警戒中密漁船を発見－（視認）本船位置よ

り該漁船の方位距離から漁艦の位置を決定し禁

止区域内操業急なる事が確認出来、甚だ容易に

且つ一見して判別し得た。

　Range　8ア、　Head　4、　Cont　6、　Supp　O～1，

　舳倉島無線方向探知機誤差測定のため、本船

より試験電波を発射しつ恥周囲を距離5’の

等間隔を持って施回一週せり、航法上非常に便

利であった。

　暗夜風雨激しい時高位を確認出来た。当地方

は漕岸5浬附近二二が投入しであり、接岸航行

も出来ずレーダーなしには一日も過せないo

N　　　7

　S
大　　波

50meter

　猛吹雪の際港口防波堤等全く不明と・なるも、

レーダーにより船位を確認し得て、安全に荒天

避泊する事が出来たo

NW　4
　C
　3
2　　浬

：NW4
　r
　3
1／4　浬

8SE7
　C
大　　波
2　　’浬

NW3
　C
　3
濃　　霧

　小型癸動機船の擾索に当り肉眼見張と併用し

て大いにその効果を発揮した。

　転輪羅針儀故障となり磁気羅針儀は自差整一

ならざる為信が置けなかった際、レーダーによ

り変針点を見出し安全航海をなし得た。

　転輪羅針儀停止し2月29日目大体同じ状態．

になる。’

　回航船3隻の護衛任務についた時、常に3隻

の行動を把i回し得た。
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27．5．22

0400

KO18－R　　　27．　4．22

2322

翌未明

45。22戸噺N

141010／　E

室戸崎

南方2．5浬

KO19－Ri27．1～ 獺戸内海’

・2乳61513柵N

27．6．10

27．6．10

140。10’E

3401αN

138。5αE

御前崎燈台

．1700　15’

KO21一．一設 27．3．8

1300

27．5．19

1200

KO2餅R

1《：024一一R

KO25－R 27．5．1

1245

27．6．18

0630

三冬岬

利尻島

南方約2α

尻矢崎沖

鳥取県
赤崎沖
3．5浬

36。01’N

133025／E

W　　　5

C
5濃　　霧

N距）6

bc

波　　6

視界　4

暗　　夜

　2

SW　2
　bc

　7

N　E　5

　C
　4

遭難船捜索に役立つた。

　左記の海上に於いて、ポソツPy曳航中、

曳航用錨鎖切断し、暗夜の海上に於いて漂流し

たが、レーダ・一の映豫に℃それを見失うことな

く、終夜監視を続け、翌未明再び曳航を開始す

る事が出来た綱製のポソツ門ソ故映豫は良好で

あった。　　　　　　　　　　　　　　　　’

暗夜密漁船発見捕促に1浬圏を使用して6隻

を検挙す。

　漁船安丸（約38屯）遭難漂流申をレFダ・一20

浬圏に於いて約13浬に捕捉曳航救助に成功
す○

　第5長福丸海難救助に際し、レーダー使用し、

巡視船、八丈、神津（4τ0蟹）　を捕捉し、船隊

三期を実施す01

5
雨

E
小
3

N
吊
雫

　暗夜位置不明の時レーダー20浬圏使用し御

前崎発見、位置確認後の航海に役する事大な

りo

SW　3
　bc

　3
　7

SW　3
　f
　3
1　～　3

bc

1
W
肋
・
6

S

1

A
U
－
占
O
U

S

　接岸漂泊の際測深儀と併用して船位を確認し

得た○

濃霧中の航行の回船位を確保出来た。

　港内艇「ふよう」を護衛引継ぎのためレーダ

ーにて会合点附近を探知し地点到蒲1時間前

（約12浬）に該艇を発見す。

　取付後間もなきため航海に碧しい利溢は来だ

みられざるも夜間入港には相当に利益を感ず。

　濃霧の際レーダーを装備している船を港内に

誘導し得る。港外約12浬より始め方向探知機

併用により確認を助ける。

　禁止区域内にて操業中の漁船を容易に発見出

来た。
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　遭難船発見、視界悪く肉眼による発見は困難

であった。



KO26－R

KO29－R

27．3．23

2300

27．5．29

1250～2300

27．6．7

2025～2200

27．6．8

0825～0940

27．5．22

1300

KO30－R　　27．5．11

0400～0830

27．6．4

0330～0642

27．5．24

1250

K：032－R

函館港

≠キ、リ岬

灯台附近

松前沖

白神灯台

附　　近

厚：　岸

木ケ三崎

沖　　合

気仙沼湾
より金華
山灯台附
近迄

37。2rN

145044’　E

4
雪
0

　
　
界

E
吹
視
NW　2
　晴

視程8

WSW3
　0
　7

W　　　2

bcorc
　8

2

W
f
2
0

S

：N　E　3

　曇
　41

N　更）2

　f
　150m

：NNE3

　C
　13浬

碇泊船多数の中を縫糸無事出港し得た。

灯台光達距離測定に正確な距離を出し得たQ

〃

グ

水道入口のブイを発見し濃霧中狡水道を安全

に通過する事が出来た。

　2乃至3物標の距離を知ることにより着時を

求め入港時安全に航行し得た。

ーレーダーにより狭：水道を安全に航海する事が

出来、視界は全く不良であったが定時適確に位

置を求める事が出来た。

　遭難艦　Paci飴　Transport号を曳航せる

SβaBarne号を14’に発見。

　肉眼では観測出来ぬ遠距離（5～8）のスコー

ルをレーダーに依り観測し、未然に風向の変位

天候悪化の兆を発見し得た。

　艦舶航走頻繁な狡：水i置を視界不：良の節i通行申

見張操船を科学的に把握し得た。

羅針儀誤差不正確な航海に於いては、安定感

を与え航海時間を少人数で短縮曜た。

以上のようでありますが、これを一応統計して見ますと、第八表のようになります。

第　　八　　表

資料記号 調月数

K…一R巨5

獲　　索

1

誘　　i導 安全航行 船位確認

K・・2－Ri・5

K・・3一皐巨4

出入港 船隊蓮動 定置網
発　　見

1

K・・4－R巨5

1

1

3 ユ

一112一’

K・・5－Rl　2 3

K・・6－R一・3 5 2 1

K・・7－R噛 堰E2 一i一
KO・8－R11・ 1

K・・9－Rl・・ 1

K：010－R 9

1

1

う

1

K…一Rl　6 1 1

K・・2－Rl　6 1 一1一
K：013－R 5 1 1 1

K・・4－R｝5 3 1 1 1

K・・5－R…5 i
1

K：016－R 5 1 1

。K・・7－Rl　5 2 1 2

K・・8－Rl　4 1

1

1

KO19－R 5 21一
KO20－R 4

K62・一司3 一t一
k・22－Rl　2

1

※1一 ※

一12 一1一
一1一

K・23－Rl　3

K・24－Rl　4

1 1

K・25－Rt　3 2

K・26－Rl　31一
K・27－Rl　2

1 2

KO28－R 1

3い’

K・29－R1 1

K・3・一Rl一

1

1 ・i一 1

K・32－R！－1一 1

計 188 28

年　李　均 12 18

4 ・7※17。17※
　　　　　　2

3 3
．

　※は例多いと報告あるもの。

叉報告に表われた特種な物標の探知距離を2、3挙げて見ますと、第九表のような値が得られます。
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第　　九　　表

資料番号 物 標高さ隊鞭離
K・・9－Rl久飛島 匡7叫7淫
K・24－Rl糖癬標 5　浬

〃 i　流氷群（2’×200m）

　　　　　　　　　．
2ml　7浬

：KO27－R　流 氷 3　浬

　（2）　故障‘こっし、て

　海よ保安庁の巡視船のレーダー故障とそ

の統計についてはも同庁から詳細な報告が

ありましたので、本報告では多少省かれて

も居り不完全ですから、本報告では割愛さ

せていたゴくことにします。

　（3）　レーダ蹴使用上の注意叉は特異現象

KOO4－R

　Range　20浬にては艦型の大きさ以外は判明せざるも、　Range　8浬圏内にては被曳艦も認めた。上記の如く

曳船（約10・000屯）に比し・被曳船が極めて小型（約87屯）な場合は被曳船の映豫は極めて細く浅い映豫で、

曳船の豫に接近して見えるので、細心の注意を払って見ないと単に一隻の船の映豫がぼやけたかの感を受けるo

Range　3浬圏内に於て明瞭に曳贈、被曳船を確認することが出来た。

KOO5R

　長さ約3～4米の竹（三綱標柱）一本は良く濃霧中2浬よりレーダーにて発見せり、又漁網浮具としての寿ラ

ス玉旧約i1／2沢の物体で工5浬にて発見せり、但し海面静かにしてうねりなし、叉厚岸湾口の暗岩に打寄せる

波浪を4～5浬以上も三方から発見すo

KO14－R

　船体蓮動訓練実施の縢・各二間の常距離保持に測距儀がない為、Raむge　1浬にて大体のところ見当をつけて

距離の維i待に成功した。叉方向変換の際もスクリーン上に減て一番船の変針点にて方向変換をなし、常に見事な

蓮動を起すことが出来たoGai簸5、　Contrast　5、　SupP　3～4

KO22一蔑

　かわちどりの二三エラーカーブ測定に際し発振艇として助力したが、其の時一・定距離を保つため役立つたo

KO24－R

　海面露出高さ約30cm・幅30cm・長さ不明、耕質鉄の防潜網を5浬にて捕捉し得た。

　海面露出面積2m×2m、高さ約2mの流氷群（面積2浬×2◎Om）は7浬で捕捉したo

KO2S『震

　波浪階級3程度にても二二が出る為小型漁船（特に近距離）等は識別困難流氷は最大3磁位しか映像が出な

い．それ以蓮の流氷は二二の方が正確である。

：KO27一短

　Radar設置と同時に

　a）艦艇線に対する映豫の誤差試験

　b）三智点消滅の最小距：離測定試験

　c＞距離方位の分解能測定試験

　を、サービスマン立会の下に綿密に実施しその特性を熱知の上実際に使用する様に致し度い。

　以上の報告を綜合して見る≧、・前にも述べたように、溢難船の捜索にレーダーは特に有効である点払船隊蓮

動等に有効であるという点が一般商艦と違って特記される利点のようであります。
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4．漸しい形式に鼠る会社船の報告

　昭和29年度の電波航法研究会で、引続きレーダーに関する調査表を配布し、利点等のみならず家のような項

目に分けて、資料を出してもらうように新しい形式の調査表を定めた。

　ω’レ」ダーがあったため安全航海が特に確保されたか、又は利益をもたらした特例

　（切、レーダー王位の誤差

　の．最大探知距離

　⇔　故障状況調査

’㈹　特異現象叉はレみダー使用上の注意。其の他参考となる実例及び意見

である。　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　以下各項目に従ってまとめて見ます。

　（Dレー如があったた鞍全締が特【二確保さ緑か・又は利益をもたらした特例

　次の第十表に各船からの報告を紹介します。　　　　　　　　、　　　　　　　’

　　　　　　　第　　＋　　表　　　　　　　　　　　　　＼

資料番 O
月　日
時　刻

日12月11

1

口
3
噌

月11
2

一
110M

概　　要

北海道降1

三時

濃懲細 記 一
事

風向二丁
より陸地に

向う風

風力3以上
i視程・～3

敦賀湾口

3
12月4二品ノ浦沖

N
4
1

向
力
程

風
雅
回

向
四
坐

風
回
視

『
3
5

　冬季北海道周辺に於て、特に左の如き場合雪　i

のため視程不能或いは極悪の場含レFダーによ　1

り遽近、風圧の度合等により何疇も利益を受け　1

ている・　　　　　　・　i
　暗夜にして浮標が見えない。消灯していた。　1

レーダーにより約21nで浮標が判明門内出来た。

　周辺漁船のため目がくらんで灯台不明瞭の時

二二により位廿、1判明、周辺浅瀬多い所で安杢に

航行し得たQ

M103－R 10月20El

　O222

　　：本船ユ1月10日小樽入港に際し・吹攣ll：の：為

　視界不良で日和山灯台祝認困難、レータ㌧イ吏用

　して船位決定2240日和山灯台並航（1．5miles）

　同時に同灯台の光荘が見え船位決定、変針小樽

　港に向う防波堤入口附近に同行船を発見、同船

　レーダr装置なく三雲のため船位決定困難入港

　出来ない模様であったQ本船レーダー使用の：為

　防波堤灯台港内、碇泊贈状況も明瞭に解り・難

1なく入港投錨出来た。レーダーを使用する謝に

旨按鰍齪蘇すると購に航鞭瘤葭とも

障る・　　　　　　．．＿
マラヅカ

海峡シシ

ガポFル

沖通過中

風
風
天
海

向S£

力　2

候　r

上　　2

　本船前記日時にシこ／ガポール沖通航中・降薗葡1

の為視界全然きかず前方約半浬を航行中の回航　…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船があり、速力は本船の方が早くて追越す状態　1
にあり、同船がシンガポールに入港する船か否　1
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M104－R

M105－R

視程が降

雨のため

非常に悪

かったが

レPタF
により安

全云過出

来た。

視　程　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　峯

か不明で非常に不安であったが、レーダーによ

り無事航過出来海峡東口のホースバー灯台も無

事航過する事が出来た。

7月26EI

1　0100頃

2

3

M106－R

霧中多数

の漁船と

遭i遇

12月4日

1200頃

12月17日

0600三

星10月27日

　2230

至10月28日

　0530

港内碇泊

船の位置

確認

早期出港

安全航海

の確保’

夜間大隅

群島諸喚

間無事通

過

亭　隠、霧

約100m

北、2、晴

　　9

1
　
下

・
や
以

東
　
ノ

北
も
砺

風向SSW
厨力5～8
天候曇天に

して度々暴

雨を伴いそ

の都度視界

1mi星e程度

に低下筒暴

雨ゐ時以外

　現在特別の例はないけれども、本母皆は建造以

来今町アラビヤのラスタヌラ港原油油取に従事

している。航路條件の悪いラス入港を常に反復

している。ラスタヌラ山辺は：Shoal多く、叉ア

ラビヤ砂漠のSand　Fogにより視界良好なと

きは殆どない位で、且つ平坦な地形にて入港航

路標識はあっても、視認に非常な困難を覚える

ところである。碧しレーダー設備がなかったな

らば視界不良特に夜間の場合は、誰もが考えら

れる様に時期待ちを余儀な．くされるであろう。

しかしレーダーの威力によって如何なる天候、

時期に於ても容易に入港出来ている事ば海難に

直面して寸前にレーダーにて安泰を得たと同程

度の利益を被っていると老えられるものであり

又ペルシヤ湾航路を行う多数の日本船の等じく

受けている恵決と思はれるQ

　勝浦沖にて、多数の漁階の中をレーダー．の

Rangeを適当に切変える（6ノと2’を交互に）

事によって針路上の漁船を正しく把握し、視界

殆ど0に近い中を不安なく安全に為過し得て、’

操船上非常なる利益を得た。

　釜石入港に際して予定錨地へ航行申の所港内

には多数の碇泊艦あり、レーダーによりそれ等

位置を海図上に移して、本船の振廻り等考慮し

た。安全なる錨地に投錨し得た。

　レーダーにより肉眼にて識別不可能な1ノノ

～1ノの物標の動静を知り得て、狭視界港内輻藤

せるにもか＼わらず、安全に出港する事が出来

た。

　本船仏印PoヰCourbetより石炭満載、大阪

に向う途次10月27日夜間大隅群島口永良部

及硫黄島間を通過すべく北上中の処、同日正午

位置は天候不良の為、天測出来ず、以後視界は

益々悪化、風力も8となり、右舷船尾方向より

強大な風浪に醗弄され船体の動揺激甚で保針の

困難の状況下消灯申の二二島をけい機にRadar

により発見以後は視界1mile程度にも拘らず

Radarに依り容易に船位を求め、安全に航過
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一
幽

i真厘107…R

1

2

11月3日

　1110

11月

の時も視

界一般に

不良

外地撰定 NE2、　C

2 良

し得たQこの附近では一般に黒潮の影響により

右方に偏図るのが常であるが40分間に3．5mi－

1eも反対に左方によっているのを発見、針路

上の水路の安全を確保し得た。其の他海峡・島

三間航海に当り、レーダーの恩恵に多大なるも

のありCoastiむgには不可欠の重要な航海計器

で之により安全航海を確保し得たと思はれる事

は一航海に一度や二度必ずあり、殊に霧中、風、

雪、雨天に於て一層その感を深くする・100人

の見張より一台のRadarが確実と信ずるも

Radarを過信しRadarにのみ頼みとする事

は禁物である。

　横浜港検疫錨地に投錨の際、多数の碇泊艦が

あり、錨地の漏話が困難であった時、レーター

により、各船の錨地がわかり、工船の投錨し得

べき錨地を求める事が出来たので、躊躇する事

なく進航投錨した。

不案内地

夜間航海

比島海域に於いて！よ・夜間航路灘乾の設置が

極めて不完全な上に狭降なる島喚問を通過しな

ければならぬ場合が多いのであるが、レβター

の使用により、昼間と異なる事なく、正確に蓮

続して亭亭が容易に測定出来るめで、迂回によ

る航程の損失三三艦上の不安が除かれ極めて官

効である。

致贋108－R

　

t期6日
i22～24

M・・9－R P 11月29日

Noonよ

　　　　i　　　　l
釜石出港　　North，　1，　bci

気
弱

　
2
1

　
程

濠
視

り2000に

至る間

　　　　　lPersian

gulf　Bah一

・reinより

K：wait　に

至る航海で

Shatal

Arab河口
附近海潮流

不確実且天

候険悪、視

界不良時に

Radarを使

t三寸

したQ『

：N　W　　b

海　上

視　程

5

3

2130離岸、釜石轟港に当り、当疇暗夜密檬

にして視界悪くしかも、北申根灯標消灯申のた

め、レーダ・一装備なければ勿論港内投錨天明待

ちとなろう所、レーダーにより定置漁網迄キヤ

ヅチしながら無事出港する事が出来たQ爾夜間

東京海湾防潜網通過三等常に利益を得て、内航

艦にとりレーダーの利益は数えあげられないQ

　（予定）天測IE午位置より：NWに航走し官

グ及測深儀により10尋等深線沿にJapt．　AI’

：Kubr燈台に亭行し後NWに向けKwait港に
重る予定であった。

　（事実ブ　当日正午よりNWの風霧吹動揺甚し

く、測深儀の読取は困難となり、且つ底質泥で

あり10米等深線の限界は木鋏瞭であった。室

船のため切上りも甚しくピヅチソグのためログ

も稽正確を欠きWestへの変針点で位置に不

安を覚えたQ偶々測深儀でかすかに7ftをみと

め得たのと天測により北部に圧流されているの

を感知し、Co．をSSWに向けた。同時にRa－

darを作動したQ当時砂塵と霧雨で視界不良で

あった。

　（Radarによる利益）　上述の通り測深は正

確を期し得ないのと、一回の天測では位置の正
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Mユ1i－R

M・・2－R1

・・月・副狭水道に1

0000～0400 於ける霧

中航海

風向、北東

風　力　1

天　候　霧

海　上　1

　　　　　　”
確は期し難かったが、Raqarを作働して遙か一、

に北に圧流されて居るのを知り直ちにSWに

向けた・爾後同灯台をR・d・・により30分遅

れて視認し予定通り：NWに向けた。’ｳK：wait
港入港時顕著な灯台を欠く同港は視寡不良の．

ため極めて困難な入港であったが、Radarを

作働しつ＼数隻の碇泊船を感知しながら無事予

定錨地に碇泊出来たoRadarがなかったなら

ば或いは作動の時期を失したならば、変針点以

後5尋等深線内に突入し、危険に頻したかも知

れないし：叉Kwait入港時にも著しい困難を感、

じたであろうQ

　P・・t4・9・1・・（U．S．A）よりB。11i。gh。阻

に向う途中　Georgi3　Strait．　Be11拠g　ham

・h…e！の畑道翻の際、折柄の視界α5浬

に達する濃霧に・レーダー4浬並に8浬Range

を使用して安全且迅速に航海し得た事は、如何

にその水域に精通せるアメリカ水先人と難も、

レーダーなくしては至難の技であったろう。視

界狭濫、狡水道通過、陸標初認時専あらゆる條

件状態に於いて・匪ダーの果す効果は絶大に

して、航海者の精神的、肉体的過重を減ずるは

ツーダー使用の最も利とする所であろう。

．M・・3剥

　　　　　！1

　　　　　1

　視界不良の場合に限らず、レーダーが航海安

全に資する利点は極めて大なるものがあるが、

凝に於いては極力之が活用に努め、航海の安

全を期しているQ特に

1）海図の精度不良の翔〒等に於ては昼間と

　　錐も方位線による船位決定と同時にレーダ

　　一輪用船位の確保に努める0

2）夜間の単一目標の場合は、レーダーを全

　　幅利用する等単に視界不良時の航法の安全

　　のみならず、航海上の利用価櫨正確性大な

、　るものと思はれる○

2

・2月2十夜酬港1N。。姻力51
　　　　1　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　1

1920　1

　　　　1　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

　　　　l　　　　l　　　　　「
　　　　　　　　　　　　　　　F

名灘夜間雌となりたる為レーダ螺船

1月19日

2152

擁園鑑無灘魏愚妻難挙
　　　　　　　ることができたQ

　　1

3端r1

灘御慰轟
良　　　　1

〃 Calm　fo9

視程1ノノ程度

　備讃獺戸西部の船舶ふくそうしたる場所で、

レーターによる前方物標の探知、物標の遽近関

係を知り機関用意のみで速力を減ずる事なく、

安全に航海したQ

　明石海峡より神戸に向う途申、4’前より変針

点の浮標をキヤ・チ前方を右より左に横切る船

について6ノ以前よりその動向を捉え半速にし

て無事に神戸港外錨地に運行せしめたQ

一118一

　　　　　［　　l
M114－R　l12月3口
　　　　　　　1
　　　　　国0100～0300

　　　　　■

2

　2月26日

0030～0300

キユPバ
沖

クルード
ノくス

名古屋港

伊良湖水

道間

風向　NW
風　力　6

天　候　q

海上視程500

m以上見えず

　クルークド島i趙過に際し、強いスコールの；拳．

バード岩灯台視認出来ず、レ・一ダーにより索位

島の西側との距離を保ちながら強風強潮の中を

通過し得た・

M：115－R

M116－R

M117－R

向
力
候
程

風
風
天
視

NEl
　1　1

』cf

　2’

3月8日　台湾北東

4月・・日．旨ソド洋

12月20日

　0300

1曽 P

12月3日

0100（・ノ0230

Aboided

Reefs　no

A麓xious

風向　NE
風力　　2

天候　BC

風向8：NE

風力　　2

視程　　2’

Wind　SW　5

Visible　　　5

Weather

Lower

　名古屋夜間出港後、’柳良湖水道までガスの為

視界不良掃海水道燈浮標の視鮒亘離約11／2浬

であったが5浬附近よりレーダーに映るので安

心して操船し得た。

　与那国島を視界不良申を極めて早く（この型

としては）発見し得た。

　当直者三名が目測で5し離れていると、思った

他船が31／2’であった等目測の蓮続に役立つ。

　0200洲崎；附近より低霧のため・視界・極めて不

良反航船多数観音崎までレドダF航法Q

日7月21

2

d。。d，1，

　Shiono　Si：Lt　abeam　o1127、3mlles　off．

2000a／co　to　82　from　117’

　2400Position　unknown，3、0225　Catc1】ed

K：opu　Shima　on　30，

　27miles　off，　by：Radar　30　miles　seale．

Safty　pass

l蹴1
1di・larce

M118－R 隠2月12日
1
［　0300

1
1
1

：Lugon

　Strait

Wind　ENE　l

Visbles　7
Weather

　　　　fi1ユe

M119－R ．ほ2月8日

　0010～02201　1

　1

　　　12月17日

」11800～1915

風向　NE

風力　　5

天候i　O

moderale

　2miles

順向NE
l風力　　3

天候　　S

視程

　　1～2浬

名古屋出港
Calrn
　　fine
1～2浬

　2118、passed　East　Pt　1，3／4　mUes　at

Vancouber．

　2200、passed　Trlly叩t　l　miles　off

　2310、bassed　Walka　Rock琉mile　off

　with　slow　ahead　engine．

　浩水出港後1御前崎にて定針、以後川石貌天の

ため、4日間1圓も天測出来ず、船位不明確の

ま＼Balintang　channel附近に至った・深変

過大のため測深儀も用をなさずP．10gに依る

推定船台より他に求め得べきもなかった。折か

らスコールは寄りに襲来し、視界は極めて悪

く、探知し得る推定位tlllll．kり約50浬、411ぜ∫・闘

前よりレーダーをしばしば使用し、島喚の発見

に努めた結果、午萌3時」1こ舶約20浬に島を捕

捉するを得た。爾後レーダーの使用は推定位illll

の南方40浬に偏位を教へ・無事Balintang

channe1を通航するを得た。

　当1時寒帯のため、津軽海峡硯界．不良にてレ門

ダー操作中、影像内三三方向に当り他贈の接近

し来たるを認め適宜操船を為す当時・肉限及限鏡

にては他船々灯も詔め難く、レーダーにより回

船を無；事航宿するを得たり。

当時薄霧夕刻にて視界悪く、レーダー無き通

常航行は不安あり、レーダーにより両舷に浮標
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M120－R

3

・月、3日・藻ｵ沖1爾NNE
5418

～05實

を認めつ＼前進、他に漁船及機帆船の船影を

キャッチし、水路鮮明出港に多大の便を得た
り。

風力　　6

腿R’
視程2～3浬

一

L

1

2

M121一一盈

1月18日

1600～2400

2月25El

Position

41－05S

2－40E

Position

：Laplata

river

風向　§W

風力　　5

天候foggy

cIoudy　Wr

sea　uery
s〕〔nooth

dense

foggy　Wr

M123－R

1

1M・24－k

1

21

1

　　　　∫
12月瑚順浜港防

　　　　厳堤附近

　　　　　より海墜

　　　　1まで

風向NNW
風力　　’1

天候　　f

視程　　31

　　　　じ　　｝
12月27日　　　　　八ノ戸

0400V09001欝角灯薯働

1月25E1

1600．
上位決定

W
6
S
l

N
向
野
幌
程

風
風
下
視

W
2
晴
7

S
　
半

向
力
候
程

風
上
天
視

　当時降雨や＼激しく大島の島影認め難し1705

運転開始10浬Rangeにて大島をキャッチ艦

位決定せるに航行約2時間優航路より約工5

miles島に接近せるを知る1730漸やく風早崎

灯台の灯火を薄く視認1733同灯台並航レ＿ダ

ー距離423浬にて無事航過したり、当時本船

近く4隻の汽船航行するも充分な病余を持って

航過す。

霧中航海申視界僅か200m内外になった。時も

よく数個の氷山を探知し避行に役立つた。

　可航水路僅か200m余の二二で目標を探知し
航海iを継続し得た。　　　　　　　　　　　　　亀

　レFタPに依る航海上の利益は枚挙にいとま

なく㌧本船は北海道航路に従事している関係上

ガス、吹雪等に遭遇する機会多く、確実なる船

位の確保及び周囲の他船の動向、存在の予知等

の蒜、当然レーダーの装備なければ甚だしき危

険、困難に遭遇する場合に於ても危険を生ぜぬ

事：前に処置をとり、安全なる航海をしている次

第にて、敢て特例あげるケースなし、航海者が

安心して富目航海が出来、深夜入港の場合指命

泊船の予知・出入濫の際に於ける水亭の予知等

に依る利益多々Q

　京浜港（川崎）東洋埠頭離岸後北海道小樽向

け航行中横浜港防波堤附近にて濃霧か＼り、視

界不良のためRadarを作動す○

　東京湾口第二海璽、第三海墜間に致る処多数

の碇泊艦、行蠣船又同行濫の位置をたくみに、

捕捉してその間の縫航叉は避航して無事予定時

間に海南を通過すQ

　北海道向け航行中、鮫角灯台より荒天に遭過

し、猶且つ津軽地方は低気圧通過予定にて、航

行危険を感ずる程の報告を受け、八ろ戸港外に

投錨す04COより0900に至り投錨々地に達す

る迄風雪、雨烈しく唯レーダーのみにて安全に

航海し予定錨地に投錨す。

一120＿

　：水李線が霞み海岸線が視認出来ず、船位決定

に苦心したが・レーダにて22浬沖から海岸線・

M125一一R

t 睡視認し・予定の一二擦酬来た・

2 1月26日

0100
衝突防止

NNW．3．　f

　　　7ノ

　　1月9日
1
　2000一」2400

2

Mユ26－R

3

2月5日

0700

3月3日

0100

　1日31日

　M。N「
l
l

l

l
l

’l

t

l
－

1

〔
b
－
一

●
　
…

2
　
［

醐
疹

バシー海

峡荒天時

通過

（東行）

SW．1、C

1　　　　2

風向NQrth

風力　　1’

天候　　b

視’程1～4

風向NNE

力
候
上
程

風
天
海
視

7

q
7
6

航路上にいる帆艦を約4浬程度の距離からレ

ーダ門に視認出来安全な航海が出来たg

降雪の為、神威岬より小樽港外まで全くレP・

ダー航法により安全航海をなす。

　雪のため、伏木港外に達するも定置漁網が確

認されなかったが、レーダーにより発見、近距

離まで接近し無事入港す。

　内海夜間視界悪き時消灯申の浮標を発見し、

亦未知の港，呉市仁方入港時、灯台及び浮標もな

く、且視界が悪いため船位確認するのに、困難

なとぎ、㌧レーダーにて船位を測定所期の位置に』

錨泊した・

　其他多期北日本降雪時・夏鄭濃霧期にも、品

位の確定他船の行動を知る事が出来、航海時間

の短縮及び当直者の疲労面に於いて多々利益あ

り。

：M127二回 忌1月111口

・0350’r）0430

1月31日1
1200　：rE午位置1天測

1800海峡附近に来て天候スコール視界悪く

　　　なって4’～’5浬となる

2GOO　針路の右に窃っておれば現れる筈の農｝

　　　現れずスコールのみ
　2100　スコ例ルの間に島ド）しきもの映る261里

213020浬に近ずいた時1島の形現れ、その北

　　　方にも次々と島らしいもの映って来る

　　　方位及島形からItbayat　I，dである

　　　　事及最初の像は北端の山で、南端の山

　　　　より早く映った事を知った

　2200　3つの島の方位及距離により磁位を再

　　　　確認する

2月1日
　0045肉限で目標を見る嫌なく49鄭バシー海

　　　　峡iを通過した。

室蘭入港

投錨地決

定の為

即Nwl
風力　　3

夫候　　s

視程
　1／4mi1e

　年頭の寮とて、室閲港に於ける船舶の鱒榛が

激しく、本船入港時、港内碇泊1階24隻・岸壁

横着船4隻、室蘭港は南防波堤以南の地に投錨

しなければ、冬期に於いて常に西、北画の吹き

・さらしとなり、常にうねりを憂けることになる。

其故各社船とも、港内遮浪の好錨地を撰び、何

処も一ばい。折しも降雪のために、視界不良、

ようやくRadarを参考として、淺橋近くの好

錨地に投錨する事が出来た。入港用意より30

分前部署をとく事が出来、其の優も転錨の必要

　がなかった；事はRadarによる事が多い。
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1

：M130－R

2

1

2月6日トスアソ

・83・1ゼル訊
　　　　l

　　　　l三時

　　　　1

　　　　1

　　　　1

　　　　　
3月4副C・b・北岸

　　　　航　海　申
In．　N　／

　　　　l

　　　　l

1月8日

0700

風向SSW

力
候
上
程

風
天
海
視

2

fo9

　2

　1

M131－R

風向Nor比

風力　　4

天候　　．r

海上　　4

視程　　6

風向　NW
風力　　4

天候　　S

海上Slight

視程　　0

　本船は2月5日0700サ：／フランシスコi発ロ

スアンゼルスに向け航行中、2月6日0430ロ

ス入港40浬沖合のANCAPID通航時より視
界不良となりたるもレーダーで航行、同日0630

頃より濃霧となり、・卒常なれば航行不能の状況

の’ｺに於てレーダーにて、航行安全に投錨し得

た。此の間時聞的には3時間短縮したものと思

はれる。　　、

　3月2E『1500サンフアレ発ハバナ向け出航

キェFバ北岸航行、海岸線低く肉眼等による視

認困難なる状況、加えて雨中航行に於いて、レ

ーダー使用の場合のみ航行可能にして、ゴヒ岸流『

により潮流も利用する事が出来た。

2

1月13日

1300

　釧路港碇泊聖岳署及び吹雪となりたるを四っ

て直ちに霧中信号を行ない、併せてヒーダーを

活用せし際、入港する漁船の位置、針路を確か

め汽笛による有効なる注意の換起信号をなし、

容易に船舶の保安をなし得たQ

M133一：R

1風向NW
　

脚か　6
1天候　F
｛海上鵬od

陣蹴5浬

　九十九里浜野航行中、濃霧となりたる為、レ，

・一 _ーを注視しつ晃右舷舶1／4点距離2浬に

操業中の漁船ユ0二丁を発見、直ちに此を避航

して事なきを得たり・、当時視程0．2～0．5浬程r

度波高く・知らずに続航せば避航に困難を来た

した事と推察される。．

2月3日

0200
向
力
上

風
風
解

　　2月21日　ラスタメ

　1謝～16001ラ港近辺

1　　2月25日　のShoal

lO900～133

n髄

2

1
隠丹囎「ルソン．

　　　　　一
P400～08001ストレイ

1　■ト翻
　　　　　l
　　　　　l

　　　　　l

　　　　　「
　　　　　「

　　　　　【

i

l風向ESE

　　　

Nl！沖謙磐慧轄鴇劉響町

21議議添窩難藻礪崖墜巌
　　巨為ほ瑠位は擬されたが・他計との縣等
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　lもありル／一ダーの価値を深められた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿一一＿＿－1

風力　　2

天候　　C

視’程　　127

ラスタ・ラ聞継の際洞蘭方のSh・al　l

群上のBeaconの発見に極めて効果あり、叉　1

正確なC・即ass　e・r・・が至論の折にも2つ以

上のBeaconよりξ）disね難ceを求め、これ

を利用して正確な高位を常に得ることが出来、

潮流強く、浅瀬多い海面も、不安なく逓過する

ことを得た。　　　　　　　　　　・　　　－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

　　南支那海さり：Lupon　Straitを抜けての北上　1

　航路途上Baii鉱ang　Chan笠eiを通過する目的

　をもって進行したが、折から夜から曉にかけて

極端糠喜醐薦欝謙抑1
　いた所、丁度同Ch即nel入口申央附近に来た

些細驚拙温，盟盤讐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
1て三位を確定、船が予想以上にNW側に流さ

一122一

M：134－R

lM135－R

2月23日

0800

濃霧中の

狭水路航

行

（水先入操　舟皆）

風向SSE

風力　　1

ヲミ1疹ミdense

　　　　fog

l視程　50m
1
1

れている事を知り直ちに同島北方の水道（Ba・

tan島と　Itbayat島の間）を抜ける事として

無事：距離も損する事なくLupon　Strait・を通

過する事を得た。

　サソバウ官湾内にて積荷満載（吃水9m24）

視程10～70mの濃霧中に於いて・本船可航水

域21孚標間約180m全長約7浬の狭水路航行中

浮標映塚の鮮明に依り（2’と1Range）水先

人操船にとり便があったと思はれる。これは他

船も再三再四経験されている事と思いますo

1

2月14日　霧中香港

1630～1930入港時
　　　　　1

2

3月1日
　1700
　～

3月2日
　0600

風向　East

風力　　5

天候　fo9
視程　11／2F

G，，。論風向N…h

風力　　5

天候　　R

陣程2’圃

　香港入港に際しfo9のため視界極めて不良

であったが、レーダーにより繧杵島を17浬沖

より認知、船位をCatchしつつ進行し東竜角

灯台1浬半に致る迄陸岸を視認しないま＼に、

大無難水道を通過無事錨地に到着し得たQ

M136…R

　名古屋より神戸への航海中転輪羅針儀故障し

たので直ちに磁気羅針儀と、’シーダーにより船

位を確認しつ＼当時の悪天候中を航海継続し得

た。

　　　　　
12月・15日　・

0800　［

　　　　1
12月29日1
223・1

　　　　　
2月3日ト

13、5i

2月20日「

04001

！N。，、Lab。i

vis．　Good

Calm，　b，

lvis，　Good

North，3，　b
l・i・g・・d

　

iNorth，1，　bc

vis，　good

　印度最南端muttun　Pointよりペルシヤに

璽る航法上の利得について　　，

　左記印度洋Laecedine　I’d附近には暗礁多

く、僅かに航海者にとって、Kiltan　I’dのBn

のみが、せめてもの目標たり得るけれども、レ

F一 _ーの装備ある船舶に於ては、何等おくする

事なく航海可能なるを、左記の二、三の例にま

っても明らかである。即ち水路誌をひもとけば

Muttun　Pointより印度西岸Mt，　Diliiに並行

してRasal　Hadd（dist　40P）に至る常用航路

を推薦しあるも、本船は毎航Muttun　Pointを

35。に並航（dist　16ノ）　してOne　course　3130

にあるRasal　Haddの航路を撰定し居る事実

により、前者の航路よりも優に20’を利得して

いる。勿論、：Laccadine　I’d通過の際にRaddar

による船位の確定を期待し得。少くとも15’の

距離でcatchすることが出来るので・船舶航

行上の安全には何等難点を持つ必要を認めず、

従って邦航の之等ペルシヤ航路に従事する船

舶にありては、航海の安全性から云っても叉

航程の利得と云う観点からしてもMuttun　Poi・

nt　（＄5Q16ノ）よりRasal　Hadd（223。41’）に至

る3130のOne　Course航法をす＼めて止まぬ．

筒当譲島附近の導流は左程激甚ではないので安

全性をより確実たらしむると思考す。1

一．123一



M142－R

M143－R

4月15E1

4月15日

0245

投　　錨

暗夜消灯

申灯台発

見

風向North

風力　　1

天候　bc

smooth

風向ENE

風力　　3

天候　　o

vis．　　5．0

　佐世保入港ρ際の向后崎沖に夜間投錨、予め

予定錨地の陸三等の距離を知っておけばRa・

darを一見して現在の位置よりどの方向に何浬

¢〉距離にあるか直ちに決定出来暗礁の丁丁叉は

漁三等の踵離を直ちに知り、後に二二の敏速適

確を期し得た。

　台湾東岸より沖縄西方を抜け、臥蛇島を正横

に見て後、大隅海峡へ抜ける目的をもつて進行

申、前日正午以後曇天の為、天測不能その上、

臥蛇灯台は消灯中であったが、15日02≦530浬

の距離に丁丁及び李島をRadarでCatchし直

ちに正確な昌昌を鄭り得て以後、安全且つ距離

をも損することなく航行を続ける事が出来たQ

　この資料をム応第一報でまとめたような方法で統計をとって見ますと、次の第十一表のようになり、第一報

で行った統計の数字と夫程大差のないのが眼立っています。

第　＋　一　三

十　料　番　号

M101－R
1・2

危険回1短縮Er、
霧　　申

r出入細行

2i※■※
M102－R 6 1 ・トト
M105－R 一i5卜1一巨 1

夜　　間 荒　　二

三鯛航欄入細行

2引一　※

ス　　コ

ド　　ル
其　ノ　他

一i

M106一盈

一トド　・1一
■引■一

5 1

M107－R

1■一トト、ト「■・・ト
4・ P■※．ト1一ト1※一トト

1引’・

錨地確認

M108－H 4 一…■・1一 引■■
M109－R 4 1 一ト　一　一 ・卜　一
M111－R 2

M・・2－R・ P2
11引引1

M113一：R 2

ト1一
1

1■一
■2

1一

1

一　一　■一

M114－R 3 ・ト

1一トト
ートト

■■■・ 1一一
21引一一

一睡位蘇

■
1

M116－R 1卜　■一ト　■
M117－R 2 則一トト　■2 ■■一
M118－R 1 1

：M119－R

M120－R

M123－R

1

引引一ト　一　引■・
・卜

4 2 1

1 1

M・25－R121一・
ト

1 引■・ 1一　・1引

引2 ト1一　一ト、

■11■■一 1

一． P一巨1■一12

1一

一124一

一1

M・27－Rい1■引■
M・28－R2円・・■一…■

■■一■■■錨地齪
■■簾縢

M130一一R 1 ・引・
M131－R． 41一■■■■

・！一　一／一［卜
　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　・旨

M132－R 31■一■・ レ■■一

引

：M135－R ■一遍
M142rR

・1一

・1一　一　一・旨

M143－R ・1一一■一

一ト．

1

計 ／8・い41※4 5｛・・15

■一
・1一

8 2

■
■

■■
■一
■■
6 2

12
2ト・ 　　　　　　　　6

一

「
　
　
一
　
．

第一報の統治・2125匡5 ■81■■■■■
　　※はこの例が多数あるとの報告あることを示すQ

聯燕ではぺ九シや鵬磯は別1・一十つたので・今度もペルシア鱗を別にしてまとめたのが知第

十二表である。

第　＋　二　表

資料番号 調査月数

題i・3－R1 9

M・・4国 7

件　　数

1

危険回数 危険種別

・陣突
※

夜間航行 濠気航行 砂　塵

※

M・・5－R1 5 2 一1
M・24一h 2

M・26国 1

21 ・陣剰
1 1

M・33－Rt 2 3 ・陣・突1 1

M・36－Rレ 2

合訓 27

一叩上 12

一t 3 2

工5

これでは余りに第燕蜥計と喰麟・ナぎて話にならないのですが・その原因1ま季節の違・’ではないかと思

はれ季節毎の変化も調査する必要があると思われます。

　（2）　レ喘ダ幽三位の誤差

第＋三表にまとめて掲げ、蜘図はこれをグラフにしたもので大略二十を謙示したものです・鱗一図で

卿

は誤差の絶対値を縦軸にとりました。

一125一
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第　＋　三　表　　レーダー三位の誤差調査表

三三目標瞬誤劃レーめ騰
・1．M・・2－Rl15謡1’

1　　　10MI
L＿．．一一　．．　　　　　　　　l
l　　　　「一．．　’四一一．一’一］

lM105一『51
　　　　　1・α4MI

　　　　　il

ni正

〃

1．OM

コツサー

2．4M一〇．03M

　M－0．2M
　　十〇．25M
6．7M－0．25Ml

　　　悔　i

スペリー巫

M、。7壌＆5Mlα7M
　　　　　20　M　　：L7M

　　　　　12、MF　89M

鯉一R24副α謝

RCA　CR－104

コツサ・一101－A

　　　　　　　　　　
、些1ぞ『Rエ3Mヒ窪1Mスペ・一

lM1137Rl　115瓢

1　　　　　　　1
1＿一　　　　　．　　「　「　　．一

・｛M、、5＿R／・q3M

　　　　　　14．3M

　　　　　　1α7M

　　　　　　　5．6M

1MIJ．R．C
。i■NMD＿4、、

　　　1

q2M
箆i亘

α1Mr
　　　1
0．1M」

　　　i

ケルピソ

　　　　　　　　　　　　　　　　
M・・6－R． P器r㌔i凹

　　　　　　1　M　O．25M

　　　　　18　M　2．5M、

　　　　　15Ml・α75Ml

数肋ソグハ

．M・・7F25Ma5嚇ペリー

資料番号

M118一一R

M126－R

目韓「．誤差

9Mlα3M
75MIO・1～
’　　　　0．9M

45Mk璽i

レーダー種’類

ウェスティソグパー
ウス

MU一．1”

　　　10．2M｛9．3M．
・ス6M｝α3M　　　　　　　　スペリー

a6M層α5Ml
M・27－Ra2Mh3M「デ。カ

．M128－R

M131－R

M135－R

　　　　

43Ml．α2M
瓦6M宴ｿ4M
1．5Ml　　　　ni！．
　　　1

レFセオン

脳M1α2M…ケルビン

0．58M

O．．9M

M137rR

M140－R

Z4M
3　M
6．1M

M
M
M

n
δ
0
4

4
4
バ
リ

「α1Ml
　　　　　スペリーMK：一2
　ni互．

M142－R

α・M「デ。カ、59－B

ni1

0．1M

0。2M
α2M：

0．2M

＼2．6M
1．2M

0．05M
ni互

M143－R
8．25Mi500m

　　　　O．27M
畳：5器§釜2M

　　　　O、19M

デッカ　　159－B

デッカp　159－B・

デヅヵ阿159二B

3ノ

今
乙
　
　
　
　
　
　
　
i
ー

ー
，
i
誤
差
絶
対
値

第　　1　十 寸・差

o

O

。0 Wも。

o
O

’

0

O

5ノ

距離

10ノ ’15ノ 20ノ 251 30’

一126一

（3）　レ圏ダ晶最大探知距離にづいで一．．・．．「　r　　　・　・　，

鴛からの縮をまとみて鰍賑に示した詠これを階ヤナの高さを

　　ω　33m～27m

　　㈲　26m～24m

　　㈲　23m～21m・　　　　　　　　’

　　◎　21m～18m　　　一　．ρ　山　1匿

　　　ぐポ）　17m～16m

　　　8　15m～12m

　　　（卜）、不　明

の7種類・秀けて、夫々に従って物標の高さにようて襯瞬はどのよう燵うカ・グラフにして肚ものが’

第二歯である．第二図に於ける曲線は日本朧学才第4・5合粥に発表された落合臨麟舷により計算

した値から得たものであります。　一

第　＋　四　表

資料番号

M107－R

日
刻

丹
時

10．15

0320

110．．16

0600

11．24

2000

11．24

1300

12．18

M117－R

M104－R

0132

1．5

M　N

概　要：

ナヤ　
　
高

キス力
候
乾

風向風
天
海

30miles

North　2

bc　2
29m

NNW4
b 3

ESE4
C 4

NE　3
C 3

NE　4
b 3

East　3
βnew／r

sea　slight

／

29m

33m

33m

29m

32m

27m～
　　31m

目 標

種　三

山

島

島

島

島

Shore
　　line

高　さ

524f・t

160

661f，t

200

113m

326m

62m

70m

　島
　島
　岬
　島
Beacon
灯　　台

Light
　　Ship
Light

　buoy

78m
84m
50m
35m
28m
ユ3m

向　き

視認距：離

25．OM

く
距

な
た

え
つ

見
な
離

34．3M

40．OM

16．OM

18．OM

25．OM
20．0グ

18．5〃

18．0〃

18．0〃

15．0〃

10．0〃

6．0〃

レFタP

種　　類

RCA
CR－104

35．5Ml

　　　i
30．5M

40．OMI

17．5M

〃

スペリP

マPク2
モデル0

スペル併

マーク∬

モデル0‘

一127一



M124－R

M110－R

M103一一R

1．15

1400
2
晴
隠

WS
半
盛

大
離

　
距

　
知

最
探

1．15　　〃

1500

1．31

1300

2．27

0200

1．20

M111－R

M106－R

M116－R

12．　15陸標初認

0125最：大距離
　　」

、2、61灯標磯

面露探知距

、22gl鞭上の

葡箋寛帆船

12．7

0400

2
下
士

WS
半
可

2
2

b

6
　
5

β
w

South　3

　b
　　　3

North　3

丘ne

　　　3

West　1

　暗
　　　1

East　2

　C
Smooth

12．29

0510

NNW
　b

1・iight

NE　3
　0

！slight

1．ユ8

ユ300

1．18

1530

M129－R11・24

　　　　　0200

2
9

2

0341

NNE4
　0
mod

N：NE2

　0
smooth

WSW2
　b
smooth

East　3

　bc
slight

28．71n

£8．7m

27m

27m

27m

2合m

21m・

23，4m

26n：i

25．8m

22m

22m

26m

26m

汽　　船

島

16m

476f，t

　145

ブラジル

　　　　　4m
漁鯛．

縦

本艦に対

し三

一．・　都

島

八丈島

灯　　標

カヌー型

小：帆船

エリモ岬

金華山

灯浮標

〃

島

島

20m
反
」
船

行
李
航

　　　．船首右
513rn

　　　　　70

858m

生5m

前　　方

正　　横

　　『本舶針路
2．5］m

　　の逆方向

230rn

445m

工5m

〃

145m

352m

oo

50

oo

50。

左後方

右30。

13．OM

25．OM

25m

1a5M

40。OM

39．9M

0．8cable

25M

，27M

16M

23M

、27．OM

湘

スペリP

3．OM

1Z　5M

　　　l

スペリー

マーク2

　　　iJ．　R。　C

　　　　・38．OMINMD－

　　　　　　　401

L。サー

101－A

α3ML

3．1M

1／4M

300m

181／2M

25M

CR＿

　101－A

ウェスティ

ングハウス

・タイプMU

ワェスティ

yグハウス

MUr1

一128一

M126－R

2．3

Noon

1
噌
⊥
　
0

　
・
0

．
、
22
01．31

2100

銅
ル
ー

附
P

の
．
コ

、
島
ス
有

最大操知

バシー海

峡

2．、［鰍襯

　　　宮古島南
／0500 P方

NNW2
　bc
smooth

ESE3
　b
slight

North　7

　0
　7
North

　O
　6

2．2

1900

最大探知

1沖縄筋

lNorth　4

M：142－R

M120－R

M139一只

M118－R

3』．25犬吠崎

　　　通　　過
　　1

4．14・

0
4North　2

　b
smooth

佐世保

入　　港’

：North　l

　bc
smooth

12．25・マラッカ

　　　海　　峡

4．14

2．26

0348

3．2

1426

室戸岬沖
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以上のようになりますが、これをレ収一種類別で老えなければな肱いのですカミ・一応同一に見なして全部

こみで原因別に故障件数を整理して見ますと．次の表のようになりますQ
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これを第3輯の時のと比較して見ますと夫程大きな差がないようです。

（6）』醤異現象及び使用上の注意参考意見について

　　（イ）　特異現象についで

1　犬吠崎の初学距離が北上の場合21’浬なのに、南下の場合は18浬以下が通例で15～12浬の聞の変化があ

　るQM105－R・

　　これは筆者の意見としては、この船は釜石一大阪航路の鉄運搬船で、北上の時は室船でスキャナ高く、南下

の時は満載でスキャナ低いうえ、トリムの影響があるものと考えられるQ

皿　洋上航行中大型艦がどのようにしても出ないことがあった。この時他の船は完全に出て居た。瓢106－R

皿偽豫が全円になるように蓮つたことがある。蜘43－R

皿』 g地より寒地に航行する時、導波管に汗が溜り二二の出ないことがあ？たoM121－H

V　スコープ上に干渉でない無数の斑点が出たことがあるdM133－R

　　（口）　装備上の注意

1　スペリーシソグルユニットのヂヤイ自パイ冒ヅトからの距離1mの所に装備してあるが・荒天時クラヅパP

　スイヅチの開閉甚しく・レーダーにフラヅシュが多数現出するoM106一耳

皿　煙突より下方にスキャナがあるため虚豫が出て困るoM125一：R

　　（ハ）　機器使用上の注意及び意見

1　ヘッディングマーカーは正しく合っているか確しかめて使うことoM101－R

皿使外寸に主な物標についての冷戦視雛艘を記入して置け鞭利である・M104－R

皿　電源電圧は低目に用いた方がよいと思われるQMio6一：R

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－141一



命

　　雛者の意見を述べれば、れは間違いで却えって真室管に無理（ヒーターが低いため）をかけで悪い。正規通

　りの電圧をかけるべきであるo

皿　方位は信じられない程変っていることありQMIB－R

，V　猛：吹雪中はFTCよりも・Gainを変えて映豫の判別に効果があった。　M130－R

W　図画用コンパス用意して・2物標からの距離で位置を入れる方が、便利で正確なよう『である。蜘33＿R

　　筆者も全く同意見です。、

紐　瀬戸内海を航行中、1浬の潮目が目瞭に現われたoM142一醜

四　錨地に入いる前に・各船の位置をプロヅトして、本船の錨地を定めたoM105－R、M107＿R

双　碇泊申濃霧となり、レーダーで見張り、有効適切に霧中信号を行って、注意を喚起することが出来た。’

　M130－R　　　　　　　　　　　　・

X　ペルシヤ航路で約20浬の短縮が出来るようになった。　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　＼　’

　　（二）機器に関する意見

I　Rangeの切換によって：セy十一が狂う。簡単にこの位置を調整するつまみが欲しい。　MlO2－R

亙　レーダーの予備品は真室管だけでなく、その他の部品でも故障の奪の多いものはづけて欲しいσM134－R

皿－指示器内部のモーターの回転晋が大きく不快を感ずるoM136一驚　　　　　　　　　　　．　　　　、

　等の貴重な御意見がありました。全般的に言って段々とレーダーを夜間や霧申のみでなく、碇泊申や錨地選定

　等に利用して効果を挙げるということが報告されて、レーダーをよく使いこなし、熱心に硯究がされだしたこ

　とが伺はれます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．、

　5．　ロランについての報告

　ロラγについての調査表は合計して5通しかありませんので、これからどういう結論を出すことも無理かと考

えます。次に夫々の項目に分類して、紹介することにしました6

　（1）　ロラン利用度について

資料番号

MOO2一：L

MOO3一：L

MOO4－L

MOO5－L

航海日、数

76　日

35　日

67　E1

67　日

計 245　日

ロラy使用日数

41　日

31　日

35　日

35　日

142　日

官ラソ以外の方法では
実測三位が得られなか
った日数

10　日

23　日

4　日

5　日

42　日

航 路

ニユPヨF一ク

北 米

ニユPヨPク」

〃

（2）　ロランがあったため特に安企航海が確保され、又は利益をもたらした実例

一142一

資’料番号

MOO2一：L

MOO3一：L

＼

MOO4一エ

MOO5一：L

月　日
時　刻

8．16

0700

7．4

Noon

10．26
　～

10．27

10．30

12．6

Noon

11．21

1800ヨリ

11．22

0500迄

位　　置
’・発　信　局

（三三翻）

27053／5N

78。43．’OW

（by　loran）

48。147N

174。16アW

（L．F）

Loran

溜G
良　　好

1L7G5251
1：L6G5475

densefo9

1H．6G
ユH：．7G

：Loran

34。32”N

141。31’　E

（Loran）

Delaware

Bay沖

Chesea
　　peak

Bay沖

1H．4

Wr　mist

1．H．　7　G

lL．　OG

lL．2G

6H．6G

4H．7G
Cloudy　Wr

1H4

1HO
Ground
　　Wave

不　　良

記 事

　New　York～Habana間に於て左記日時頃Littl

Bahama　Bankに接近したとき：Loranにより継続

的に位置を確保する事が出来たので700Tapiter

Pointに向針した処0900　F　Matanilla　Sheal　Buoy

をRadarにてCatchすることができたb

　6月27日の正午天測以後は晦日の濃霧により推

測航法のみであったが、一週間目に：L．Fixにより

正午位置が確定したoL．　Fixは推定位置より201S

15’Wであった。

　Loranのみによるcoasting北米東岸のCoas・
ting中の船位決定は海岸が昌昌であるから：Loran

による方がRadarよりも精度は良好である。三

聖等によって、視界2～3浬の場合が多いが、海流

の相当強い海面に於いて、海流を確めつ恥予定針

路上を航走するには不可欠の計器であるQ特に20

～30浬の海岸でRadarに依り正確な距離を知るの’

は無理であるQ

　上記と同様にKay　West通過後Ga夏f　portに

向う際デルタをRadarによりCatchするのは、

20浬以内である。か＼る状況下E廊rance　B’yに

精確に向題し得るのはLoranによる以外はない。

　日本近海に接近して天候悪く㌧天測不能の日が2

日も続くと、正確な球航程が得られず、入港時刻に

思はぬ差を生じ、無用の待時間を生ずる事があるが

Loran活用に依り正確な響動と　Speedを得て前

駆に関係者筋に蓮絡が出来る。本船横浜入港時、冒

一ラソのみに依り艦位を得て、予定時刻に入港した

が、その船位は後刻2浬以内の精度である事がわか

った。

　11月21日10，00ニュポートニュPスを出帆
して、ニュー貢一クに向う亭亭夕方より海上は暴風

雨を伴って、激浪甲板を洗う様になっていたQ視界

は全然きかずレーダーに依り、他船を警戒しつつ航

海を続けたが、レーダーでは船唄カミ不明で、專ら四

一ラソに依り30分母の確実な船位を得る事が出来

た。ニューヨークより30浬～50浬手前にて数10隻’

の他船を認めたが全部沖合を流していた。恐らく船，

位が不明のため陸地に近ずき得なかっためではない

かと考えられたが、本旨は幸いに二一ラソに依り確

実な船位を得て不安なく航行して、．これら数10隻’

の他船に先んじてパイロットステーションにi到着出

来た。　　、

（3）　故障又は特異現象

一143一



資料番号 月　日
時　刻

M…一L15・5
　　　　　「6．9

7¢

D17

MOO2一：L

M：GO3一工

7．29

8．8

9．10

9．12

9．13

7．2

1900

7．6

Noon

7．10

2110

記 事

Div・EDiv・Fの調整狂ひのため調・整を行う。

・ρ・w・・unitのV・lt及酪・。b。をCh。。kするも鱒曝せず、その中1

欝｛蕊な蒲魚搬て叢薪蕪読扇
頭好と獅㍗珈　の一塩こ原因するものと詩劇

Operation　Switch　1、2、3に於いて申央に光点のみしか生じなくなる。」

　6月9日と同様の状況となりたる為各Transformerの学割をCheckす
るに絶縁が不良となっていた為、横浜神戸にて東京計器のServiceを受　1

取二丁した。原因は現在のところ、T・an・f・・m・・の願穣に姻1

するものとしか考えられない。　　　　　　　　　　　‘　　　　’　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Cristobal～New　York間に於てSan　Sa互幅dd　1’d通過後Signa互現れ・1

ず・Screen申央に一個のBright　Spotが現れ、それが時折Vertica重に　1

闘するのみで使用不能となった・N・wY・・k入澱S・・vi・eM・・に三一 P
りTransformer　T－15、　R－150．不良を発見、復旧す。・　　　　　　　｝

　Boston～Boltimore間に於て突然：Laran　Pcsitionが針路の北西方13浬

鱒鷺醗濡壷網難設、㍗乱畿鑑豊魁総1

鎚磐雛騨となり・齢手で臓輪v－4．v司

L・・ang・1・・～Y’H・ma間に於いて津・n・U・mpがっくがScreen

Lightがつかない、依ってPatternが全然現れない。

　V－4α不良　　交換により復旧す。

　：LQs　Angeles～Y’Hama問！こ於いて’Traceが一本のみしか現れず、

Pedestalが全然出ない。　V－23　不1良：　i交換により復1日す。

　Los・Angeies～Y’Hama間に於いてPedestal　がAB’とも微動し蔭を

有しているTest　E　Fに於いてScope　Pattemが同様にして微動してい

る。Divider　E　Fを調整及びRE　1000・：RE　15000を調整する事により復

旧す。

　6月30日頃1930頃traceヵ糞然現れず左端にS加t”）みとなりOperation

Switchを1・2・3に動かすと時々Traceが現はれ、完全な作動をする。

G・i睦上げるとSwi七・hの接㈱ミ悪いζ同様に左端に太V4本の線となり

初めこのSwitchが悪いと思はれたが該当V－27を交換一時復旧した。然

し7月2日1800頃上記と同様な現象が起り冠Spotのみで全然Traceが
・現はれなくなったのでV－12（6D4）を交換完全に作動状態に入った。

　7月　6日0500信号が流れてしまふのでTestにより波型を調べると
A3が悪くV3（6J6）を交換・Traceが左右に震動するので、・D．平Fを

調整するσ然しPiv。　F，ではどうしてもBasic　PRRのS，：しの時、上の

線が1本づ＼多くなるので・億のV－12（6D4）を交換．DIV．　FO．1→7に

て調整が出来たo

Juan　de　Fucaの入口寸前2日頃に於てSigna1にフワフワした草が出

来て来・Gainでは消えずその上driftが甚だしくOperation　Switch　3に
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の
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MOO4－し

ては受信は不可能であった。参考程度に受信したが結果的には交叉方位によ

る高位と誤差1浬以内であったdこの時波形は署A3が正規ではなかった

（Operation　1の時、左端にトガ？ているのがない）他は異常なかった。繕

果的に見てSigna1にフワフワした雑草が左から右え流れたのは・V－34
（61i　6）が悪くなっており、　driftが効かなかったのはV－2（6AK　5）

が悪い様であった6

　日本製Loranの状況
1　本艦の計器は概ね作動良好で、次の故障の外焔航海を通じて使用可能で

　あった。即ちPower　supPlyの5V4G管の切損及びレシーバーシャー　i

シーの抵抗R－2・8が切損した・一般1・曲管に弱点があり・麟間使馴

後調整がくずれるQ

2　本年10月以降販売を開始された、改良型に大いに期待している。

幽（4）使用上注意を要する実例又は意見

資料番号 記 事

MCO1一■
　発信局の位置が二二件の所にあるを以てerror極めて少であるが斯る野幌件の場

合は極めて少いやうに思はれる普通本船の例に依ると少いときで2～3浬多いときは

』10～20浬のerrorを生ずる場合もあり、『普通4ん5門内ある如く思はれる。

　野島崎沖合よりSanfranOiscoに向う大圏航路に於いて一般に2本以上のPosition

lineが正確にとれるときは比較的少なく、概して1本のP．：Lより得られない場合が

多いやうに思は樋・例へ2本凪しが得られても相互間の交角が小であると越

はBase　Ii飴に近きため、　errorが大であるとかで好條件の場合は少いように思は

れる。Lor蝕局の増設が望ましいと思はれる。　　　　　，

　以上の如く今航は故障が頻繁に起り：Lora蹴に依る利益を余り得られなかったが、

LorahはRadarに比して故障が多くてRadarの如き信頼度を得る事が出来なか
った。製造者に於いてより一層故障の少い機械を製造される様お願ひ致し度く思いま

す。今衣航海中故障が続出で：Loranを有効に使用し得なかった事を残念に思いま

す6

MOO2－L
　本船はDiesel　Engineであるために震動多く依ってLoranには震動防止装置あ

るも微震は如何ともさけ難く、．それが原因となってtdbeの故障・調整の乱れに依

る故障を屡々経験した○装備当拠よ無経験であった為に故障に当ってはService　maガ

のみに頼っていたが、故障した時こそ：Loran　9）内部機講を研究する最も良い機会で

あるからService　manと共に修理を行い、’叉彼よりも各船に於いて行った故障修

理等参考事情を聴守し・特にDIVIDERの調整に於ては自分で実施し出来なければ

調整記録fカ・一ド」の位置に復旧しておく等、極力：Loran内部機構になれる様に努

力したので、現在では大判の故障は艦側で処置出来る様になった。

　今迄の経験に依ると一般に故障の9割まではTube不良であり、而もその故障

Tube’ ﾌ9割までが和製のものであった。それ故・故障時は先づ瓢製のTubeを

Checkする事により早期に故障が解決出来た。之は悲しむべき現象であるが・事実

和製Tube’の性能の劣っている事は争はれない特に努力を希って止まない次第であ

る。．

　日本近海に：Loran　Stationの乏しき事は全く残念であり、折角装置した：Loran

の存在を惜しむこと切なるものがある。特に野島崎より米国迄の大圏針路上、1Time

D近erence　linsが殆ど李行となるために：Loranに依り船位が得られぬことは甚だ
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MOO3一：L

欝鰹灘鍵回折触・・を各職する様になつ畔

化巳⊂議鷺朧鰍撃7懲轍讐欝欝

MOO4－L

玉野出騰はTim・di丘ere・g・1・燃・・…がなかったが途中を、て＋88のerr。r

が生じ肝の三っておらない・その他1ま完全な緻蹄申である。

MOO5－L

昼間鴇の背後にある局綬信踪なカ・つ繍Mi・加の沖7浬をC。a，ti。、中

穿・】雛畿潮岬轄撫1撫1援濃雛驚ら

　：Loran　chartと：Loran　Table　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　～

魔総藻縄鐵麟i繋欝欝熱㌍籍1

G「ound　Waveに依り得耀位は充分餅肌得るものである。

East　Coastに旗夜間45・浬～55・浬又はそれ以上の購に於てG，。u。d　Wave’

が受信出来た。

受信駿が悪い場合アンテナの鷹艘えてみ纏秘要である。

雰誰誰鞍饗驚羅藤鎌1糖轟
棄奪濃黒瀬鎧毒欝劇評粥欝論鴛、麹1蟻㌘
二ごやなどにアンテナが接近している場合は感度が悪くなるのではないかと思はれ

6，　む　　す び

以上で手許に集まった報甑睡騨μ紹胤ましたが・纐の飴や齢・自由に資料として使っていた

ゴくこと繊て・まとめてしまうことは極力さけ成可くなまのま職えしましたあで、ふりかえって見ます

と’全くまとまりのないものとなってしま・・ました・この点深く鰭び申し上げます．叉鞘の醐やもっとつ

け1灯えて翻したいこと棚点すカ・・今回は害妬しまして・他の灘に述べさせてい姻こどにしまし

た．この繭礪もあるかと思いますカ・・衛承下さいます笹野絶します．（二二。29軸走）

第3輯115頁の2行目と3行目の間に入るべきもの

．←9トランスT903の故離よる現象（M・・6－R）

等であるQ
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第’V表　国鉄翻故障統計

資料

記　号

、TOO1－R

調
査
日
数

孤 高

6SN7

02

・AK・

P・V・！一ト・／B24！C35
不
明

其
の
他

A
F
C
調
整

マ
グ
ネ
ト
ロ
ソ

ロ
ソ

ク
ラ
イ
ス
ト

ク
リ
ス
タ
ル

1 2！・ 1

抵

lTOO2－R　20

；TOO3－R　19

1

1

抗

フ
ユ
ー
ズ

メ
山
門
調
整

ポ
テ
ソ
シ
オ

ト
ラ
ジ
ス

コ
ソ
デ
ソ
サ
ー

1

3 1

TOO4－R 14

1 1

．；TOO5。R

1

・判　・ 2

1

2

1

12

r目21 1

1 1
、

3

1

1 12・

不

明

2

2

其　　の　他

1．導波管内発汗

lTOO6－R

：TOO7－R

61

，14

1

2

回2 2

1

2 回 1

1．導波管内発汗
1．Focuss回路線1

　　断
　1．1B24墨1
　1．スイッチ

TOO8－R

・TOO9－R

；TO10－R

TO11－R

TO12－R

合　計

1．プラウこ／管ソケ
　ツ　ト

19 1 1

2

18

15

20

5

191

4121 1

i・12｝ 1

6 1・口212

12図　1121

1 8

1．時間計

・目・1

2

・1・1

9・d514
1

1．高圧リレ

1．1B24調整

2 ・1・ ■

1．電源ショ門ト
1．1B24調整

1『1

7 4

回 5

51・6国

26
11 3 7

」
2

2

1

11 5　4 1

1

5i　12 6

1．1B24

12
総　計

　139

第7表を見るとやはり真室管の故障が第1位であるq其の他の中から特異なものを拾って見ると

官）導岡三汗に挿繭の低下（T・・1－R，TO・2－R）こ鱒導波管をセ…yでシールすることで轍

　　された。（国鉄当局の話）

　㈲　パネルを起したり倒したりすることによってFocuss回路線が切れた。（TOO2－R）

　の　TR管1B24の故障（TOO3－R，　TOO8－R，　TOO9－R，　TO11－R）

等が挙げられる。　　　　　　　　　　　　”、
　次に故障の大体の傾向を知るため、総件数に対する原因恥の百分率を出して見ると、

　　　　　　　　　　　　　　　第8表　　原因別百分半（対故障総件数）

表別記数融管陽ス
　　　　　　　　　　　　　7．5　　　　100（40）　　　　　　　　　22第6表
　　　　　　　　　　　　　7．9第7表　100（139）　　　　　　　　　44．6

忽スτζ訓論喩
　　　　　　　　　12．5　2．5　　　2．5

　　　　　　　　　7．5　2．2　　　5

抵十二十トラ洲不明’期他
12．5
　　　　2量
3．6

7．5

0．7

5　　　　28

4　　　　21

第8表のようになり大体その傾向が合っているように見受けられる。　　　　　　　　　　　・

叉調査月数に対する比率を見ると、いずれも1年間に起為回数になをして第9表のよ．うになるQ

　　　　　　　　　　　　　　第9表　年李均故障件数．　　　　・

表別瞬数週劇
　　　　　　　　　1．9第6表　　　　　8．6

　　　　　　　　　3．9　　　　　8．7第7表

クリス
タル

0．6

0．ア

クライス
トロン

　0．2
　0．2

骨脂劃抵抗膨鉢ラソスi示明ゆ他
0．2　　・1．1　1　’1．1

　　　　0．7　　　0．30．4

げ　0．2 　　　　　　　　2．40．7　　　0．4

　　　　　　　　1．80．1一堰@o．4

即ち第6表の場合も第7表の場合も一・年間亭均にすれば8～9件であることとなる。夫々の場合・使用時間

も異なるので一緒にしては論じられないが』大体数字の似ていることは何か考えさせられる。
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                 AUTO RADIO DIRECTION FINDER
                                         '
                                                      '                                                                    '
                                      by:Yoji'ko(KodeitElectronicsCo.) .

                                          Isokazu Tanaka (Koden Electronics Co.)
                                          '
                                          Shigeo Sato (Koden Electronics Co.)

                                                                          '
                                                         '                                     tt tt
    1. Iutroduction '' ･'                                                     '    2. Construetion and Op?rating Prjneipees '
          (a) Aeria!s

          (b) Goniometer , ,
                    '                                                   '                                                                             '  ,' (d)2-PhaseAlternatingCurrentGenerator - ' - -･
          (e)Braun(Cathode-Ray)Tude '- ' - ',' -
                                                    '     ' (f)SenseDeterrninatien ' ' ''                                                                .t .                                            '     .."/ (g)CorrectionofQqqdrantalError ･ , ' .
                                                      '                                             '                                                             '                            '                                            tt                       '                     tt t                                 '                                                       '                   , AUTORADI(])DIRECTION･FINDER '
    l.Introduetiori' ･il,･ .''
                                              '                                   t t.                                                                     '                                   f    Agthough radio direction finders have been widely used fer a number 6f years, the conven-

  .tional type usually utilizes manual rotation of the loop antenna or radio-goniometer.to find

  the minimum'sensitivity point of the antenna radiation pattern;tlterefore, it can indicate the '

  direction of signai arrival selectively, but not continuously. Besides the conventional type,

. there is an instant reading D/F used for indicating the direction of atniospherics, but this

  type has been developed ongy for research use and has no practical purpo.se for general '

  direction finding because of the troub!esorne adjustments. It is only since WorZd War II that

  the so-cailed auto direction finder, which indicates the direction of signa! arrival instantly, has

  3gft2ePnUtlty.tO PraCtiCai UPe' ThiS tYPe of D/F has been developed in Japan and the usA, ipde-

                                                          '                                                                      '                                                              '' 'xOf the U. S. types, the type SCR-502(i) and the type AN/CRD-2(2) are familiar to the'

  Japanese, both being high frequengy DIF using adcock aerials for ground station use. The

  new type of instant reading DIF herein described, was completed by the authors in 1948, has

  been continuously impreved in many-.details since then, and now is being used effectively on

  more than 500 me.rchant and fishing ships. Recently, high frequency direction finders based

  on the same operating principle have also been designed and equipped at several monitoring

  station of the Radio Regulatory Administration efflce in Japan. Comparing our DIF with the

  types developed in the USA, it is very interesting to see the coincidence in the indicating

  method, (i.e. a circular image on a cathode-ray oscilloscope as the 3600 search angle scale

  and a propellor-shaped image as .the indication of signal direction); howeVer, they' are

  different from each other in operation mechanism. . Rough!y speaking, the type SCR-502

  utilizer motor driven rotation of the defZection coils around the cathode-ray oscilloscope axis,

  andtheANICRD-2u$esaningeneouslydevisede!ectric.goniometer. . .
    In contrast to these, our system is base'd on the 2-phase aiternating current generator

                                                     t  synchronously connected to a 'special type of radio goniQrneter. The authors be!ieve that this

                                '                 '
                  '

                                     '                                                            tt                                                         '                                                              '               '                                                                '                                     'type is superior to the others because of the simplicity of overa!1 construction, ease of

                                                      i'                                                                           '                                                                             'adjustmentandlong,trouble-free･life.., . .. .. ...
  2. Construction and Operatioscal ?rgneiples . ', '.'
  We shall give here a brief explanation of the construction and operatigna! princip{es of the

KS-231 type auto direction finder, Which is utilized chiefly by the Japanese' merchant Marr
ine. ether types designed by the Koden Electronics Co, such as the KS-262 for use by fishing

ships, and the KS-282 for land station use, are essentially the same in principle. Fig. !

shows the receiver with direction-indicating Braun (Cathode7Ray) tube, and Fig. 2 is the btock

.di7gar)aMAOefrgaa!Isih8rggsMePdOfoeonptS5ntenna are of one turn 6ac.b, and,srkeided･ .Both are on'e

,M
7t8r, i"..dA2･iillll.`:Z',.F'gk.3 ;231.Sgt8.9･.a.ng?g,"Z',:3 12Staec'e2,Z",.t.hX,ll･(l,"iO,Ra.;gkl¥[lr,gimh. ...q -

ventiona! type, as is shown in Fig. 2. The type of goniometer which was invented and

 deveioped by the Koden Electronics Co., is called the Ring Goniometer. The ring goniometer

 consists of large, and small ring-ghaped coils wound on the concentric ring-shaped iron cores,

 of which the larger (outer) operates as a field coil with four termina!s and the sma!ler (inner)

zp, eigtss.:ls g:?.;e3i.ci i/io.nc:,lliw:･.figr,ti,p.a.'iss,.ne.s･ z's.cx" ,cs,gs"'g.ts sigO,O.gE,"s.g:･, .%.g･ lg,g

 of 36 turns on a core of 27.5mm outer diameter, 19mm inner diameter and 11mm height.

 Each core is made of powdered iron .with a permeability of 900. The search coil rotates at a

 speed of 15 revoiutions per second, driven by a motor M, whose input power requirements are

 less than 10 watts. When the desired signal is received, the so-called "figure-8" directional

 charagteristics of the loop antennae makes the induced voltage within the search coil vanish

 at the position angles corresponding to the angle of arrival and its reverse angle, and, as a

 result, the output voltage of the goniometer has the bearing wave form of Fig. 4 (b). Thus

 the gcniometer measures a pair of minimum sensitivity points every 1115 second.

   (c) Receivere:A 10-tube superhetrodyne receiver 4rriplifies and detects the modulated.

 wave from the goniornet'er (Fig. 4 (c)). This detected wave, after inversely modulating a

 signal from a 20 Kc osci!lator injected at a driver, is amplified by an exciter. The output of

 the driver is a continuous 20 kc wave when a signal is not received (Fig. 4 (d), lower), but

 has a waveform mbdulated by a reversed sine wave (detected output) when a signal is

  :r,/rg:'ni,'.gn.t3:,ja.kte.'.c.a.se.',Ih,esoit,p,ug.sg.r::gt,h.,ls.:.ff.e,c.ted,.:.ihg,,gu.b,e'?,)guX-,o,ff.,je.vei,,:pg

  showsaschematic circuit diagram of this portion of the set. , -
    (d) 2- Piaase Ale)rnatgng Curreent G nexator:The 2-phase generator has a similar cons-

  truction to the goniometer. The secondary coil (outer coil) with four termina!s consists of

  400 turns on a rlng-shaped core of 65mm outer diameter, 50mm inner diamete, and 40mm

  height The primary (inner) coil with two terminals consinsts of 200 turns on the core of the

  same dimension as the goniometer's field coil core. The above mentioned exciter output is

  applied to the primary coil, which is connected coaxially to the goniometer's search coil and

  synchronously iotated by a motor M. It is clear that the operation of the 2-phase alternating

  current g6nerator is opposite to the direction of the goniometer action. when a signai is not

  being received, input into the primary coil is a sontinuous wave of constant amplitude and

  induces a 2-phase alternating voltages across each crossed pair of terminals of the secondary

                                                                                  .  coil. These voltages are m-odu!ated waes whese envelopes are 15 cycle sine waves differing

  /

                                                       '



'

 900 in phase from each other. (Fig. 4 (e), lower). When a signal is received, induced voltage

 does not appear except at the instant when the goniometer's search coil passes through the

 minimum sensitivity points and, therefore, the above-mentioned pulsed voltage is applied to

 the primary coil (Fig. 4 (e),upper). Fig. 6shows an inside view of the set containing the

    . goniometer, motor and 2-phase alternating current generator.

   (e) Braun (Cathode-Ray) Tube: Each pair of terminals of the secondary coil is connected
 to the deflection plates of a Braun tube (Cathode-Ray Oscilloscope), of 120mm diimeter.

 Therefore, when a signal is not being received, the e!ectron beam spot oscillates at 20 kc in

 a diametrical direction across the screen of the CRO and at the same time, the deflection

 itself rotates with a speed of 15 revolutions per second. As a result, a circular image is seen

 on the indicating screen (Fig. 4 (f), lower). When a signal is received, voltage is not supplied

 to the deflection plates except at the instant when the gotational angles correspond to the

 pulse generation. Therefore, a propellor-shaped is formed on the CRO. The propellor axis

indicates the direction of arrival of the received signal (Fig. 4 (f), upper). ･

   (f) Sense Determinat;,on (Removal of 1800 Ambiguity): As the prQpellorshaped pattern

contains 180 degrge ambiguity, it is necessary to determine the true direction, through the

use of an additional vertical antenna. As is we!1 known, the characteristics of the directive

pattern of a loop antenna becomes a cardiod pattern when a non-directive vertical antenna is

added (Fig. 7 (a)). Then, it is easily seen from the operational princip!e shown above, that

the image of the CRO splits into a doubled propellor pattern with four wings as shown in

Fig. 7 (b). Because of this pattern being symmetrical the wings a' and b' must be removed.

A part of the 20 kc generator output is applied to the control grid of the cathode-ray tube

through a phase-shifter. Through appropriate adjustment of phase shift, grid voltage is made

negative whenever the voltage of the 20 kc exciting wave on the deflection plates is negative.

Thus only the positive half-cycle of the 20 kc wave can operate effectively and the wings a'

and b' are wipgd out, which enables us to determine the sense of direction. In the KS-231

system, the deflection plates are interchangeably switched synchronously with the addition ` of
the vertical antenna,- making the sense pattern rotate 900 for easier determination of direction.

Fig. 8 shows a circular image on the indiccating screen when a signal is not being received

(A), a propellor-shaped image when a signal is being received (B), and the sense determining

                                  ,image (C).

  (g) Correction of Quadrantal Error: The most important error which occurs in the direc-

tion finder installation on ships is a quadrantal error. In this apparatus, this type of error

can be eiiminated automatically through an appropriate adjustment of the ratio of the two

voltages applied to the deflection plates of the CRO, as long as the error is within 150 It is

inevitable that the circular image deforms somewhat elliptically in this case.

[

'References:

  Q) SCR-502:War Department Technical Manual, TM 11-256

  (2) AN!CRD-2:P.G.Hansel: Instant-Reading Direction Finder, Elnctronics, Apr 48

  (3) Ring Goniometer:See companion to this report.

s

(The authors are indebted to Dr. Shogo Namba and Mr. Toshio Kurimura for the generous

amount of time they have spent discussing details of this research, and for their constant
                                                                    t

encouragement). (
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雑 記

電波航法研究会事務局

轍航法硝絵も眺動、今麟四三の報鵠に代る繕が白泉社の御努力により発刊されることとなり

ました。本四発刊の方法その他に趣嬢えまして灘も「融騰の蕨」撤め広三好の方々の㈱用に

供されることとなったのでありますQ

当艘会は昭和28年5月7噸三姫の諮三関として発足して以来翻・灘の各音昼会とも10数酌研

究を行い、昨29年3月に輌部会からそれぞれ灘・及び2の瀬につきまし樋轍臣に対し答申が行わ

れ、次いで雛ユに薩する北太韓の・・三三備については・・肪研究会の収・ラソ糊艘会搬

け三会馳研額・3名四・・舞もつてこの欄に当りました蘇この3月そ鍼果を回す旧びとな

っているのでありますむ

細究会醐下確テーとして採りあげているものは「匪め畷鰍術騨の轍方旧いダ遊備

船の航法」他・・数件に及んでいるのでありますが・これらについても逐一こ君塘蘇され繍薦られました

ならば瞳当職会に餓して斯卿為・寄畢したいと思いますの階脚一層の三三を御願畷します・

絡り鵬み本誌発刊に際し貴動資鞭雛して下さった皆蘇の御三に対し厚く観申し上げます・

、

昭和30年1月

一155一
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　　　　　　　　　　　　　　　　附

　　　　　　7

達第十二号

　電波航法研究会規程を次のように定める。

　　　昭和二十八年五月七日

録

運輸大臣石井光次郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　電波航法研究会規程

　　　（目的及び措置）
／　　！

　　無徳面諭の諮問に応じ・繊航法につ・・て泌煩するため鍾1・命省に三三蘭究会似下「研究会」

　　　とV・う。）を置く。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　（組織）

　　第二條　研究会は｛委員30入以内で組織するQ

　　第三條委員は・学滋雨籍する都び麟行政機関の韻のうちから蓮輸姫が委嘱する。

　　第四條三会に專門傭動調査す観・め泌要があるときは、三門委財置くことが磁る。

　　　（会長）

　第五條研究会に、委員の互選による会長を置くQ

　　　2　会長は、会務を総理するQ

　　　皐会長に事故があるときは・あらかじめその指名する委貞が会長の灘を行う。

　　（庶務）

　第六條蹴爪の庶務は・灘局灘灘部海翻・おいて処理する。

　　（議事手続等）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　更

　第七條研究会の灘の手続その他研究会の蓮営に関し必要な瓢は、研究会が回る。

電波航法研究会運営規則

第一條　電波航法研究会（以下「研究会」という。）の蓮営についてはこの規則の定めるととろによる。

第二條　研究会に、蓮用部会及び機器部会をおくQ

2
3
4
5
6

研究会に、特に必要があるときは、前項以外の部会をおくことができる。

部会は、会長の指名する委員及び営門委員若干名をもつて組織する。

部会長は、委員のうちから会長が指名するQ

部会長は、部会の会務を処理する。

部会長に事故があるときは、あらかじめその指名する委員が部会長の職務を行う。

第三條　研究会は、答申その他の重要な事項を審議する。

　2　研究会の会議は、必要のあるときに、会長が招集する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一156一

Q
J
4
5

会長は、会議を招集するときは、その日時及び議題を委員に通兜する。

研究会は、委員の群数の蹄が鮒れ1よ・会議を開き・二二することができなし’。

研究会の講は、出席委員の過半数をも？て決し・可否同数のときは・’会長の決するところ1こよる・

第四條部会は溜究会碇める顯について灘研究を行い・その結果を研究会々こ鰭する・

　3

　4
第五條專門三一、学麹町を有する者及び関係行政機関の職即うちから会長が委嘱する・

2專旧記鄭、飯の涌するところ1・従・焙陰嘱し・朝の騨について雛研究を行う9

第六條・研究会及び部会に幹事若干名をおくQ

2鱒は・一貫機卿職員のうちから三跡標するr

3幹事は、会長叉晦会長鈴をうけ、研究会叉は部会傭謝行う・

第七條この規則に鋤るものの外研究会叉賠陰曜営に関し必要纏項・こついては・会長叉は部銀の指

　示するところによる。

2部会の会灘、翻部会にあってをま観楓腱血糊会にあっては毎月第三耀に部会長が糊す

　る。但し、やむを得ない事由がある場合は、開催日を変更することができるび

　第二條第二項の規定により茜かれる部会の会議は、必要のあるときに部会長が招集する。

　部会長は、一遍回するときは、その階及び魏をその音陰嘱する四目び專門頽に潔する・

電波航法研究会委員 （昭和29年12月現在）

区 分1氏 名 属 電　話　番　号

委

”
グ
グ
”
”
〃
〃
〃
グ
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

員 策
貢
清
晴
一
吾
一
哉
逸
丸
通
男
高
階
男
盛
一
元
男

逸
　
武
定
省
慎
健
俊
志
広
正
訳
1
静
心
静

　
　
　
　
　
　
　
　
　
登
　
　
辰

賀
関
田
灘
利
谷
葉
山
算
居
震
田
亀
田

古
井
森
熊
服
甘
長
関
塚
横
河
岡
島
長
期
露
出
三
朝

東京大学教授
　　　　　　　　　　’海務学院長

東京工業大学教授

水産大学教授

蓮輸技術研究所長

郵政省電波研究所長

郵政省電波監理局長

航1回訓練所長

船主協会海務專門委員長

全国無線漁業協同組合

：水温会長

水産庁次長

海上保安庁次長

高等海難審判庁長宮

蓮輸省海蓮局長

〃　　港湾局長

〃　　船舶局長

〃　　船員局長

’〃　　海退碧海蓮調整部長

（92）　1121　　（内）　3166｛自宅（46）5059
（64）　0248

（78）　0141　　6060

横須賀0149
（97）　0266－8

4、金井　0138－g

（48）　6183

（59）　6360－9｛　　．内（150－5）
（28）’4321

（27）　5870－2

　（45）　2131

　（59）　0431－9

　（59）　6360－9

　（59）　2106－7

　（23）1131－9内（765）

　　　　　　　　（851）

　　　　　　　　（803）

　　　　　　　　（832）

　　　　　　　　（766）
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電波航法研究会慣用部会三門委員

区釧氏　名1所’ 属障話番号・
治
雄
一
次
郎
勲
吾
三
礼
雄
馨
二
一
太
広
久
男
夫
二
雄
人
「
夫
松

広
養
信
太
讐
篶
肇
増
正
轟
省
文
直
宗
武
立

端
　
　
　
寅
　
　
、

田
江
肇
㌔
村
島
桐
橋
藤
奮
谷
弓
田
轟
轟
村
島
田
金
島

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
掘
松
公
篠
池
稻
鹿
片
小
斎
伊
安
池
不
富
吉
申
上
紅
鮫
北
押
申

会
員

三
三
”

用
門

蓮
專

グ
　
〃
　
〃
　
〃
　
〃
　
〃
　
〃
　
〃
　
が
　
〃
　
〃
　
グ
〃
　
〃
　
〃
　
〃
　
”
　
グ
　
”
グ
ゲ
　
グ

’

蓮輸省技術研究所港湾物象部

海上保安庁燈台部電波標識課

海上保安庁水路部図誌課

郵政省電波監理局航堤脚上灘

日本国有心道営業、局舟皆舟白課

航海訓練所教務課

水産庁生産部漁船課

高等海難審判庁審判官

船主協会海部幽門委員（日本郵船）

”　　　（飯野海田）
”　　　（大阪商船）

　　　i北　田　．宗　一一　水洋会事務局
押　．金　　武　　央鳶　海上保安庁警備救難部通信課’

（59）　6371－7

｛（55）　0210－5

　内（19）
（48）　1161－9

（23）　1551｛
　内（24）

（59）　0431－9

（59）　2106－7

（28）　4321

｛（23）1謁1否呈3）1

〃　　　　　内　（847）　・

　　ぞ（49）　32659

（46）　4492　　4620　　　・

神奈川（4）00501

〃翻趨難解じ臨調r
園務学院　　　　「

じ内（865）1

1（45）2、3、一6

（59）　6371－7

（59）　2106－7

電波航法研究会機器部会開門委員

　　　区分1氏　　1’ 名1禽
鳥
勇
次
夫
郎
茂
正
治
三
郎
彌
筏
郎
臣

義
喜
亦
清
静
太
　
寄
書
．
俊
四
，
徳

　
　
　
　
　
達
　
　
　
　
　
　
　
　
岡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ

川
島
薬
崎
田
岡
割
奮
柴
島
沢
・
合

士
道
佐
鈴
神
尖
石
薯
題
申
広
落

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

会
員離

〃
グ
〃
ニ
ニ
〃
．
ニ
ニ
ー

機
專

属障話番号
蓮輸技術研究所船舶蟻装部

海上保安庁電波技術研究室

中央気象台測器課

郵政省電波整理局周波数課

郵政省電波研究所第二部機器課

日本国有鉄道信号通信局無線課

電気通信大学

船主協会海務專門委員（三井船舶）

〃　　　　　　　　（大阪商船）　’

”　　　（日本郵船‘）
三洋会（安立電気），

〃（三菱電気）

グ（日本無線）

〃（日本電気）・

東京計器製作所（水洋会）

一158一

（59）　6363

（23）　0301～5

（48）　1161－9

（39）　4925

｛（23）　1551

　内（370）

（45）　2136－6　　1

〃　　　
」塾

〃

（73）　2211－9

郎
次
二

一　
淳
英

喜　
幣
藤

野
上
五
安

会
員

部
委
”

器
門

機
專

〃

蓮輸省艦船局検査制度課

グ　　技術課・
グ　 関瞬工業課

（23）　1131－9

〃

〃

電波航法研究会運用部会幹事

区’ ｪ氏　　名｝駈 属■電話番号
会
事

部

”
”
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

用蓮
幹 三

男
三
肇
好
吉
民
実
夫
衛

与
則
之
道
文
和
近
和

木
山
￥
吉
司
藤
壽

掘
桑
川
佐
藤
今
庄
伊
船
杉

i蓮輸省船員局教育課

ゲ　　船舶局検査官

グ港湾局機材課

〃〃計画課
グ　　海蓮局海蓮調整部海務課

海上保安庁：水路部測量課

商船大学

海上自衛隊術科学校

蓮輸省灘曝葬蓮調整部海務課・

　艶グ

（23）　1131－9｛
　内（849）

（55）　2101－5一｛

・内（20）

田浦610－14

．電浪航法研究会機器部会幹事

属障話番号
機器部会
幹　事

グ
グ
〃
〃
〃
〃
〃

男
夫
新
一
昇
二
郎
一
騎

殼
良
小
野
一
打

　
　
　
　
　
　
淳

島
田
村
犀
岡
井
阪
田

・
小
辻
藤
木
笹
李
長
、
三
，
牧

蓮輸省船舶局技術課

グ’ 沚ｸ制度課

〃　’関蓮工業課
蓮輸技術研究所

国有鉄道営業局船舶課

海上保安庁警備救難部通信課、

海上保安庁燈台部電波標識課

海上幕僚監部警備部通信課

蓮輸省海蓮局三三課

｛（23）1醤1葱霧9），

　1認
（64）　3223

（23）　1551｛
　内（324）
（59）　6371－7

　内（116）
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電波航法の研究
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　　　　　　　　　　　　定価250円
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　　　　　　　東京都千代田区丸の内一丁目一番地

　　　　　　　蓮輸省海運調整部海務課内
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　　　　　　　東京都港区腕布霞町七1番地

　発行所　　白　　　　泉圃　　社
　　　　　　　電話赤坂（48）2824・2920・5472・5473

　　　　　　　　振替東京139869



記

‘

CANON　PHOTO　RAOARSCOPE　ON『『

キヤノン28mmf二3・5レンズ付キヤノンカメラ・使用

データー写込用データープロジェクター装備

　　　　東京・大田区下丸子

キヤノンカメラ艦式会証
　　本社　工場　径話蒲田（73）代表2191　6in

　　　　サービス　ステ閏ンヨ！
　　東京都中央区銀座5丁目3番地
　　　　竃冒舌銀座（57）3767　7389　　　　

卜

　　大阪宵北区梅田2番地（第一生命ヒル2階）

　　　　竃舞舌　福島（45）7331～8

　　　　　　　　　　　　　　水　　洋　　会

　　船舶及漁船用無線通信機、計測器及びこれ等に関心する機器の製造並に工事業者の任意団体

◎　会　の　目　的　会員相：互の協力により船舶無線通信機並に航法関連機器工業の進歩癸達を

　　　　　　　　　期する。
◎　事　業　内　容　会務遂行のため技術、業務、財務の三委員会を設け各專門的研究調査を行う

会員名簿（順不）
会　　社　　名 所 在 地麟無代錯酩

会長日本無線株式会社東京都三鷹市上連雀930
（1

}9陣野広水
副飯東灘信麟式会社［川崎市塚越3の484

顧　問
　〃　　日本無線　株式会社二

1（117）

　　　　　　湊
　3771『5 才次郎

東京都澁谷区長谷手町49
東京都澁谷三千駄ケ谷5の998

（46）　　361　　　／J、　屋　　良　　吉

（37）　3454　　　E日　　中　　案悪　　市

理　事

グ
グ
グ
グ

グ

グ

グ
〃

監　事

会　員

　〃

グ
グ

グ

〃
グ
グ
グ
グ
グ

安立電気　株式会社
日本無線　株式会社

東京芝浦電気株式会社
東洋通信機株式会社

太洋無線　株式会社

株式会社光電製作所

協立電波　株式会社

神戸工業　株式会社
　ウロコ無線電機
　　　　　株式会社

株式会社　日立製作所

国際電気　株式会社

東京都港区麻布富士見町39
東京都三鷹市上露霜930
川崎市堀川町72
川崎市塚越3の484

東京都澁谷湯元広尾町ユ9

東京都品川区上大崎長者丸284の1

東京都中央区日本橋室町2の1
　　　　　　　　　三井ビル内

東京都中央区日本橋臭服橋3の7

東京都中央区銀座西8の新田ビル内

東京都千代田区丸ノ内1の4i新丸ビル内

　東京都港区盆画久保桜川町9

沖電気工業株式会社

北上無線　株式会社

日本電気　株式会社

三菱電機　株式会社
株式会社
　　服部電機製作所

岩崎通信機株式会社
東京電気i無線株式会社
日扇電機工業株式会社

海上電機株式会社

中央無線　株式会社
株式会社東京計器製造所

水産電波　株式会社

日i新i無線　株式会社

穗高通信工業株式会社

横浜電機無線株式会社

　東京都港区芝高浜町10

　横浜市南区通町3の51

　東京都港区三田四国町2

東京都千代田丁丁ノ内2の3東京ビル内

東京都港区二布竹谷町2の50

東京都杉並区久我山2の710
川崎市堀川町73東芝内
東京都港区麻布新広尾町3の85

東京都千代田区神田錦町1の19

（45）2131－6

（1173611－9
（117）2571－5

（117）3771－5

（45）　3093

　42404
（49）　3265

　　7438
（24）　6896

　　5788
（27）5294－8

（57）　7510

東京都世田谷区玉川等々力町3の1090
所東京都大田区東蒲田4の31
東京都中央区日本橋江戸橋1の15

　　　　　　　　　　　藍沢ビル内
東京都杉並区荻窪1の86

東京都新宿区下落合1の6

横浜市鶴見区生麦町1234

田尾本　政一
河　野　広　水
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薪易撫纏遍幽幽ノ、ノク

　　　　極超短

　本機は467Mcの極超短波を利用し
た無線電話機でありまして，特に漁
船相互間叉は母船と僚船間の蓮三三
として設計製作されたものでありま
す。

　使用電源は直流6ボルトでありま

して，電源設備としては6ボルト蓄

電池叉は船内設備の直流6V電源を
使用し，他の電源は必要ありませ
ん。

　従って直流6ボルトのみで
　　A（低圧）とB（高圧）電線を供給

していますので，電源設備としても

極めて簡単であり，船舶用としては
：最適であります。

　　なお，本機は特に取扱方法を簡
　易にして野上にでも容易に使用出

　来るよう製作されております。

　本機の利用出来る範囲

①　漁般相互聞又は母船と手結間の
　蓮；絡

（2）港湾に於ける陸上，船舶聞の連
　絡
（3）海岸又は澹岸測量用
④　　登山におけるべμスキヤンプの
　見透間の蓮絡
（5）陸上におV・ては見透し出来る地
　点相互簡の固定用無線局

　本機の規格

周　波　数467Mc（誤差は法規許容
　　　　　士0．4％以内）
塞中線電力約1W
変調方式プレー・ト変調
検波：方式他旧式超再生検波
通信方式プレストーク方式
通達絹離海上約7粁
消費電力約20W　（6V3．5A）
使用真塞管6F46BA　6×2　6AR5

i皮無線回読装置
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Type　12　25　mile　12　inch

Type　159B　25　mile　5　inch
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東京都港区麻布富士見町45番地　　電話三田（45）2131～2138

神戸市生田区栄町5丁目19番地　　電話元町（4）3164・6623
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船舶用レーダー

　　Tみ一1507B型

本三川一崎市堀川，町72（電話川崎2571～5）
奮馨蕃・港跡坂溜池町‘3014（電話赤坂1111）
螢業所　　札幌・仙台・金沢。名古屋。大陣～。広島・高松・福岡

　　　　製造販費並にサービス
　　　　　　（東　芝第　二　会　礼う

東京電氣無線株式会肚
　　　　　　　取締役閉門　　國　　房　　洋｝　二　　郎

　　　，本　社神肺東灘杣匠北畑一照

　　　　　　　　　T‘EL御影1§l18826
　　　　東京事養所　川崎市塘川町七二東芝本社内

　　　　　　　　　TEL川崎2571－5

・罐進興部電機が貝回る！
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　’
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、 匿 最新の技術を誇る

TYPE－LM－1
ブラウン管…121／2吋

難躰1》’恥騨’灘慰響 船舶川レーダー
自動電鍵装置
救命艇用携帯無線装置

陸上・舶上無線機
TYPE－M：S－1
ブラウン管…5吋
　　　（レンズ径7吋）

　　　　　　　　太平洋海運K．K．宝和丸無線装置

本　　社

第一工場

策二工揚

僧業所
代理店

袋表取墾茂泉和吉郎
東京都中央区日本橋室町2の1（三井ビル）TEL（24）0435，5788

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　689δ，5400

東京都目黒区上目黒1丁目230番地　　TEL（46）2253，2697

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5330，　5359

東京都目黒区上目黒3丁目1868番地　TEL（46）0606，8070
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ　　　船団編成時最も必要とする移動二間の距離測定に予想以上の効果を挙げ

　　た本機を御利用下さい（特許出願中）　　　　　　　　　　し

囹囹を饗灘；欝欝鵠農繊叢礁慰
　　　　　　　を測定点で受信じ、その低周波出力の位相から距離を求める。

　　　　　　　①　送出電波と返信電波は周波数が異なる

　　　　　　　から、自己の送信機より受信機に直接誘発

　　　　　　　する起動力は分離され、塞中線の指向性を：

　　　　　　　鋭くする必要なく簡単な室中線でよく、送

　　　　　　　信機出力も僅少でよV・。

　　送　受　信　機

⑥発射電波は申波から超短波まで応用出来る。

　　　　　　　昨年日本水産株式会期南氷洋船団に装備したDME

　　　　　　　1．送信及返信周波数2Mc帯2波　3．電　源　AC．100V約340VA

　　　’　　2．＿送信機出力　・　10W　　　　4．測定距離π5哩～120哩

　　　　　　　　　　　　爾ピヨ四望豊鯵，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　指　　示　　器

　　②　余り高い周波数の電波の使用を避ければ、半島や島

　蔭に位置しても或いは旧卒三下にいても距離測定は可能で

　ある。

　　③　パルスを：使用する場合に比し周波数占有帯域幅が狭

　　く且つ、測定時だけ電波を発射すればよいから他に妨害を

　与えることが僅少である。

∴　④一定の低周稼数だけを取出し位相差を指示させるか

　ら混信及雑音により妨害されることが少な　ρ。
　　　　　　　　　蓼
　　④　測定用押ボタンを押すことにより距離がメーターで

　直読出来るから取扱は極めて簡易且つ正確である。

本社　東京都港区麻布富士見町39
　　　電話三田（4緊2131㈹1噸
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